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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「ここ……だよな……？」

　沖おき谷や柚ゆ弦づるは、店名を書いたメモと〈Quartettカルテツト〉と綴つづられた真しん鍮ちゆう製の看板を何度も見比べて確かく認にんした。

　ここは、いわゆるゲイバーと呼ばれる類たぐいの店だ。怖おじ気づきそうになる気持ちを、拳こぶしを握にぎりしめてぐっと堪こらえる。

　二十五歳になるまで何の縁えんもなかった場所に柚弦が今日初めて足を運んだのは、生まれ持った自分の性せい癖へきを確かめるためだった。

　男子校育ちの柚弦は、ずっと女性と話すのが苦手だった。

　仕事を介かいした関係なら何とかなるのだが、いざプライベートで対たい峙じすると何を話していいかわからなくなる。

　何とか友人として親しくなれたと思っても、自分に対して恋れん愛あい感情があるとわかると、まるで別人のように感じてしまい、途と端たんに壁かべができてしまう。

　結果的に、それまでどおり自然につき合うことはできなくなってしまうのだ。そのため、女性と親密な雰ふん囲い気きになったことはこれまで一度もない。

　そもそも、いままで異性に恋愛感情や性せい欲よくを感じたことは一いつ切さいなく、憧あこがれを抱いだいたり、自然と目が行くのは同性ばかりだった。

　───と云いっても、同性に対して恋こいをしたり、欲よく情じようしたりという経験があるわけではないのだが。

　きっと、自分はいわゆる『草食系』というやつなのだろう。そんなふうに思っていたところ、母親以外で唯ゆい一いつ気さくに話せる異性である従姉いとこの仁ひと美みに、ある日衝しよう撃げき的な指し摘てきをされた。

「柚弦って、もしかしてゲイなんじゃないの？」と。

　彼女曰いわく、そうでなければ、こんなにモテるのに二十五歳まで誰だれともつき合ったことがないのはおかしいとのことだった。

　それを云われたとき、柚弦がはっきりと反論できなかったのは、否定する明確な材料がなかったからだ。自分でも、もしかしてという気持ちが心のどこかにあったのかもしれない。

　自分で云うのも何だが、たしかに柚弦はモテる。自ら美び醜しゆうの判断をつけるのは難しいが、この顔が女性にはそれなりに好ましく映るようだ。

　男子校だった中学高校のときも通学路で手紙やプレゼントを渡わたされることはよくあったし、バレンタインデーには山のようなチョコレートをもらった。

　そして、大学に入ってからは、もっと積極的に誘さそわれるようになった。

　他校に通っていた仁美と食事をしているところを目もく撃げきされて『美人の彼女がいるらしい』という噂うわさが立つようになるまで、合コンの誘いを断るのが一苦労だった。

　就職してからも、他部署の女子社員から飲みに誘われるだけでなく、何度か告白されたこともある。

　しかし、好きでもないのに交際するのは失礼に当たると思い、その全すべてを丁てい重ちように断ってきた。

　同級生には羨うらやましがられたりもしたけれど、よく知りもしない相手と二人きりの時間を過ごすことは、柚弦にとって苦痛でしかない。

　柚弦が見た目以上の堅かた物ぶつだと知っている同じ部署の女子からは、あまり異性扱あつかいをされないので助かっているが、そんな自分に疑問を持たないわけではない。敢あえて深く考えないよう、目を逸そらしてきただけだ。

　そんな柚弦に、仁美の言葉は重かった。

　自らの中にある違い和わ感かんをまっすぐ指摘し、否いや応おうなく自覚させた。そして、悩なやみに悩んだ末、一度、同じような性癖を持つ人たちの集まる店へ足を運んでみることにしたのだ。

　行ったからと云って、何かわかるとも限らない。しかし、柚弦の悩みを解決する方法は他ほかには思いつかなかった。

　店自体はインターネットで探した。出で逢あいの場というわけではなく、普ふ通つうの客も立ち寄ることもあるため初心者向きだという紹しよう介かいの文章を読み、この店に決めた。

（……よし、入るぞ）

　まっすぐ向かう度胸はなく、勢いをつけるために何なん杯ばいか飲んできたのだが、それでもこの扉とびらを開けるには勇気がいる。

　何度も深呼吸をして、ようやくドアノブに手をかけた。金属のひやりとした感かん触しよくに力を込め、清水の舞ぶ台たいから飛び降りるかのような覚かく悟ごで手前に引く。

　店の中からはゆったりとしたジャズの調べが聞こえてくる。薄うす暗ぐらい店内は落ち着いた雰囲気で、何人かの客がいるにも拘かかわらずとても静かだった。

「いらっしゃいませ。お一人様ですか？」

「あ、ああ……」

　清せい潔けつそうな白いシャツと黒のパンツを身につけた青年が柔やわらかく声をかけてくる。

　思わず視線を泳がせ、カウンターのほうへ目をやると今度は店主らしき男性がにこやかに微笑ほほえみかけてきた。

「お待ち合わせですか？」

　落ち着かない様子で店内を見回す柚弦を気き遣づかってくれているのはわかるけれど、緊きん張ちようしているせいで上手うまく受け答えができない。

　しどろもどろになっているところへ、奥にいた客までが柚弦の様子を見に来た。

「類るいさん。その子、もしかして今日が二丁目デビューの初心者じゃないの？」

「……ッ」

　どうしてわかったのだろうと驚おどろいて振ふり返った柚弦は、そこに立っていた人物の顔にさらに驚き、心臓が止まりかけた。

「逢おう坂さか!?」

「あれ、沖谷か？　お前、何でこんなところに……」

　そこにいたのは、こんな場所で一番会いたくなかった相手───同どう僚りようの逢坂朋とも弥やだった。

　柚弦以上の長身と、一度見たら忘れようのない甘い顔立ち、そして、左目の下にある泣きぼくろは見み間ま違ちがえようがない。

　今日の逢坂は柚弦なら絶対に選ばないだろう派手なジャケットを難なく身につけており、胸むな元もとや手首にはごつめのアクセサリーが覗のぞいていた。服装の趣しゆ味みは学生の頃ころから変わっていないらしい。

　思わぬ出逢いに一気に血の気が引いていっている柚弦に対し、逢坂は社会人にしてはやや長めの髪かみを搔かき上げながらあっけらかんと云い放った。

「マジかよ。同僚になったときも驚いたけど、まさかこんなところで会うとはな」

「……っ」

　それはこっちの台詞せりふだと云いたかったけれど、動どう揺ようしすぎてまともに口を動かせなかった。

　興味本位で来た可能性は排はい除じよできないけれど、店の空気に違和感なく馴な染じんでいるところを見る限り、一いち見げん客ではないのだろう。

「どうした？　顔色悪いけど、具合でも悪いのか？」

「触さわるなっ」

「そんなぴりぴりすんなよ、取って食おうってわけじゃねーんだからさ」

「…………」

　へらへらと笑う逢坂を、柚弦はキッと睨にらみつける。

（何でこいつとはこう縁があるんだ……）

　逢坂はただの同僚というだけでなく、同じ大学の出身の同期だ。

　元々、友人ではなかったため、卒業後は何のつき合いもなかった。しかし、半年前、お互たがいの会社が合がつ併ぺいし、部署異動で同じ部署に配属になってしまったのだ。

　大学時代から逢坂のことが苦手だった。

　柚弦も逢坂も女子の視線を集めやすい容姿をしていたため、生き真ま面じ目めな委員長タイプの柚弦と軽けい薄はくな雰囲気で遊びまくっている逢坂とで、よく引き合いに出されて比べられた。

　ちゃらちゃらしている人間は好きではなかったし、ことあるごとにからかってくる逢坂に好印象を抱けるはずもない。

　学年が上がってゼミが分かれ、卒業と共に縁が切れたことにほっとした。

　それからほとんど逢坂のことを思い出すことなんてなかったのに、運命のイタズラで数ヶ月前、同僚になってしまったのだ。

　店から立ち去れば、この場は何とか凌しのげるだろう。しかし、週が明けて月曜日になれば、逢坂と再び会うことになる。いったい、どういう対応を取ればいいのだろうか。

　どう見たって友好的ではない態度を取っているにも拘わらず、困こん惑わくしている柚弦に対し、逢坂は気安く話しかけてくる。

「お前、ここ来るのって初めてだよな？　俺は大学の頃からちょくちょく来てるんだけど、いい店だろ？」

　気まぐれで立ち寄ったわけではないということは、逢坂もストレートではないのだろう。

　ゲイなのかバイなのかはわからないけれど、大学時代、『泣かせた女の数は数えきれない』と噂されていた逢坂がストレートではなかったことに、柚弦は内心で大きな衝撃を受けていた。

　対応に困って睨み合いを続けていたら、さらに一人が近寄ってきた。

「何してんだ、朋弥」

「いや、おろおろしてる客がいると思ったら、何とそれが沖谷でさ」

「もしかして、沖谷ってあの沖谷か？」

「他に誰がいるんだよ」

　逢坂の友人らしき男も柚弦の顔を見て驚いた顔をしている。

　不ぶ躾しつけな男だと不ふ愉ゆ快かいに感じながらよくよく見ると、大学のときによく逢坂と共に行動していた芳は賀が章しよう介すけという男だった。

　芳賀も中性的な綺き麗れいな顔立ちをしており、女子がことあるごとに『今年は当たり年だ』などと勝手なことを云いっていたものだ。

　逢坂と共にいたということは、芳賀も同類なのだろう。逢坂よりは落ち着いた格好をしているけれど、垢あか抜ぬけた印象はいまも昔も変わらない。

（顔見知りに二人も会うなんて最悪だ……）

　せめて、顔を合わせたときに別人だとごまかしておけばよかったのに、驚きすぎて名前を呼んでしまったのが失敗だった。

　こうなってしまったら、お互いに素知らぬふりをすることも難しい。どうにかしてこの場をやりすごしたいのだが、いつものようには頭が働かなかった。

「そういえばお前、しばらく前に沖谷と同じ会社になったって云ってなかったか？」

「ああ。半年前に会社が合併してな」

　芳賀は逢坂の答えに、苦い表情を浮うかべた。

「だったら、まずいんじゃないのか？　こんなところに来てることが会社のやつにバレたら、面めん倒どうなことになるだろう」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。こういうことを他言するようなやつじゃないし、第一、云われて困るのは俺だけじゃないしな」

「！」　>>>♥

　いま、やんわりと釘くぎを刺さされたような気がした。

　もちろん、今夜のことを他言するつもりは毛頭ない。

　人の噂うわさ話ばなしをするのは趣味ではないし、とくに性せい癖へきに関しては気安く話題に出せるようなものではない。逢坂もわざわざ社内で云いふらすような真似まねはしないだろう。

（……とりあえず、今日は出直すしかないようだな）

　違ちがう日に、似たような店に足を運んでみればいい。そう思い、踵きびすを返して出て行こうとした瞬しゆん間かん、逢坂の口から放たれた言葉に頭の中が真っ白になった。

「それにしても驚きだよ。あんたがお仲間だったとはなー。一人ってことは男でも漁あさりに来た？　お堅かたい顔してるくせに意外だな」

「あさっ……お前とは違う！」

　失礼な言葉に、思わずカッとなった。声を荒あららげた柚弦に対し、逢坂は尚なおも続ける。

「けど、こんな店に来たってことはゲイなんだろ？　それともバイ？　たしか、大学のとき可愛かわいい彼女がいるって噂うわさだったよな」

　無ぶ遠えん慮りよな問いかけに眉まゆ根ねを寄せる。

（どうして、この男は俺に絡からんでくるんだ）

　大学の頃も、会うたびによくこうやってからかわれた。

　面倒なことには関かかわりたくないと、できるだけ顔を合わせないよう行動しているにも拘かかわらず、逢坂は敢あえて柚弦に近づき、しつこく軽口を叩たたいてくるのだ。

「お前には関係ない」

　遠えん慮りよのない問いかけに苛いら立だったけれど、相手をすればさらに不愉快な思いをするだけだ。どんなに正しいことを告げても、些さ細さいな揚あげ足を取ってからかってくるのは目に見えている。

「失礼する」

　逢坂に背中を向け、押し開けた扉とびらから外に出る。冷たい空気が頰ほおに当たり、怒いかりで顔が火ほ照てっていることに気がついた。

　勢いのままに早足で歩いていた柚弦は、軽い目眩めまいを感じて足を止める。頭に血が上ったせいで、さっき飲んだアルコールが一気に回ってきたようだ。

　どこかで休んで酔よいを覚ましたいけれど、この周辺にはカフェのようなものはなさそうだ。

「……仕方ない。帰るか」

　勇気を振り絞しぼってこんなところまで来たのに、結局、柚弦の悩なやみは何も解決しなかった。ため息をつき、駅へと歩いていこうとしたところ、見知らぬ男に声をかけられた。

「ねえ、君一人？」

　ねっとりと絡みつくような視線に眉まゆを顰ひそめながら振り返った。

　声をかけてきた男は軽薄そうな出いで立ちで、下した唇くちびるにピアスをしている。金色に脱だつ色しよくしている髪かみは中ちゆう途と半はん端ぱに伸のび、根本が黒くなってしまっていた。

「一人だが何か？」

「暇ひまなら俺と飲みに行かない？　いい店知ってるからさ」

「それはどういった類たぐいの店だ？」

「どうって、普ふ通つうのバーだよ。それとも、まっすぐホテルのほうがいいとか？」

「何故なぜホテルに行くんだ？」

　半笑いで喋しやべる男に胡う乱ろんなものに対する眼まな差ざしを向けるが、尚も馴なれ馴れしい態度を取ってくる。体を寄せ、肘ひじで突ついてくる男に云いようのない不快感が湧わいた。

「またまた、惚とぼけちゃって。こんなところうろうろしてたってことは、相手探してたんでしょ」

「そういうわけではない。所用があり、訪ねてみただけだ」

「その所用てやつもすんだんでしょ。いいじゃん、ちょっとくらいつき合ってよ」

「君には関係のないことだ。暇ひま潰つぶしをしたいなら、よそを当たってくれ」

　きっぱりと断りを告げると、男は急に不ふ機き嫌げんになった。

「何お高くとまってんの？　意味わかんねえ。声かけて欲しいから、こんな目立つところで突っ立ってたんだろ」

「そうではない。この辺りは不慣れで……」

「云い訳はどうでもいいからさ、早くどっか入ろうぜ」

　そう云って、男は柚弦の手首を摑つかんできた。どこかへ連れて行こうというのか、強ごう引いんに腕うでを引いてくる。

「放してくれないか。君と共に行くつもりはない」

　男の汗あせばんだ手の感かん触しよくが気持ち悪い。しかし、こういう場所のマナーもわからず、力ちから尽ずくで振ふり払はらうことに躊躇ためらいを覚えてしまった。

「がたがたうるせぇな！　こっちが下手に出てるうちに大人しくついてこいよ」

「断る。ついていかなければならない道理はないだろう」

「ぁあ？　人がせっかく声かけてやったっつーのに───」

　気色ばみ、詰つめ寄ってきた男の生なま臭ぐさい息がかかる。その不快感に吐はき気が込み上げてきた瞬間、誰だれかが柚弦と男の間に割って入ってきた。

「こんなところにいたのか。探したじゃねーかよ。いい加減、方向音おん痴ちを自覚しろよな」

「逢坂…!?」

　逢坂は柚弦を引き剝はがすと、男のほうに向き直り、冷ややかな表情で告げた。

「俺の連れが何か？」

「ちっ、ンだよ、男がいるなら先に云えよな！」

　逢坂が睨にらみを利きかせると、男は気まずそうな顔でそそくさと立ち去った。ようやく解放されたことにほっとし、肩かたから力を抜ぬくことができた。

　恐きよう怖ふを感じていたわけではないけれど、戸と惑まどっていたのは事実だ。あまりに話が通じず困っていたため、逢坂の登場はありがたかった。

　胸むねを撫なで下ろしていると、いきなり逢坂が肩に腕を回してきた。

「ほら、行こうぜ」

「な、何をする!?」

「大声出すなよ。目立ってるんだって、あんた」

「あ……」

　周囲を見み渡わたしてみると、興きよう味み津しん々しんにこちらを見ている視線がいくつもあった。逢坂に肩を抱だかれている状じよう況きようは不愉快だが、この場は素す直なおに従うほうがよさそうだ。

　逢坂に導かれるままに、薄うす暗ぐらい路地へとついていった。大きな自じ動どう販はん売ばい機きがあるため、通りからは死角になっている。

「……このへんならいいか。ああいうのは、てきとうにあしらって逃にげろよ。ヘンなところに連れ込まれたら、何されるかわかんないんだぞ」

　普ふ段だんなら逢坂に説教されるなんて真っ平だと反発していただろう。しかし、不慣れな場所で突っ張っても意味はない。迷った末に、短い礼の言葉だけを告げた。

「……助かった」

　すると、逢坂はまるで幽ゆう霊れいにでも出で逢あったかのような面おも持もちで、まじまじと柚弦の顔を凝ぎよう視ししてきた。

「お、珍めずらしく素直だな。今日は雪でも降るんじゃないのか？」

「珍しくとは失礼な。俺が礼の一つも云いえないような人間に見えるのか？」

　逢坂の云い様にムッとし、云い返す。

「そうじゃねーけど、俺に対してはいっつもツンツンしてんじゃん」

「それはお前が不ふ愉ゆ快かいなことをするからだ」

「俺はただフレンドリーにしてるだけだろ」

「話にならん。俺は帰る」

　借りができてしまったけれど、どうせいますぐそれを返すことなどできるわけがない。逢坂の横を通り抜けて帰ろうとしたら、肩を摑んで引き止められた。

「おい、ちょっと待てよ」

「何故、待つ必要があるんだ？」

「急ぐ必要もないだろう。……さっきは悪かったって。気を悪くしたんなら謝るよ」

　逢坂から謝られたのは、これが初めてだ。柚弦は驚おどろきに目を瞠みはる。

「お前こそ、珍しく今日は殊しゆ勝しようだな」

「俺はいつも殊勝だよ。それより、何か目的があって、〈Quartett〉に来たんだろ？　このままトンボ返りじゃ、わざわざ来た意味ないだろうが。悩みがあるなら、俺が相談に乗ってやるけど？」

　逢坂の申し出が厚こう意いからのものなのか、興味本位故ゆえなのかわからない。これまでのこともあり、柚弦は思わず身構えた。

「助けてもらったことは感謝している。しかし、プライベートに口を出される謂いわれはない。俺にはかまわないでくれ」

　肩に置かれたままだった手を払いのけると、逢坂はやれやれといった様子で肩を竦すくめた。

「あーあ、素直だったのは一いつ瞬しゆんだけか。そんなに頑かたくなにならなくたっていいだろう。俺たち、お仲間だってわかったんだしさ」

「だから、お前と一いつ緒しよにするなと云ってるんだ！」

　思わず声を荒あららげてしまった自分に驚く。どうして、逢坂にはこんなに苛立ちを感じてしまうのだろう。対たい峙じしているだけで胸がざわざわしてくる。

「同じだろうが違ちがおうがどうでもいいけどさ。……お前、ああいうとこ来たの初めてなんだろ？」

「……っ」

　言こと葉ば尻じりは疑問形だったけれど、逢坂はすでに断定しているようだった。

　事実そのとおりだし、後ろめたいことは何もないのだから、ごまかす必要などないけれど、経験の浅さを揶や揄ゆされないかと警けい戒かいする。

「何でわかるんだって顔してんな。わかるに決まってるだろ。俺だって最初は同じような顔で〈Quartett〉に行ったんだから」

「え？」

「芳賀とは偶ぐう然ぜんあそこで会って、同じ学部だってわかって、大学でも連つるむようになったんだよ。あ、云っとくけど、あいつとは一度も寝ねたことないからな！」

「別に俺は何も云っていないが」

「誤解されて、気持ち悪い想像なんかされたら困るだろ」

「わざわざそんな趣しゆ味みの悪いことはしない。……待て、いま大学と云ったな。お前、あの頃ころは大勢の女子を引き連れて歩いていなかったか？」

　大学の頃の逢坂は何人もの女性を侍はべらせるようにしてキャンパスを闊かつ歩ぽしていた。そのあまりに堂々とした振る舞まいは、学内の名物と化していた。

　男子学生たちもそんな逢坂たちをやっかむというよりは、違う次元の人間に向けるような目で見ていた気がする。

　正直なところ、柚弦にはあまり興味のないことだったのだが、カフェテリアや大教室の講義などで顔を合わせるたびに逢坂のほうから話しかけてくるため、無む駄だに『逢坂情報』に詳くわしくなってしまったのだ。

「あれはみんなただの友達だって。女の子は可愛かわいいと思うけど、俺にとってはそれだけだったしな」

「あの中に恋こい人びとはいなかったのか？」

「ちょっとつき合った子もいるけど、長続きはしなかった。大体、セックスにも違い和わ感かんを覚えてたし。ま、そんなふうにもやもやしてるときにバイの先せん輩ぱいと話す機会があって、その手の人種が集まる店に行ってみたわけ」

　そして、自分はゲイなのだと判明した、というわけらしい。

　逢坂の経験を聞き、自らの性せい癖へきに困こん惑わくしていたのは自分だけではないと知り、少しだけ気が楽になった。しかし、逢坂に対しての疑問を感じないわけではない。

「───どうして、そんな話を俺にするんだ」

　本来ならかなりデリケートな話題のはずだ。こんなバーの裏手の路地で、親しくもない相手にするような類たぐいの話ではない。

「沖谷が困ってるように見えたから。性の芽生えに気づくには少々遅おそい気がするけど、お前の性格考えるとわかる気がするしな。そういうのには鈍にぶそうだし」

「余計なお世話だ」

「そりゃそうだ。余計な世話焼いてんだから」

　柚弦の言葉に、逢坂は声を立てて笑った。

「せっかくこんなところまで来たんだから、目的は果たしていったほうがいいんじゃないか？」

「あんな騒さわぎを起こして、店に戻もどれるわけがないだろう」

「あそこじゃなきゃいけないって理由でもあるのか？」

「いや、そういうわけではないが……」

「そもそも、お前みたいな人見知りが初対面のやつに相談なんかできるかよ。マスターの類さんならともかく、常連客に摑つかまったらあっという間に食われちまうぞ」

「人を子供のように扱あつかうな！」

「この界かい隈わいじゃ赤ん坊ぼうみたいなもんだろ。何も知らないんだから」

「……ッ」

　反論できない自分が悔くやしかった。脅おどし文句は大おお袈げ裟さだとしても、逢坂の云うとおりその手の知識はほとんどなく、経験に至っては皆かい無むだ。

「だから、俺が教えてやるよ」

「……は？　どうしてお前に教わらなくてはならないんだ」

　話の流れが理解できず、思い切り深い皺しわを眉み間けんに刻む。

「適任だろ？　お前の性格はよく知ってるし、何より経験豊富だしな」

「自分で云うことか」

「少なくとも、お前よりは多くの経験をしていることは事実だろ」

「それが事実でも、お前を頼たよる気はない」

　逢坂に教えを請こうなんて、選せん択たく肢しの中でも最悪のパターンだ。普ふ段だんからできる限り接点を持ちたくないと思っている男に、これ以上のプライバシーは明かしたくない。

「けど、出直してきたところで、さっきみたいな男に捕つかまるのがオチだろ。痛い目見るくらいなら、俺の云うこと聞いておいたほうがいいと思うけど？」

「誰だれがお前なんかに。自分のことは自分で片をつける」

「本当にそんなことできるのか？　自分では結論が出せなかったから、わざわざ来たこともない場所まで来たんだろ」

「…………」

　柚弦は反論できずに歯を食い縛しばる。見み栄えを張りたい気持ちはあったけれど、噓うそを吐つくのは性に合わない。こういうとき、融ゆう通ずうの利きかない自分の性格を煩わずらわしく感じる。

　俯うつむいたままの柚弦に、逢坂は軽い調子で告げてきた。

「ゲイかどうか、一発でわかる方法ならあるけど」

「本当か!?　それはどんなものなんだ？」

　反射的に顔を上げ、食いついてしまった。どんなに強がってみても、心細さは否いなめなかったようだ。

「簡単だよ。俺に抱だかれてみりゃいいんだから」

「なっ……ふざけたことを云いうな！」

　逢坂のとんでもない提案に、柚弦は声を荒らげた。

「ふざけてなんかねーよ。実じつ践せんするのが一番早いだろ。男なんて単純な生き物なんだからさ、要は勃たつか勃たないかだろ」

「お前と一緒にするな！」

「経験したこともないくせに、そんなこと云えるのかよ」

「く……」

　それを云われると弱い。知りもしないことは語りようがない。

「別にいいけど。沖谷がこの先ずっと自分の性癖で悩なやみ続けて、恋人の一人もできずに人生を終えたとしても、俺には何の関係もないから」

「か、勝手なこと云うな！　恋人ができないなんて、どうしてお前にわかるんだ」

「沖谷ってさ、直感より頭で考えるタイプだろ？　どんなチャンスが来ようが、それを活いかせるとは思えない。チャンスの神様には前まえ髪がみしかないってよく云うじゃん。つーか、リアルに考えるとシュールな姿だよな、前髪しかないって」

　逢坂は自らの言葉に一人笑っている。

　その態度に無む性しように腹が立ってくる。たしかに『ここ』では右も左もわからない。しかし、逢坂に全すべてわかっているような顔をされる筋合いはない。

　やめておけと理性がアラームを鳴らしているのに、口が勝手に動いてしまう。

「───そこまで云うなら、抱いてみろよ。お前のほうこそ、口ばっかりじゃないのか？」

　戦いのゴングは自分から鳴らしてしまった。










　躊躇ためらいながら足を踏ふみ入れたホテルの一室で、柚弦はしつこく手を洗っていた。重点的に洗っているのは、さっきの男に摑まれた場所だ。柚弦には軽い潔けつ癖ぺき症しようの気があるけれど、いまの行こう為いはただの現実逃とう避ひだ。

（どうして、こんなことに……）

　逢坂を呼び止めてしまった柚弦はその後、低レベルな口論の末、売り言葉に買い言葉で二人でホテルに来てしまった。

　あの店に行く前に飲んできたアルコールが、柚弦を勢いづかせてしまったのだろう。そうでなければ、あんなわかりやすい挑ちよう発はつに乗るはずがない。

　いざ、ホテルに来てベッドを目にしたあたりから、柚弦は冷静さを取り戻してきていた。

　逢坂に揶や揄ゆされ、虚きよ勢せいを張ってしまったけれど、実際に事に至れば経験がないことはすぐにわかってしまうだろう。

（こんなところまで、のこのことついてきた俺を内心で嘲あざ笑わらってるに決まってる）

　どちらにしたってバカにされるのなら、傷は深くないほうがいい。わざわざ笑われるためだけに関係を持つ必要はない。どうせ逢坂は何を云っても、柚弦をからかってくるに決まっている。引き返すなら、いまのうちだ。

「おい、いつまで入ってんだ？　びびってないで出てこいよ」

「誰がびびってるって？」

　不ふ名めい誉よな誤解を是ぜとするわけにはいかない。低く唸うなるような反論と共にドアを開けると、そこにはニヤニヤと笑う逢坂がいた。

（……乗せられた）

　こうやって言葉で挑発してくるのは、逢坂の常じよう套とう手しゆ段だんだ。大学時代はこちらが相手をしなければ、不ふ愉ゆ快かいな気分になるまで絡からんできた。

　しかし、今日はそれ以上揶揄してくることはなく、慣れた様子で寛くつろいでいる。

　その振ふる舞まいを見る限り、逢坂は初めてこのホテルに来たわけではないようだ。もしかしたら、遊びに使う常宿なのかもしれない。

　小こ綺ぎ麗れいなビジネスホテルのようだったが、男二人でチェックインしてもフロントは涼すずしい顔をしていたし、ツインのベッドにしてはどちらも大きめだ。

「何か飲むか？　酒でも飲んでおいたほうがリラックスできるんじゃね」

「酒はもういい」

「もしかして、〈Quartett〉に来る前に飲んできた？　まあ、酒の勢いくらい借りないと、初めてじゃ踏み込めない場所だよなぁ」

　淡たん々たんとした逢坂の態度に対し、柚弦の中では焦あせりが大きくなっていく。このままではいけないとわかっているけれど、それを切り出すタイミングが計れない。

　取り返しのつかないことになる───そんな予感が確かにあるのに、金かな縛しばりにあったように自分の体が云うことを聞かない。

　乾かわいた唇くちびるを舐なめて潤うるおし、唾つばを飲み込む。大きく二度深呼吸をして、ようやく強こわ張ばった口が動いてくれた。

「……逢坂」

　どうやら、自覚している以上に緊きん張ちようしているようだ。そんな柚弦に対し、逢坂は余よ裕ゆう綽しやく々しやくという態度で返してくる。

「何だ？　まさか、この期ごに及およんでやっぱり怖こわいから帰る～なんて云わないよな」

「い、云うわけがないだろう！」

　柚弦が切り出す前に、先手を打たれてしまった。逢坂の挑発だとわかっているのに、つい否定してしまった自分が情けない。

　どうして逢坂に対しては、こんなに反発心が芽生えてしまうのだろう。何故なぜか昔から理性的な対応が取れない。

「何ぴりぴりしてんだよ。まさか、こういうとこ初めてってわけじゃないだろ？」

「だ、誰が…っ」

　ホテルに来たことくらいはある。ただ、それが一人ではなく、逢坂と一いつ緒しよだということが落ち着かない気分にさせるのだ。

「そうだよな、二十五にもなって未経験ってことはないよな。沖谷ってタチ？　ネコ？　どっちかっていうとネコだよな。ていうか、欲よく情じようしてるとこ想像つかねーな。潔けつ癖ぺきっぽいし、やっぱ汚けがれのない体のまま？」

「悪かったな！」

　図星を指され、カッとなる。いままで人を好きになったことがなく、交際もしたことがないのだからキスもそれ以上もする機会などなかったに決まっている。

「え、マジで童どう貞ていなのか!?　いまのは冗じよう談だんだったんだけど……何つーか、すまん……」

「……謝るな」

「キスもしたことないとか云わないよな？」

　微び妙みような空気をごまかすために、逢坂は作り笑いを浮うかべて訊きいてくる。否定の言葉の代わりに、柚弦は沈ちん黙もくを返した。

「…………」

　悪いことをしているわけではないし、恥はずかしいことでもないと思ってはいるのだが、逢坂に知られることは妙みように気まずかった。

「ちょっと待てよ。お前、すげえ美人な彼女がいただろ？　まさか、あんな美人とつき合ってて何もしなかったわけじゃねーよな？」

「大学のときの噂うわさのことを云っているなら、あれは俺の従姉いとこだ」

「従姉？」

「正式に誰だれかと交際したことは一度もない」

「そうだったのか」

　柚弦の告白に逢坂は本気で驚おどろいているようで、目を瞠みはり、口元を手で押さえている。いつものようにからかってくることを覚かく悟ごしていた柚弦は、その反応に拍ひよう子し抜ぬけした。

「彼女を作ろうと思ったことはないのか？」

「女性は何を考えているかよくわからない。それに『恋こい人びと』は作るものではないだろう。お互たがいに好意を抱いた結果、そうした関係になるものではないのか？」

「お前はいつの生まれだ。年ねん齢れい詐さ称しようしてるだろう？　いまどき、そんな堅かた苦くるしい考え方をするやつなんて、そうそういねーよ」

「では、好きでもない人とつき合うことができるというのか？」

「つき合っていくうちに惹ひかれていくってこともあるだろう。一緒に過ごして初めて相手のよさを知ることだってあるんだから」

「……俺には理解できん」

　逢坂の云いうことには一理あるとは思う。しかし、心を開いてもいない相手と長時間二人きりで過ごすことに、苦痛を覚えることはないのだろうか。

（大体、人を好きになるという気持ちがわからないしな）

　家族や友人に対しての好意はわかるけれど、『恋れん愛あい』というものが、どういうものかわからない。いつか、自然とわかるようになるだろうと構えているうちに、二十代も後半に差しかかってしまった。

　以前の自分なら、わざわざ知る必要はないと思っていただろう。そんな気持ちに変化が出てきたのは、淋さびしさを感じたからかもしれない。

　従姉の仁美の婚こん約やくが決まり、学生の頃ころからの友人が次々と結けつ婚こんして家庭を持つようになったことで、急に将来に不安を覚えるようになった。

　別に家族が欲しいわけではない。だが、仕事を離はなれたとき、自分には何もない───そのことに気がついてしまったのだ。

「ま、わかんないだろうな、いまのお前には。けど、その一歩を踏み出さなきゃ、この先ずっと恋人なんかできないんじゃないのか？」

「…………」

　逢坂の指し摘てきは、柚弦の胸にぐさりと突つき刺ささった。それはまさに自分自身が懸け念ねんしていることだった。

「やっぱ、お前みたいなのは経験するのが手っ取り早いだろ。頭で考えてわかんねーなら、体に理解させるしかないよな」

「そ、そのことだが、逢坂───」

「先にシャワー浴びる？　あ、でも、そんなことしてたら決心が鈍にぶるよな」

　今夜はやめておかないか。そう切り出そうとしているのに、上手うまくタイミングが摑つかめない。逢坂の云いぶんには一理あるかもしれないが、心の準備ができていなかった。

　決して行こう為い自体が怖いわけではない。しかし、そんなに簡単にしてしまっていいことではないはずだ。そんな自問自答をしている柚弦をよそに、逢坂は真ま面じ目めな顔で独り言を呟つぶやいている。

「ていうか、今夜が正しよう真しん正しよう銘めいの『初体験』ってことか。それならうんと優やさしくしてやらないといけないな」

「……っ、いきなり何をする！」

　いきなり肩かたを抱だき寄せられ、啄ついばむように口づけられた。一いつ瞬しゆん、触ふれただけなのに、柚弦の体温は一気に上じよう昇しようした。

「いまのがファーストキスだな」

「余計な真似まねはするな！　き…キスなんてする必要ないだろう！」

　キスという単語を口にすることすら恥ずかしく、口くち籠ごもってしまった。睨にらみつけたくても、逢坂の顔がまともに見られない。

「何云ってるんだ。これが始まりだろう？」

「始まりって───ンぅ……っ」　>>>♥

　ふざけるなと云おうとしたけれど、強ごう引いんに唇を塞ふさいできた柔やわらかな感かん触しよくに目を瞠る。

　柚弦が固まっている隙すきを突き、逢坂は唇を舌で割り、歯列をなぞってくる。思わず喘あえいだ瞬しゆん間かんに口の中にぬるりと入ってきた感触に我に返った。

　咄とつ嗟さに逢坂の頭を摑んで押し返し、口づけをどうにか解く。

「やめろ……っ」

「何で？　キス好きじゃない？」

「お前にはされたくないだけだ！」

「体は許してもキスはやだって？　ずいぶん可愛かわいいこと云うんだな」

「……っ」

「でも、一回したら二度も三度も同じじゃね？　お前の口の中、体温低くて気持ちいいよ」

「なっ───ん…んん……っ」

　甘い囁ささやきと共に再び口こう腔こうに入り込んできた舌は、逢坂の性格そのままに傍ぼう若じやく無ぶ人じんに這はい回った。くすぐったさに似た感覚に、思わず喉のどが鳴る。

　やや潔けつ癖ぺき症しようなところがある柚弦は、以前からキス自体にも抵てい抗こう感を覚えていた。

　映画などで舌を絡からませて口づけているシーンには、他人の舌など気持ち悪くないのかと眉まゆを顰ひそめていたくらいだ。

　なのにいま、逢坂の傍若無人な口づけを不快には思っていない。それどころか、気持ちいいとさえ感じてしまう自分自身に動どう揺ようしていた。

「ン、んん、んー……っ」

　一刻も早くやめさせなくてはと思い直し、逢坂を引き剝はがそうとするけれど、のしかかる体は重たくてどかすことはできず、それどころか口づけは一層深くなっていく。

　舌を嚙かんでやろうとしたけれど、逆に搦からめ捕とられてしまい、吸い上げられるたびに腰こしが甘く疼うずいた。やがて指先に力が入らなくなっていき、柚弦の抵抗は弱まっていった。

「んん…!?」

　逢坂は口づけを解くことなく、柚弦の腰を抱だき、ベッドに押し倒たおしてくる。

　いざとなったら逢坂を突き飛ばして逃にげればいい。そんなふうに考えていた柚弦の退路は容易に断たたれてしまった。

　口腔を好きなように蹂じゆう躙りんされ、上手く息を吸うことができない。舌が擦こすれ合うたびにぞくぞくとした震ふるえが背筋を走る。

　まるで、口の中が蕩とろけていくような初めての感覚に戸と惑まどうばかりで、どうしていいかわからなかった。ようやく無ぶ遠えん慮りよな口づけを解いた逢坂は、濡ぬれた自分の唇くちびるを舐なめて拭ぬぐう。

　キス一つにぐったりとしている柚弦を見下ろす逢坂の瞳ひとみは肉にく食しよく獣じゆうのそれのようだった。見つめ返したら、金かな縛しばりに遭あってしまいそうな予感がして目を逸そらす。

「……もういい。もうわかったから……悪い冗じよう談だんはこれでお終しまいだ」

　体を捩よじって抜ぬけ出そうとした柚弦を、逢坂は見み逃のがしてはくれなかった。ぐっと肩を押さえつけられ、またベッドに縫ぬい留められた。

「バカ云うな。本番はこれからだろう？　やっぱり、初めては怖こわいか？」

「誰が……っ」

「だよな？　沖谷が俺を怖がるなんて、ありえねーよな」

「なっ……おい、逢───」

「────」

　こうなったら、怯おびえている顔など見せるものかと決意する。

　瘦やせ我が慢まんと云われようと、慣れているふりをするしかない。歯を食くい縛しばると同時に服の下に逢坂の手が潜もぐり込んできた。

「ん……っ」

　大きな手の平の感触に、びくりと体が震える。逢坂の体温は柚弦より高く、触れられているところがジンジンと疼いているように感じた。

（何でこんなこと───）

　何度も覚えた疑問を胸の内で呟く。どう考えても、逢坂の云いぶんは理に適かなっていない。そんな口先の挑ちよう発はつに乗り、大人しくしているなんてどうかしている。

　頭ではそう思っているはずなのに、何故なぜか全力で拒こばむことのできない自分に戸惑いを覚えていた。

「……ッ、ぁ……っ」

　呻うめくように喘いでしまうのが恥はずかしくて顔を背そむけると、逢坂は首筋に唇を這わせてきた。

　皮ひ膚ふの柔らかな場所を甘嚙がみし、吸い上げる。時折当たる舌の感触に、柚弦の肌はだはさざめくように震えた。

　逢坂は、柚弦の肌を撫なで回しながら、胸の尖とがりを探さぐり当てた。思わせぶりにその周りをなぞられたあと、硬かたくなったそれを指の腹で押し潰つぶされる。

「ぁ、はっ……」

「お前、肌白いよなー。海とか絶対行かなさそうだもんな」

　服を捲まくり上げられ、しげしげと眺ながめられる。普ふ段だんならば平らな胸など見られても何とも思わないはずなのに、いまは信じられないくらいに恥ずかしい。

「うるさ……っあ！」

　剝むき出しにされた肌にキスを落とされ、喉の奥が鳴る。

「やめ…ひぁ……っ、バカ、どこ舐めて……っ」

「へえ、ここ感じるんだ。充じゆう分ぶん、適性あるよ。俺、バージン相手は初めてだけど、こんなに感度いいやつとしたことないし」

「やっ…あ……っ」

　乳ち首くびを舐められ、背筋がぞくぞくとおののいた。びくびくと敏びん感かんに反応してしまう体を堪こらえようとするけれど、意思の力ではどうにもならない。

　女の子でもないのに、そんな場所で感じてしまうなんて噓うそみたいだった。

「んんっ、ぁ、ん……っ」

　小さな粒つぶを舌の上で転がされ、硬く尖ったそこをキツく吸い上げられる。その繰くり返しに、柚弦は胸を上下させて喘ぐしかなかった。

「慣れてるっていうのは信じてやるよ。初めてでここがこんなに感度がいいのも珍めずらしいし」

「なっ……」

　柚弦の主張が受け入れられたのはいいけれど、そんなことをはっきりと面と向かって云いわれるといたたまれない。

　真っ赤になって、口をぱくぱくとさせている柚弦に、逢坂は意味のわからない言葉を告げてきた。

「俺、あんま口ですんの好きじゃねーんだけどさ、そんな可愛い顔されたらサービスしたくなるな」

「なに───」

　体をずらした逢坂は体を屈かがめ、反り返った昂たかぶりに顔を寄せた。何をするつもりなのかわからなかったのは、偏ひとえに経験不足のせいだろう。

　戸惑っている柚弦にニヤリとした笑えみを見せたあと、逢坂は屹きつ立りつを舐め上げた。

「……っ!?」

　生温かく濡れた感触に、一いつ瞬しゆん頭の中が真っ白になる。いっそ、そのまま意識が飛んでしまえばよかった。そうすれば、恥ずかしさなど感じずにすんだのに。

「や、あっ、あぁ…っ」

　逢坂はまるで溶とけ落ちていく寸前のアイスキャンディーのように柚弦のそれを舐めしゃぶる。性器を舐められている恥ずかしさと生まれて初めて味わう感覚に全身が熱くなる。

　いますぐやめさせたいのに、柚弦の四し肢しはもう自分の意思では動かせなくなっていた。

「ずいぶん反応いいな。そんなに気持ちいい？」

「ひぁ……っ、あっあ、あ……!?」

　先せん端たんを舌の先で抉えぐられ、腰がびくんっと跳はねる。

　逢坂は過か敏びんに反応する柚弦の体を押さえ込み、昂ぶりを吞のみ込んでいった。舌を絡められ、吸い上げられると、どうしようもなく感じてしまう。

（溶けていってるみたいだ）

　触ふれられている場所からじわじわと形がなくなっていくような錯さつ覚かくに胸を喘あえがせる。

　零こぼれ落ちる声を堪えることなどできなくて、啜すすり泣くように喘ぎ続けた。いつ終わるとも知れない快感に気が遠くなっていく。

　追い上げられ、達してしまいそうになった頃ころ、振ふり絞しぼるようにして訴うつたえた。

「はっ、あ…っ、あ、もう放せ……っ」

「イキそう？　でも、もう少し我慢してもらわないとな」

「いっ……!?」

　昂ぶりの根本をキツく締しめつけられ、痛みに呻いた。何をするんだと顔を上げかけた瞬しゆん間かん、後ろの窄すぼまりに指先を押し込まれた。

「ちょっ、どこ、指入れて……っ」

「あれ、もしかして、後ろは好きじゃない？　まさか、弄いじられたこともないとか云わないよな」

「……っ」

　揶や揄ゆ混じりの返答に、乏とぼしい知識を指し摘てきされたような気がしてぎくりとした。そういえば、男同士の行こう為いのときはそこを代わりに使うことがあると聞いたことがある。

「心配すんなよ、俺上手うまいから。それとも、痛いほうが好きなわけ？」

「ちがっ……」

　人を変態のように云わないでもらいたい。

「だったら、大人しくしてろよ。先に慣らしておかないと辛つらいだろ？」

「先……？　ぅあ…っ、や、なに……!?」

「ちょっとキツいな。ちょっと待ってろ」

　逢坂はヘッドボードに手を伸のばしたかと思うと、細身のボトルを手にしていた。

「何だ、それは」

「さっき買っておいた。男の体は濡れないからな。こうやって慣らしてやらないと───」

　逢坂はよくわからない説明をしながらボトルの中の液体を手に取り、柚弦の足の間にべったりと塗ぬりたくってくる。

「冷た……っ」

「すぐ馴な染じむよ。あんたの体、熱いんだから」

「あっ……んん……っ」

　さっきよりはスムーズに指が入り込んでくる。逢坂はその勢いで何度も指を抜き差しし、中を搔かき回してきた。

　自分の内側を搔き回される違い和わ感かんに戸と惑まどいつつも、その動きばかりを意識してしまう。

「やめ、指を抜ぬけ───ぅあ…ッ!?」

　内ない壁へきにぐっと指を押し込まれた瞬間、反射的に高い声を上げてしまった自分に面めん食くらう。初めての感覚に呆ぼう然ぜんとしていると、逢坂は嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「見つけた」

　そこを少し強く押されるだけで、尾びてい骨こつから背筋に電流のようなものが駆かけ抜ける。同じ場所ばかりを責められ、小刻みに体を震ふるわせる。

「あっ、あっあ、あ……！」

　最初はわからなかったけれど、確かにこれは快感だ。感電したみたいになるたびに、どんどん柚弦の体は甘く蕩とろけていく。

　そのうちに、自分のものとは思えないような声をひっきりなしに上げることしかできなくなっていった。

「や、ぁ、あ……っ」　>>>♥

　自ら上手いと云うだけあって、逢坂の愛あい撫ぶは的確だった。みっともない姿は見せたくないという柚弦の意志などあっさりと突つき崩くずされ、一方的に翻ほん弄ろうされた。

　息も絶え絶えになった頃、ようやく指を引き抜かれた。ぐったりと四肢を弛し緩かんさせていると、今度はベッドの上で転がされ、俯うつぶせにされる。

「おい、勝手に転がすな…！」

　顔をベッドに押しつけた体勢では、思うように息が吸えない。顔を起こそうとしたそのとき、脱ぬぎ捨てられた服に続いて、空になった何かのパッケージが放られるのが目に入った。

　何のゴミだろうかと不思議に思っていた柚弦は、いきなり腰こしを引き上げられて面食らった。

「なっ…!?」

　散々、指で解ほぐされた場所に何か硬かたいものが押し当てられる。その感かん触しよくに、はっとなった。さっき逢坂が放ったのは避ひ妊にん具の入っていたパッケージだったのだろう。

「おい、逢坂、何する気だ……っ」

「何って、これからやっとお前と一つになるんだろ」

　笑い混じりの言葉と共に、硬いものが柚弦の中に押し込まれた。

「いっ…───」

　じりじりと押し入ってくるものの熱に、神経が焼き切れてしまいそうな錯覚を感じる。歯を食い縛しばり、その圧あつ迫ぱく感かんを堪え忍んだ。

（一つって───）

　言葉の意味にやっと気づく。わかった途と端たん、羞しゆう恥ちで血液が沸ふつ騰とうしたかのように全身がさらに熱くなった。逢坂は柚弦の腰を摑つかみ、自身を奥へと捻ねじ込んでくる。

　自分の体を他人の屹立で貫つらぬかれているという信じがたい事実に目眩めまいを覚える。内壁から伝わる逢坂の昂ぶりは力強く張り詰つめ、熱く漲みなぎっていた。

「きっつ……おい、少し緩ゆるめろって」

「贅ぜい沢たく、云いうな……っ」

　息も絶え絶えに反論する。そんな器用な真似まねができるのなら、いまこんなに苦しい思いはしていない。

　事前に知識があまりなかったことがよかったのか悪かったのかはわからない。こんなことになると知っていたら、セックス自体に興味を持つことはなかっただろう。

「仕方ねーな、初心者だもんな」

「ひぁ……っ」

　前のほうへと伸びてきた手に、再び自身を握にぎり込まれる。さっきよりも丁てい寧ねいに扱しごかれ、少し萎なえかけていたそこはあっというまに張り詰める。

　背中を撫なでていたもう一方の手は、前に滑すべり、胸の尖とがりをまた捕とらえた。同時に弄られ、意識が散さん漫まんになっていく。

　意識が逢坂の指の動きへと移っていくと共に、繫つながり合った体を揺ゆすられた。

「あ……ぁ、あ……っ」

「少し気持ちよくなってきた？」

「そ…なの、わかるか───ぁあっ、あ、あ！」

　緩やかな律動はやがて大きな抽ちゆう挿そうに変わっていった。内壁が擦すれる快感に締めつけも緩み、だんだんと中が蕩けていくのが自分でもわかる。

　内うち腿ももを伝い落ちるほどにたっぷりと使われたローションが、逢坂の動きに合わせて卑ひ猥わいな音を立てる。

　柚弦の腰を摑んで自分のほうへと引き寄せると、さらに荒あら々あらしく揺さぶってきた。

「お前の中、すげぇいいよ。意外と体の相あい性しようがいいみたいだな」

「や、あぁあ……っ」

　ぎりぎりまで引き抜かれ、勢いよく押し込まれる。内壁を抉えぐるように擦こすられる刺し激げきに、柚弦は悲鳴じみた声を上げた。

　内臓がせりあがるような圧迫感は苦しかったけれど、言葉にできない快感が柚弦の体を蕩けさせる。

「あ、んっ、ああっ」

「ヤバいな、こんなにイイの初めてかも」

「何、云って……っああ、あっ、あ……っ」

　最初のうちは少し気き遣づかう様子を見せていた逢坂だったけれど、柚弦の体が慣れてきた頃には好きに突き上げ、搔き回してくるようになった。

　文句を云うこともできず、柚弦はシーツをぎゅっと握りしめ、ただ喘ぐことしかできなくなっていた。快感の終わりは見えず、理性も意識もどんどん薄うすれていく。

　やがて、室内に響ひびくのはお互たがいの荒あらい呼吸と自らの嬌きよう声せいだけになった。

「や、あ、も、許し……っ」

　追い詰められ、無意識に自分を責め立てている男に縋すがる。上手く動かない頭を起こし、涙なみだ目で逢坂を振ふり返ったら、柚弦を穿うがつ律動が激しくなった。

「ああっ、あ、あ───」

　深い場所をキツく突き上げられ、頭の中が真っ白になった。ふっと意識が戻もどってきたときには体を大きく震わせ、びくびくと自身から白はく濁だくを吐はき出していた。

　達した衝しよう撃げきに思わず、自らを深く貫いている屹きつ立りつをキツく締しめつけてしまう。次の瞬しゆん間かん、逢坂が息を詰め、体を大きく震わせた気配が伝わってきた。

「く……っ」

　どうやら、逢坂は柚弦の中で最後を迎むかえたらしい。一度体を強こわ張ばらせたあと、大きく息を吐き、体を弛緩させた。しかし、一向に体を離はなそうとはしない。

　内側に感じる昂たかぶりは力を漲らせたまま萎える気配すらなく、終わりを迎えたことに安あん堵どしていた柚弦は俄にわかに不安を覚え始めた。

「……おい、いつまでそうしてるんだ……」

「まだいいだろ？　お前の中、気持ちいいんだよ」

「バカ、早く抜け……っ」

「やだね、もったいない。てか、もう一回くらいつき合う体力残ってんだろ？」

「ふざけるなッ、これっきりに決まって───ぅあ…っ!?」

　繫げられたままの体を無む理り矢や理り仰あお向むけに返され、向き合う体勢で腰を押し込まれた。背筋を電流のようなものが走り抜け、腰こし砕くだけになってしまう。

「お前だって、まだこんなじゃねぇか」

「……ッ!?」

　体を寄せられ、引き締まった腹部で濡ぬれそぼった昂ぶりを擦られる。逢坂の指し摘てきどおり、柚弦のそれはまだ痛いくらいに張り詰めていた。

「んな可愛かわいい顔すんなよ。苛いじめたくなって困るだろ」

「ふざけ……っんん、んんー……ッ」

　唇くちびるを塞ふさがれ、口の中を舐なめ回される。遊んでいるだけはあって、逢坂のキスは文句のつけようがないほど上手うまくて、経験のない柚弦にはひとたまりもなかった。

　抵てい抗こうする力など残っておらず、内壁を軽く擦られるだけでまた快感が生まれてしまう。

「……っ、ずる…いぞ……」

「ふざけてなんかねーし、ずるだってしてねーだろ。マジで可愛いと思ってる」

「だから、そのお前の物云いが……」

　真ま面じ目めな顔で見下ろしてくる逢坂の眼まな差ざしにドキリとする。目を奪うばわれたその隙すきに柚弦は足を大きく開かされ、繫がりを一層深くされた。

「もう一回、一いつ緒しよに気持ちよくなろうぜ、柚弦」

「……っ、勝手に呼び捨てにするな───…っあ!?」

　逢坂は人の話を無視して、柚弦の膝ひざの裏を摑んだまま、力を漲らせたままの屹立で、勢いよく最奥を突ついてきた。そして、荒々しく腰を送り込んでくる。

　終わりにして欲しいという気持ちは本当なのに、体は勝手に感じてしまう。生まれて初めて知った快感は、まるで麻ま薬やくのように柚弦の思考さえ犯おかしていった。

「やっ…あ、もう……ぁあ…っ」

「こういうときは、もっとって云うんだよ」

　低い囁ささやきが鼓こ膜まくを甘く震ふるわせる。

　逢坂の声は、まるで何か不思議な力が宿っているかのようだった。
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「……っ」

　企き画かく書しよを書いているのだが、さっきからやけにタイプミスが多い。堪こらえきれない苛いら立だちから、乱暴にキーを叩たたいて間ま違ちがえた箇か所しよを消す。

　今日はいままでにないほど憂ゆう鬱うつな月曜日だった。勤め出してから、こんなにも出社を気が重く感じたのは初めてのことだ。

　それも全すべて、土曜日のできごとのせいだ。あの夜、あの男にのこのことついて行かなければ───いや、あの店にさえ行かなければ、あんなことにはならなかったはずなのに。

（……思い出したくもない）

　何もかもなかったことにしてしまえたら、どんなに気が楽だっただろう。

　しかし、柚弦はどんなに酔よっても記き憶おくはなくならない体質だった。元々の記憶力のよさも、今回ばかりは悪いほうへと作用したというわけだ。

　理性が飛んでいたあたりはあやふやだが、それ以外のことはしっかり覚えている。

　あの夜、柚弦は逢坂との行こう為いの最中に意識を失ってしまった。我に返ったときには、すでに体は綺き麗れいに拭ふき清められていた。

　あれならいっそ部屋に一人放置しておいてくれたほうがまだマシだった。

　意識がないうちに面めん倒どうを見られていたこともいたたまれなかったが、目覚めたばかりの柚弦に逢坂が告げた言葉には激げき昂こうさせられた。

『体の相性よかったし、セフレになろうぜ』

『誰だれがなるか…っ！』

　そう怒ど鳴なりつけ、柚弦は逢坂にホテル代を叩きつけて帰ってきた。あのときの怒いかりはまだ柚弦の中でふつふつと滾たぎっている。しかし、相手にすれば負けだ。

　今日の柚弦は朝から黙もく々もくとデスクに向かい、涼すずしい顔で「おはよう」と声をかけてきた逢坂を無視し、一心不乱に仕事をし続けた。

　それでも、なかなか集中することができず、ミスを多発し、周囲には具合でも悪いのかと心配された。

（悪いのは具合ではなく機き嫌げんだ）

　だからと云いって、子供ではないのだから不ふ機き嫌げんなところを無関係の人間に見せるわけにはいかない。そうやって取り繕つくろうから、あちこちに綻ほころびが出てしまうのだろう。

「……あの、沖谷さん。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え？」

　同じ部署の後こう輩はいが控ひかえめに肩かたを叩いてきた。何のことだと眼差しで問うと、柚弦の様子を指摘された。

「さっきから内線鳴ってるのに、気づいてないみたいだから……」

「あ、ああ、すまない。気づいていなかった」

　我に返ったときには、すでに呼び出し音は切れてしまっていた。いったい、誰からの内線だったのだろうか。

「やっぱり、体調悪いんじゃないですか？」

「最近、寝ねつきが悪いから、そのせいかもな」

　プライベートでの悩なやみを引き摺ずっていると知られるわけにはいかず、ぼんやりとしている理由を寝ね不ぶ足そくのせいにする。実際、怠だるさが抜ぬけないのは体調が万ばん全ぜんではないからだ。

　初めての行為は、柚弦の体にそれなりの負担を残した。無理な体勢を取らされたせいで関節があちこち痛いし、倦けん怠たい感と共に軽い微び熱ねつがあるような気もする。

「じゃあ、今度よく眠ねむれるハーブティーを持ってきますね！　すごくいい香かおりで、リラックスできるんですよ」

「すまない、心配をかけてしまって」

「いえ！　あ、そうだ。ちょっと待ってて下さいね」

「？」

　何かを思いついたらしく、彼女は自分の席へと戻もどって行った。

　柚弦は一人になったタイミングでスリープ状態になっていたＰＣを起動させ、メールボックスを開く。そこには課長からのメールが届いていた。

「十五時に第三会議室……？　大事な話って何だ？」

　今日はもう会議の予定は入っていない。個別にメールを送ってきたということは、皆みなを呼び出しているわけではなさそうだ。

　課長からこんなふうに呼び出しを受けるのは珍めずらしいことだ。もしかしたら、さっき鳴っていたという内線はこの件だったのかもしれない。

　時計を確かく認にんすると、あと十分ほどで十五時になる。いますぐ向かったほうがよさそうだ。ＰＣを再びスリープにし、席を立ったところでさっきの後輩が戻ってきた。

「お待たせしました！　沖谷さん、甘いの平気でしたよね？　糖分取ったら少しは元気になると思いますし」

　手て渡わたされたのは、一口サイズのチョコレートだった。

「ありがとう。これからちょっと席を外すから、もし電話がかかってきたら、折り返すと伝えておいてもらえるだろうか？」

「わかりました！」

　柚弦は言づけて職場をあとにする。せっかくもらったのだからと、その一つを口に放り込み、呼び出されている会議室へと向かった。

　腕うで時ど計けいに目を落とし、指定された時間の五分前を針が指しているのを確認してから、第三会議室というプレートが掲かかげられたドアをノックした。

「どーぞー」

「？」

　予想とは違ちがう声こわ音ねに、眉み間けんの皺しわが深くなる。取って返したい気持ちを堪え、柚弦は会議室のドアを押し開けた。

「……失礼します」

「あれ、沖谷？　何か用か？」

　会議室の中には、課長ではなく逢坂がいた。携けい帯たい電話を片手に、所在なげに立っている。

　職場ですれ違うだけでも気まずいのに、こうして面と向かうとどんな顔をしていいのかわからない。結局、いつも以上の渋じゆう面めんになってしまう。

「お前こそ、何故なぜこんなところにいるんだ」

「何でって、課長に呼ばれたからだよ。あ、もしかして、沖谷も呼び出し食くらったのか？」

「……ああ」

　どうやら、呼び出されたのは自分だけではなかったらしい。逢坂と共に呼ばれたということに、嫌いやな予感がする。

（課長からの話が悪いことでなければいいんだが……）

　一いつ瞬しゆん、週末のできごとが脳のう裏りを過よぎったけれど、逢坂が他言しない限りはあれが会社にバレるはずがない。そう自分に云い聞かせつつ、逢坂から距きよ離りを取り、壁かべ際ぎわに立つ。

　気まずい沈ちん黙もくの中、柚弦はこっそりと逢坂の様子を窺うかがった。

　こうして、改めて見ても逢坂はムカつくほどいい男だ。

　背が高い上、手足も長くスタイルがいい。甘ったるい顔立ちのせいで軽けい薄はくになりかねない雰ふん囲い気きを、身につけたスーツや小物のセンスのよさで引き締しめている。

（私服は軽薄そのものだったが……）

　オンとオフの切り替かえがはっきりしているところを見る限り、自分の容姿を正しく認識しているのだろう。プライベートの逢坂は、見るからに遊び慣れているといった体ていだった。

　派手な容よう貌ぼうを武器にし、週末はああいった場所で相手を探しているに違いない。そして、あの夜はたまたま出で逢あってしまった柚弦が引っかかったというわけだ。

　あれからずっと憂鬱でたまらなかった柚弦と違い、逢坂は何ごともなかったかのような顔でぎりぎりに出社してきた。

「何の話だろうな。わざわざ会議室に呼び出すってことは、そこそこ内密な話ってことだろ」

「そ、そうだな」

　不意に話しかけられ、ドキリとする。短い相あい槌づちですら、上うわ擦ずりそうになってしまった。

「俺だけなら、素行の悪さを注意されるだけかもしんないけど、沖谷がいるってことはその可能性はなさそうだしな」

　逢坂のぼやきに引っかかりを覚え、胡う乱ろんな視線を向ける。

「……課長の耳に入るほど乱れた生活を送ってるのか、お前は」

「冗じよう談だんだよ、冗談。せいぜい、月に一度遅ち刻こくするくらいだって」

「遅刻なんかしているのか？」

「やー、マジで朝が弱くてさ。遅刻ってほどじゃないけど、いつも時間ぎりぎりになっちゃうんだよな」

「合がつ併ぺいしてからフレックスになっただろう？　どうやったら遅刻しそうになるのか、理解に苦しむ」

　会社合併後、営業職以外は十一時までの自由な時間に出社すればいいようになった。

　もちろん、柚弦は朝九時にはデスクに着くようにしているため、不ふ慮りよのできごとがあって遅おくれることがあっても、遅刻をしたことは一度もない。

　どんなに遅おそくに眠ったとしても、朝は常に決まった時間に目が覚める。重い足取りだったものの、今朝も九時半には出社していた。

「昔っから低血圧なんだよ。すげー音のでかい目覚まし鳴らしてるけど、どうしても二度寝ねしちまうんだよなぁ。けど、仕事はそのぶんバリバリやってるだろ」

　いつでも愛あい想そよく笑っているから、逢坂が朝に弱いなんて気づきもしなかった。人には得手不得手があるものだが、この事実は意外だった。

「どんなに仕事ができても、時間を守れないやつは社会人失格だ。常に五分前に動くことを考えておけば、慌あわてずにすむだろうが」

「まあ、そう云いうなって。仕事に支障をきたしてるわけじゃないんだからさ。デートに遅れても許してくれる心の広い恋こい人びとを探せば問題ない」

「相手に許してもらえるからと云って、遅刻していいということにはならないだろうが」

　そうやって相手に甘えようという根こん性じようが気に入らない。

　恋人は、その人にとって一番大事な人のはずだ。その人を待たせてもいいと思っている人間が、それ以外の人に対して気き遣づかいを行き届かせることができるとは思えない。

「沖谷には俺のプライベートまでは関係ないだろ。それとも、意識してくれてるとか？」

「バカなことを云うな！　お前のような男を意識するわけがないだろう!?　一いつ般ぱん論を告げただけだ」

　一般論───そのはずだ。逢坂の指し摘てきに動どう揺ようする必要など微み塵じんもない。そのはずなのに、何故か少し声が上擦ってしまった。

「そうやって、過か剰じように反応するあたりが怪あやしいな」

「なっ……お前がふざけたことを云うから───」

　きっと、これは条件反射だ。

　大学の頃ころ、望ましくないちょっかいをかけられ続けたため、逢坂の発言一つ一つに無条件で逆毛が立ってしまうのだろう。

（いい加減、俺も大人になるべきだな……）

　いつまでも、逢坂のお遊びにつき合ってはいられない。さらに反論したい気持ちを堪こらえ、唇くちびるをぐっと引き結ぶ。

「はいはい、わかってるよ。軽い冗談を云っただけだよ。そうやってすぐ頭に血が上るから俺に遊ばれるんだろ」

「お前が云うな！　まったく、お前というやつは……本当にろくでもない男だな」

　理り不ふ尽じんな責任転てん嫁かをされ、思わず目を吊つり上げた。キツい眼まな差ざしで睨ねめつけると、逢坂は軽く肩かたを竦すくめ、無責任な言葉を口にする。

「沖谷から見たら、誰だれだってろくでもなく見えるだろうよ」

「お前は特別だ」

　几き帳ちよう面めんで融ゆう通ずうの利きかない性格は自覚しているけれど、柚弦の堅かたさが異質のように云われるのは納なつ得とくがいかない。

「へえ、俺は特別なんだ」

「云っておくが、決していい意味ではないからな」

　ニヤニヤとしている逢坂に釘くぎを刺した。嫌みの言葉を勝手にいいように捉とらえられては困る。

「その他大勢の中の一人より、どんな意味でも特別になれたほうが嬉うれしいけどな、俺は」

　負け惜おしみではなく、本心から云っているような表情をしている逢坂に呆あきれてしまった。この男には何を云っても暖簾のれんに腕うで押しのようだ。

「変わったやつだな」

「よく云われる」

　決してめげることのない逢坂にため息をつき、話題を打ち切る意思を示すためにわざとらしく携帯電話を取り出した。

（……メール？）

　素そっ気ない用件のみの文面しか送らない柚弦の携帯電話には、仕事以外のメールはほとんど来ない。友人からのものも待ち合わせを決めるときなど、必要に迫られた最低限だけだ。

　届いていたメールを開いてみると、それは仁美からだった。きっと、週末の予定を云ってあったから、その結果が気になっているのだろう。

　案の定、その文面は『週末どうだった？　友達できた？』という無む邪じや気きな問いかけだった。いつもならありがたい仁美の気遣いも、今日ばかりは重く感じられる。

（友達なんか作れるわけがないだろう……）

　自分の性せい癖へきを確かく認にんする、という目的を果たすことはできた。けれど、あんな形で確かめたかったわけではない。

「…………」

　蘇よみがえってきた恥はずかしい記き憶おくに、柚弦は渋じゆう面めんを浮うかべる。

　思いがけず、抵てい抗こうなく抱だかれてしまったのは、やはり柚弦が仁美の指摘どおり『ゲイ』だったからだろう。

　そうでなければ、あんなにあられもなく感じてしまうわけがない。遊んでいるだけあって逢坂は上手うまかった。素す直なおに感じてしまったのは、そのせいも大いにあるだろう。

　これまで女性相手には何の興奮も覚えたことはなかったのに、逢坂の鍛きたえられた体を目まの当たりにしたときは噓うそみたいに動揺した。

　しかし、仁美に何があったかを伝えることなどできるはずもない。何と返信していいかわからず、柚弦は携けい帯たい電話を閉じてしまった。

　けれど、性癖を確認しにいったその夜に初体験を奪うばわれたとは、気心の知れた仁美だろうと絶対に知られたくはない。

「……それにしても、課長遅いな。場所間ま違ちがえてるってことはないよな？」

　逢坂の声にぎくりとする。何を考えていたのか見み透すかされるはずもないと自分に云い聞かせ、ポーカーフェイスを装った。

「それはない。十五時に第三会議室とたしかに書いてあった」

「じゃあ、ここに来る途と中ちゆう、どっかで捕つかまってるのかもな。あの人、話し始めると長いし」

「その可能性は大いにあるな。念のため、メールを入れて……」

　ふと視線を感じて顔を上げると、逢坂がじっと柚弦の顔を見ていた。

　逢坂に真ま面じ目めな顔で見つめられると、妙みように落ち着かない気分になる。俄にわかに鼓こ動どうが速まり、握にぎりしめた手の平が汗あせばんできた。

「な、何なんだ、気持ち悪いな」

　視線を合わせたら逸そらせなくなりそうな、そんな強い眼差しだった。苛いら立だちといたたまれなさが混じり合ったような何とも云いようのない感情が胸をいっぱいにする。

「いまさらかもしれないけど、体大だい丈じよう夫ぶか？　朝、具合悪そうにしてただろ」

「お、お前に心配されるほど柔やわではない！」

　不意の問いかけに、動揺が声こわ音ねに滲にじんでしまった。きっと、顔にも出てしまっているに違ちがいない。それを見られまいと、壁かべのほうへ顔を向ける。

「そうか？　なら、よかった。俺も途中から理性飛んだし、初心者相手に無理させたよなって反省してたんだよな。最後、気ィ失わせただろ？　気持ちよくて飛んだんならいいけど、負担がでかくて気絶したんなら休ませたほうがよかったかな、と」

「そっ……そういうことを明け透すけに口にするな！」

　反省していると云いながらも、口調はどこまでも軽い。しかも、できることなら思い出したくないことをわざとのようにはっきりと云われ、頭に血が上る。

「何だ、やっぱり意識はしてるんだ。何もなかったみたいな顔で無視されたから、沖谷にとっては大したことなかったのかと思ってたんだけど、ちょっとほっとした。あ、ケツが痛かったらいい薬教えるから」

「なっ……」

　どこまでデリカシーがないのだと怒ど鳴なりつけたかったけれど、ここは会社だと思い出し、ぐっと堪える。こんな男に怒いかりを覚えるほうが、時間と労力の無む駄だだ。

（本当にこいつは癇かんに障さわる男だな……）

　歯を食い縛しばり、憤いきどおりを堪えていたら、無造作に会議室のドアが開いた。慌てて表情を取り繕つくろって振ふり返る。入ってきたのは、自分たちを呼び出した課長だった。

「おお、もう来てたのか。こちらから呼び出しておいて、遅おそくなってすまないな」

「いえ───」

「二人で話してたんで、あっという間でしたよ」

　勝手なことを云う逢坂をキッと睨みつけた。しかし、柚弦の憤りなどものともせず、余よ裕ゆうたっぷりの笑えみが返ってくる。

「ところで課長、今日は何のお話ですか？　わざわざ会議室に呼ばれたということは、何か重要な案件でもあるんですか？　俺はともかく、沖谷が怒おこられるようなことはしないですよね」

「ははは、嫌いやな話をするわけじゃないから、肩の力を抜ぬきなさい」

　課長の機き嫌げんのよさから察するに、本当に悪い話をするつもりではないようだ。

　しかし、呼び出されたのが逢坂と二人だということが引っかかる。不安を感じながら、柚弦は課長の次の言葉を待った。

「うん、実はな、君たちに新しいプロジェクトを立ち上げてもらいたいんだ」

「プロジェクト、ですか……」

「ああ。実験的な試みとして、何組かの若手社員に新規出店の開発を一から立ち上げさせることが決まってな。……と云いっても、場所はすでに決まってる。そこで様々なコンセプトで一定期間運営して、好評だったものを新しいブランドとして立ち上げようというわけだ」

「なるほど、実際に運営してみて反応を見るわけですね」

　柚弦たちの会社はレストランや居酒屋、カフェなどをチェーン展開している。同業他社と合がつ併ぺいしたのも、伸のび悩なやんでいた業績を回復させるのが目的だった。

「今回の大きなテーマは、二十代から三十代までの働く若者向けの店だ。その年代の客をどう取り込むかは、私のような『おじさん』より、同世代の君たちのほうがよくわかるだろう？」

「そう…ですね……」

　力強く頷うなずけなかったのは、柚弦があまり同世代の流行はやりに詳くわしくないからだ。

　仕事に関かかわることにはアンテナを伸ばしてはいるけれど、若者の感覚がわかるかと云ったら、自信がない。

　これまで上司や先せん輩ぱいのアシスタントとして携たずさわってきたから、仕事のやり方はわかる。だが、自分がその中心を担になうということは、センスや力量が問われるわけだ。

「まあ、そういうことだから、君たち二人で協力してやってくれ」

　さらりと云われた言葉に、柚弦は目を剝むいた。いま確かに課長は『二人で』と云った。

「ちょっと待って下さい！　何でこいつ……いや、逢坂と一いつ緒しよにやらなくちゃいけないんですか!?」

　立場も弁わきまえずに大きな声を出してしまった柚弦に、課長はにこにこと告げる。

「一人より二人のほうができることも多いだろう？　それに、タイプの違う君たちならいい化学変化が起こるんじゃないか？」

　化学変化が起こるとしても、それがいい方向に行くとは限らない。それ以前に、まともな進行ができるかどうかも不安だ。

（冗じよう談だんじゃない）

　職場で顔を合わせているだけでも苦痛なのに、共に同じ仕事に関わるなんて無理だ。

　自分たちが犬けん猿えんの仲だということは、課長も知っているはずだ。同どう僚りようになってまだ半年だが、その間に何度ぶつかったかわからない。

　仕事に私情を挟はさむのは社会人として褒ほめられたことではないけれど、どうしても耐たえ難がたいこともある。

「申し訳ありません、課長……少し考え直してはいただけませんか？　そのプロジェクトにはぜひ参加させていただきたいですが、私たちでは意見が対立することも多いですし───」

「何だよ、沖谷。俺と一緒だと上手くやる自信がないってことか？」

「そういうわけじゃない」

　揚あげ足を取るような問いかけに、眉まゆ根ねを寄せる。不ふ愉ゆ快かいさを露あらわにする柚弦に、逢坂は尚なおも畳たたみかけるように云ってくる。

「まあ、自信がないならしょうがないよな。どうしても嫌だって云うんなら辞退してくれてかまわないけど」

「誰だれもそんなことは云っていないだろう！」

　思わず語気が強くなった柚弦に、逢坂はニヤリと笑った。

「だったら、何の問題もないよな。俺と二人でも」

「……！」

　逢坂の思わせぶりな笑みに、挑ちよう発はつされ答えを誘ゆう導どうされたことに気づいたけれど、すでに言葉を発したあとではもう遅かった。

「そういうことなんで、課長。自分たち二人で進めることに問題はありません」

「話がまとまったようでよかったよ。まあ、慣れないことも多いかもしれないが、二人で力を合わせてやってくれ」

「あ、あの、課長……」

「実は俺、店てん舗ぽ開発に携わるのが夢だったんで、今回の話は本当に嬉うれしいです」

「逢坂は元々はバイヤーだったな、そういえば」

「ええ。合併を機会に企き画かく部に部署異動願を出しました。まだまだ勉強不足ですが、沖谷に教わりながらがんばります」

「ははは、その意気その意気。そういう勢いが欲しいんだよ。もちろんサポートはつけるから、まずは二人で話し合ってみてくれ。詳しい話は追って伝えるよ。いや、引き受けてもらえて助かったよ」

　二人は談だん笑しようしながら、勝手に話を進めてしまう。もうすでに引っ込みがつかなくなっていた柚弦には口を挟むこともできなかった。










「疲つかれた……」

　普ふ段だんはブラックで飲むコーヒーにミルクと砂糖をたっぷりと入れ、温ぬるくなったそれを啜すする。疲れ果てているところを同僚に見られたくなかったため、休きゆう憩けい時間に会社を抜け出し、いつも空いている昔ながらの喫きつ茶さ店てんに足を運んだ。

　カフェインと糖分で疲ひ労ろうをごまかそうとしたのだが、結果的に胃痛が酷ひどくなっただけかもしれない。この痛みはどう考えても、神経性だ。三食ともに外食を取っていることも胃に負担をかけているとは思うけれど、それ以上に逢坂の存在が柚弦にストレスを与あたえている。

　結局、プロジェクトは逢坂とともに進めることになってしまった。とりあえずはそれぞれの意見をまとめ、明日話し合うことになった。

　プロジェクトに関われること自体は嬉しいし、そのメンバーに選ばれたことも光栄だ。ペアを組むのが逢坂でなければ、どんなによかったか。

　仕事だから、仕方がない。頭ではわかっていても、感情で納なつ得とくがいくところにはまだ至れていなかった。

　自分たちは、性格も好みも正反対だ。課長の考えとしては、お互たがいの足りないところを補い合えば、もっといい仕事ができるはずだといったところだろう。

　確かにアイデアに関しては、意外なものが出てくるかもしれない。しかし、細かい詰つめの作業で嚙かみ合うかどうかが不安だった。

（こうなったら一人で二人ぶんの作業をするつもりで取りかかるしかないかもな）

　いまのところやる気はあるようだが、逢坂が作業の期日を守るかどうかわからないし、初めから期待せず、寛かん容ような気持ちで接していれば、苛いら立だちも少なくてすむだろう。

　いつまでもくよくよしていても、何も始まらない。せっかくのキャリアアップのチャンスなのだから、私情でふいにしてしまったら勿もつ体たいない。

「───これは仕事だ」

　柚弦は自らに呪じゆ文もんのように云い聞かせ、残りのコーヒーを一息に飲み干した。
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　複雑な気持ちはあったけれど、逢坂との仕事は意外にやりやすかった。全すべてを説明しなくても、一云えばすぐに話が通じるため、いつも以上に進行がスムーズなのだ。

　その上、頭の回転が速く柚弦では考えないようなアイデアが出てくる。

　癇かんに障さわる性格をしてはいるけれど、逢坂が仕事ができることは認めざるを得なかった。

　悔くやしいのは、課長が云っていたようにお互いの違ちがいが刺し激げきになり、いい方向に働いているということだ。

　ただやはり、逢坂の物云いはムカつく。いちいち怒おこらせるような云い方をして、柚弦が不ふ機き嫌げんになるのを見て楽しんでいるのが見て取れる。

　ムカつくけれど、逢坂がいるだけで場が華はなやぎ、雰ふん囲い気きが明るくなる。軽口を叩たたくのは周囲への気き遣づかい故ゆえだとすぐに気づいた。

　だからといって、自分をすぐ引き合いに出してからかってくるのには迷めい惑わくしている。

　予想どおりの堅かた苦くるしい反応をしてしまうことが逢坂や他ほかの人を喜ばせてしまうのだとわかってはいるけれど、軽く受け流せないのは元々の性格のせいだ。

　すぐにはどうすることもできない。柚弦が一人我が慢まんをしていれば丸く収まってしまうため、忍にん耐たいの日々でもあった。

「おい、沖谷。いま、いいか？」

「見てわかるだろう。忙いそがしい」

　逢坂はこれまで以上に、気安く声をかけてくるようになった。同じプロジェクトのメンバーなのだから、当然だと云いわれるかもしれないが、その話の内容は仕事のことだけではない。

　前日の夜に見たテレビ番組の内容や、近所の家で飼われている犬が産んだ子犬のことなど、ただの世間話がほとんどだ。

　そのたびに作業の手を止めなければならなくなり、柚弦のペースは崩くずされっぱなしだ。

「三分ですむよ」

「……わかった。用件は何だ？」

　頑かたくなな態度を取り続けるのも大人げないと思い、ＰＣをスリープさせて逢坂のほうを振ふり向いた。

「今夜は空いてるか？　ていうか、空けておけ」

「何なんだ、いきなり。今夜は残業の予定だ。空いていない」

　就業中に仕事のあとの話をしてくる非常識さに眉根を寄せる。残って仕事をするつもりだと話す柚弦に、逢坂は呆あきれた眼まな差ざしを向けてきた。

「金曜の夜に残業するバカがいるか。今日はみんなで飲みに行くぞ」

「けっこうだ。俺のことは放っておいてくれ。そんな話をするために、俺の邪じや魔まをしたのか？　さっさと自分のデスクに戻もどれ」

　そう云い捨て、くるりと椅い子すを回してＰＣに向き直る。すると、逢坂は空いていた隣となりの席に勝手に腰こしを下ろし、柚弦の顔を覗のぞき込むようにして食い下がってきた。

「おいおい、チームリーダーのお前が来ないでどうする。それじゃ、チームの親しん睦ぼく会にならないだろ」

「親睦会？」

　意外な単語に、顔を上げる。

「そうそう。これから一いつ緒しよに仕事するんだから、お互いをもっとよく知っておいたほうがいいだろう？」

「……それはそうだな」

　逡しゆん巡じゆんしたあと、柚弦は素す直なおに頷うなずいた。逢坂の言葉は尤もつともだ。メンバーのうち、一人は以前から共に仕事をしていた仲間だが、他の二人は合がつ併ぺいした会社から来た社員だ。

　この半年、同どう僚りようとして顔を合わせてはいるけれど、それぞれの性格や得手不得手などはよくわからない。飲みに行ったからといって全てがわかるわけではないけれど、お互いに歩み寄る姿勢が必要だ。

　それに自分たちが手がけるのは飲食店だ。食事を通して親交を深めれば、よりよいアイデアも浮うかんでくるかもしれない。

　プロジェクトには自分たちの裁量でサポートを頼たのんでもいいとのことだったので、同僚や後こう輩はいに声をかけた。それぞれ、仕事がしやすい相手を指名し、課長の承しよう諾だくを取って自分たちを含ふくめて五人で正式なチームとなった。

　チームリーダーは、柚弦が担になうことになった。リーダーという柄がらではないが、個性的なメンバーをまとめる役が必要だと皆みなに強く推おされたため引き受けることにした。

「だろ？　店はもう予約しておいたから。直前だったから個室は取れなかったんだけど、ほどほどの値段で美味うまいもの食わせてくれるとこだから、普ふ通つうに飯食いに行くと思えよ。場所と時間はあとでメールする」

「わかった。間に合うように調整する」

「よろしくな」

　逢坂は立ち上がり、柚弦の肩かたをぽんと叩いて自分の席のほうへと踵きびすを返す。一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいを振り払はらい、柚弦はその背中に声をかけた。

「逢坂」

「ん？」

「……ありがとう。俺はこういったことには気が回らないから助かる」

　言葉を選び、礼を告げた。逢坂が気に食わないやつなのはたしかだけれど、それは柚弦の個人的な感情にすぎない。

　柚弦の言動に最初は驚おどろいた顔をしていたけれど、逢坂はすぐに子供のように破顔した。　>>>♥

「どーいたしまして」

　その笑え顔がおには、少しだけ親しみを覚えることができた。










「ごちそうさま」

　居酒屋のレジで会計をすませ、受け取ったレシートを財さい布ふの中にしまいながら礼を云う。

「ありがとうございました！」

　元気のいいかけ声に見送られて外に出ると、チームの面々が揃そろって柚弦を待っていてくれた。

「沖谷さん、逢坂さん、今日はごちそうさまでした！」

「ごちそうさまです！」

「でも、よかったんですか？　かなり頼んじゃったから、けっこうな金額になってると思うんですけど……」

　メンバーである後輩たちが口々に礼を云ってくる。申し訳なさそうな顔をしている子もいたため、気遣わせないよう声をかけた。

「気にするな。これくらい当然だ」

　今日の会計は柚弦と逢坂の二人で持つことにした。

　まだ社内では若じやく輩はい者の部類だが、チームの中では年長者だ。プロジェクトへのモチベーションを上げてもらうためにも、今回は自分たちが振る舞まうことにしたのだ。

　今日は有意義な時間を過ごせたと思う。一つ後こう悔かいがあるとするなら、酒席の雰囲気に流され、自分の酒量の限界以上に飲んでしまったことだ。

「そうそう、気にしなくていいって。お前たちのことは、これから扱こき使う予定だから。飲み食いしたぶん、しっかり働いてくれよ」

　恐きよう縮しゆくしている後輩に、逢坂が軽口を叩く。すると、申し訳なげな顔をしていた一人も、やっと口元を綻ほころばせてくれた。

「バリバリ働くつもりではいますけど、お手て柔やわらかにお願いしますよ」

「それは働きぶりによるな。ま、そのうちまたみんなで飯食いに行こうぜ。次は割り勘かんにしてもらうけどな」

「はい！　ぜひ！」

　あまり親しくなかったメンバー同士も、ずいぶんと打ち解けたようだ。

　最初のうちは何を話していいのかわからなかったのだが、逢坂が盛り上げてくれたため、重苦しい空気にならずにすんだ。

　柚弦だけだったら、会話が続かず白けた空気になってしまっていたかもしれない。

　期待したようなアイデアを出し合う議論は起こらなかったけれど、それぞれが興味を持っている分野を知ることができたのは収しゆう穫かくだ。

（わだかまりがあるのは、むしろ俺のほうだな……）

　逢坂に対しての苦手意識がどうしても拭ぬぐえない。些さ細さいな言動すらいちいち気になるし、下手へたをするとすぐにあの夜のことを思い出してしまう。

　昔から逢坂がやけに柚弦を構ってくるのは、ただ弄いじり甲が斐いがあるキャラクターだからだろう。つまり、体ていよく遊ばれているというわけだ。

　自分ではどこがおかしいのかわからないのだが、周りからは変わった性格をしているとよく云われてきた。

　たしかにある程度の年ねん齢れいになるまで『空気を読む』ということができなかったが、いまは過去の経験も踏ふまえ、場の雰ふん囲い気きを壊こわさないよう心がけている。

　と云っても、人の意見に流されるようになったわけではない。

　間ま違ちがっていると思ったことがあれば、それははっきりと指し摘てきするし、わからないことがあれば積極的に教えを乞こうようにしている。

　もしかしたら、そういった部分が人とは違ちがうと思われてしまうのかもしれない。

「今日は沖谷さんと飲めてよかったです。こんなに話しやすい人だったなんて知りませんでしたよ。僕、実はちょっと近寄りがたいと思ってたんですよね」

「私、沖谷さんとはずっと同じ部署にいますけど、こんなに笑ってるところを見るのって初めてかも」

「それは会社では笑うようなことはあまりないからじゃないのか？　でも、俺もみんなと話ができて嬉うれしかった」

　素直な言葉を口にすると、周りが一瞬にして沈ちん黙もくした。

「……何かおかしなことを云いっただろうか」

「いえっ、そういうわけじゃないんですけど！　何ていうか、その……っ」

　黙だまった理由をはっきりとは云おうとしない彼らの代わりに、逢坂が告げる。

「お前の笑顔が可愛かわいくて、思わず見み蕩とれちゃったんだよ。それにしても沖谷、こいつらにはデレるのが早くないか？　俺には冷たいままだっつーのに」

　本当か噓うそかわからないことを云いながら、逢坂は無造作に柚弦の肩を抱だいてきた。触ふれた部分が熱くて、呼吸する気配をすぐ近くに感じる。

　不可解な動どう悸きが始まり、急に落ち着かない気分になった。動どう揺ようを見せないよう、柚弦は渋じゆう面めんを浮かべる。

「馴なれ馴れしく触さわるな。お前に優やさしくする必要がどこにある」

　肩に乗った手をぺしりと叩たたいて落とすと、笑いが起こった。

「沖谷さんと逢坂さんって、何だかいいコンビですよね。前は仲が悪いのかなあって思ってたけど、ケンカするほど仲がいいってことだったんですね」

「仲がいいわけじゃない」

　柚弦がさらに苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になると、笑いはさらに大きくなった。いまは何を云ってもやぶ蛇へびだと諦あきらめ、口を噤つぐむことにした。

「───そういえば、あの子たちはどうした？」

「ああ、木き村むらさんたちですか？　さっき、トイレに行くって云ってましたけど……」

　木村というのは、他部署の女子社員だ。柚弦たちが店に来たときに、偶ぐう然ぜん入り口のところで会ったのだ。

　その時間は店がかなり混こんでおり、予約席に二席追加する形ならすぐに入れると云われたため、成り行き上彼女たちも共に飲むことになった。

　チームの親しん睦ぼく会に部外者がいるのはやりにくい部分もあったけれど、あの状じよう況きようでは追い返すわけにもいかなかったのだ。

「誰だれか様子見てきたほうがいいんじゃないか？　かなり酔よってるみたいだったし、トイレで具合悪くなってるかもしれない」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。一人じゃないし、あんまり大勢でトイレにいてもお店の迷めい惑わくになるでしょうから」

「それはそうだな。しかし、大丈夫だろうか……」

　とくに木村はかなり速いピッチでグラスを空け、ワインはボトルで頼たのんでいた。しかも、自分で飲むだけでなく、柚弦や逢坂にもずいぶん強ごう引いんに勧すすめてきた。

　柚弦が飲みすぎてしまった一因は彼女にもある。自分のペースで飲みたかったけれど、断ってせっかく和なごやかになった席を壊したくなかったのだ。

「沖谷さんってホント優しいんですね。お酒に弱いなら、あんな飲み方をしなきゃいいのにって思っちゃいますよ」

「年長者として責任があるだけだ」

　彼女の云うことは尤もつともだ。成人したばかりで加減がわからないというならともかく、社会人になって数年経たつのだから、自分の限界量を把は握あくしておくべきだ。

「うーん、私、前にちょっとだけ同じ部署だったことがあるんですけど、木村さんって普ふ段だんはあんなふうに酔ったりしない人でしたよ？」

「まあ、今日はとくに体調が悪かったのかもしれないな。君たちは大丈夫か？」

　木村への不満が高まりそうになったところに、逢坂がのんびりと口を挟はさんできた。彼の一言で澱よどみかけた空気が変わる。

「私たちは全然平気です！　まだまだ飲めそうなくらいです」

「マジかよ。給料日前だからな、これ以上は勘かん弁べんしてくれ」

　さすがに二軒けん目、三軒げん目まで奢おごれるほど懐ふところに余よ裕ゆうはない。一いつ瞬しゆん、ぎくりとした柚弦と同じようなことを考えたのか、逢坂は苦く笑しようしながら降参のポーズを取った。

「わかってますよ～。あ、そうだ。今度はランチミーティングしませんか？　敵情視察じゃないですけど、すごくいいカフェレストランがあるんですよ。野菜が多くて栄養バランスのいいメニューが揃そろってるんです。社会人向けのお店なら健康にも気き遣づかったほうがいいですよね」

「いいね。そういうのも刺し激げきになりそうだ。企き画かく提出までそんなに時間はないけど、勉強も兼かねてあちこち行ってみようぜ」

「はい、ぜひ！　あ、木村さんたち出てきましたよ」

　雑談をしていたら、ようやく木村たちが店から出てきた。木村は足あし下もとが覚おぼ束つかない様子で、同どう僚りようの女の子に支えられている。どうやら、一人ではまっすぐ歩けないようだ。

「ごめんなさい、お待たせしました！　すみません、この子がすっかり酔っ払ぱらっちゃって…」

「大丈夫なのか？」

　見るからに酔っ払いだが、顔色が青ざめているようではないのでほっとした。

　ただ単に酔い潰れているだけのようだ。急性アルコール中毒になっていたわけでなくて本当によかった。

「大丈夫です～、ちょっと飲みすぎちゃっただけなんで……」

　本人の弁とはうらはらに、口調も呂ろ律れつが回っていない。この様子では、一人で家に帰るのは難しそうだ。放っておいたら、帰り道のどこかで眠ねむり込んでしまいかねない。

「きょうはもう終わりなんですかぁ？　私、沖谷さんともっとお話したかったな……」

「君はこれ以上飲まないほうがいい」

「え～なんでですか～？」

「見るからに酒量の限界を超こえているだろう。飲みすぎは体に悪い」

　柚弦は積極的に飲み会に参加するほうではないため、酔っ払いの相手は慣れていない。木村は酔うと絡からむタイプのようで、さっきもあれこれと根ね掘ほり葉は掘ほり色んなことを訊きいてきた。

　逢坂や他ほかのメンバーが助け船を出してくれなかったら、不ふ機き嫌げんな態度を取ってしまっていたかもしれない。

「じゃあ、お茶でもいいです。このまま帰るなんて淋さびしいです……」

「おい、しっかりしてくれ」

　木村は意識が朦もう朧ろうとしているのか、柚弦に体を預けてきた。ずっしりとした重さに、思わずたたらを踏む。一人で支えるのは難しく、もう一人に手伝ってもらった。

「木村さん、立ってられないならあそこに座って休んだほうがいいですよ」

「大丈夫、大丈夫」

　周囲の気遣う声をまともに聞き入れず、何故なぜかこちらに体を寄せてくる。困り果てている柚弦をよそに、逢坂はいきなりこの場を離はなれると云い出した。

「ごめん、俺そこのコンビニ行ってくるからちょっと待ってて」

「おい、いまじゃなくてもいいだろう」

「すぐ戻もどるって」

　逢坂は柚弦の背中をぽんと叩き、呼び止める間もなくコンビニエンスストアに走っていく。

「ちょっ、逢坂！　まったく……」

　人が困っているのに手を貸そうともしないなんて、と恨うらみがましく思いながら柚弦がため息を吐ついていると、木村の同僚の子がおずおずと申し訳なさそうに訊いてきた。

「あの、誰か家が同じ方向の人いませんか？　一人で帰すのも心配なんですけど、私の家、この子とは反対方向で……」

「すみません、私も逆方向です」

「俺も、そっちじゃないですね」

　メンバーそれぞれの住所を聞くと、皆みなバラバラの方向へと帰るようだった。

「比ひ較かく的てき近いのは俺か……」

　こんなに正体をなくしてしまっている女の子を電車で連れ帰るのは難しい。そう考えると、タクシーで送り届けるしかなさそうだった。

　終電が残っている時間にタクシーを使って帰るのは懐に痛いけれど、男として放置することはできない。

「……俺が引き受けよう」

「ホントですか!?　じゃあ、沖谷さんお願いします！　住所をいま教えますね！　携けい帯たいで送りますからメールアドレス教えてもらえますか？」

「いや、記き憶おくするから読み上げてくれるだけでかまわないよ」

　そう云いうと、何故か彼女は微かすかに表情を曇くもらせた。手間を減らしたほうがいいと思ったのだが、柚弦の言葉に不安を覚えたのかもしれない。しかし、記憶力には自信がある。

「とりあえず、タクシーを捕つかまえないとな」

　金曜の夜だが、この時間ならまだ空車のタクシーが走っているだろう。

　タクシーを拾える大通りまで、皆で支えながら何とか連れていったのだが、客を乗せたタクシーばかりが走り去っていく。そこへ逢坂が小走りに駆かけ寄ってきた。

「おいおい、幹事を置いていくなよな！」

「すまない、忘れていた」

　目の前の問題にばかり気を取られていたため、一人足りていないことをすっかり忘れ去っていた。

「酷ひどいなー。まあ、いいけど。何、タクシーで帰るの？　まだ終電あるのに太っ腹だな」

「仕方ないだろう、彼女を送っていかなくてはならないんだから」

「あー、なるほどね。じゃあ、俺も乗ってくわ。方向大体一いつ緒しよだし、相乗りのほうがタクシー代かからなくてすむだろ？」

「そのほうが助かるが、どうして彼女の家を知ってるんだ？」

「家までは知らないけど、朝、同じ電車に乗ってくるのを何度か見かけたことあるから近いんだろうなって」

　逢坂の申し出は正直ありがたかった。

　いまは苦手意識がどうこうとは云っていられない。男手が二人いたほうが、彼女の意識がはっきりしなかったときに運んでいけるから助かる。

「それなら、頼む」

「もしかして、寝ねちゃってるのか？　なら、助手席のほうがいいだろうな。あと、色々買ってきた。目が覚めてから薬飲ませてやればいいだろ」

　逢坂はミネラルウォーターやウコン入りの栄養ドリンクが入ったビニール袋ぶくろを目の前に掲かかげる。どうやら、木村のためにあれこれ買ってきたらしい。

「俺たちのぶんもあるぞ」

「ずいぶん手慣れてるんだな」

「まぁな。飲み会だと一人は羽目を外して飲みすぎるやつとか出てくるからな。沖谷って家どこ？」

「……お前には教えたくない」

　もし自宅マンションの前に停とめたら、一緒に降りてきて部屋にまで押しかけられそうな気がする。

「何だそれ。まあ、別にいいけど。じゃあ、この子を送っていったあと、俺んちに行ってもらえばいいだろ。それならお前の家はわかんないし」

「あ、ああ」

「お、来た来た。すみません、助手席に乗せていいですか？　吐くほどではないと思うんで」

　逢坂は手を挙げて停めたタクシーの助手席に木村を乗せ、自分はさっさと後部座席に乗り込んでしまう。

「ほら、乗らないのか？」

「いま乗るよ。それじゃあ、今日は先に失礼する。みんな、気をつけて帰るようにな」

　残りのメンバーに声をかけ、柚弦もタクシーに乗り込んだ。

「はい、お疲つかれさまでした！　沖谷さんたちも気をつけて」

　逢坂は柚弦に被かぶるように体を乗り出して、笑え顔がおを振ふりまく。

「みんな、今日はお疲れ。月曜から扱こき使ってやるから、週末はしっかり休めよ」

「わかってますよ！　今日は本当にごちそうさまでした」

　何度も礼を云って見送ってくれる後こう輩はいたちに二人で笑い返しながら軽く手を挙げ、タクシーを出発させた。










「ここで大だい丈じよう夫ぶだよね？」

「あ…はい、ありがとうございました」

　木村は冴さえない表情ではあったけれど、しっかりとした足取りだったのでタクシーの中から見送った。

「すみません、国道に戻ってもらえますか？」

「わかりました」

　タクシーは再び走り出し、今度は逢坂の自宅を目指して走り出した。さっき聞いて初めて知ったのだが、お互たがいの住まいは意外と近かった。

　朝、顔を合わせることがなかったのは、通勤に使う路線が違ちがうためのようだ。

（……まあ、朝っぱらから逢坂の顔なんて見たくもないけどな）

　しかし、こうして二人同じタクシーで帰る日が来るなんて思いもしなかった。木村がいなくなったことで、何となく車内の雰ふん囲い気きが変わった気がする。

　今日の運転手は無口で、必要以上のことは話しかけてこない。続く沈ちん黙もくが空気を濃のう密みつにしていくようで、焦あせるような気持ちで口を開いた。

「彼女、気分がよくなったみたいでよかったな」

　最初のうちは眠ねむり込んでいた木村も、家の近くまで来たところで目を覚ました。一ひと眠ねむりしたためか酔よいも覚め、口調もはっきりしていてほっとした。

「お前、それ本気で云ってるのか？」

「は？」

　呆あきれの混じった声こわ音ねで云われ、怪け訝げんな目で逢坂を見る。

「気をつけろよな。あの子、あからさまにお前狙ねらいだったろ。俺がいなかったら、部屋に連れ込まれるところだったんだぞ」

「何を云ってるんだ。あんなに酔っ払ぱらってて、そんなことを考えられるわけがないだろう」

　逢坂の言葉は、俄にわかには信じられなかった。タクシーに乗る前は自力で立っていられないほど正体をなくしていたのだ。

「バーカ、あれは演技だよ。普ふ段だんはものすごい酒しゆ豪ごうでワイン何本空けたってケロっとしてるような子だって聞いたぞ。もう一人の子と共きよう謀ぼうして、お前に送らせるように仕組んだんだろうよ」

「そんな、まさか……」

「店に来たのも偶ぐう然ぜんじゃなくて、ウチのチームが親しん睦ぼく会やるの聞きつけて、わざと来たに決まってるだろ」

「そんな証しよう拠こがどこにある」

　もしかしたら、本当に木村が下心を持って近寄ってきたのかもしれないが、それを証明する術すべはない。全すべて、逢坂の想像だ。

「証拠はないけど、確信はある。何てったって、この間までは俺に云い寄ってきてたんだからな」

「───え？」

　衝しよう撃げきの事実を知らされ、絶句してしまった。

「脈がないってわかったら、すぐに寄ってもこなくなったけど」

「だ…だからって、どうして俺なんだ？　お前のことが好きだったら、俺のような男は好みではないだろうに」

　ゲイの逢坂にはどんなに云い寄ったところで、振り向いてもらえないのは当然だ。

　しかし、逢坂と柚弦ではまったくタイプが違う。代わりにするにしても、好みというものがあるのではないだろうか。

「つまり、ターゲットを俺から沖谷に変えたんだよ。百歩譲ゆずって本当に好きだと思ってるんなら、あんなに変わり身が早いわけがないだろう？　噂うわさ話ばなしに詳くわしい女子に聞いたら、そろそろ寿ことぶき退職したいから婚こん活かつ中だって云ってたみたいだし、将来有望な社員に唾つばつけてるってところじゃないか？」

「…………」

　生々しい裏話に、何の言葉も出てこなくなる。

　女性に対して夢を見ているつもりはなかったけれど、そんなふうに身近な人間に自分を品定めされていたことが軽くショックだった。

　呆ぼう然ぜんとしている柚弦に、逢坂は呆れ顔で訊きいてくる。

「つーか、沖谷だって昔からモテてただろ。自分に気があるかどうかくらい、薄うす々うす感づかないか？」

「お前はわかるのか？」

　むしろ、逆に訊きたい。何度も誘さそいをかけられたり、贈おくりものをされたりすれば何となく察することもできるけれど、いわゆる秋波の気配というものを察することはできない。

「わかるよ。そういう目でこっち見てるなとか、よく話しかけてくるなとかさ。気があるやつって、他ほかのやつに話すときより声のトーンが上がってたりするだろ？」

「そういうもの……なのか……」

　自分の周囲の人間に、逢坂の挙げたような言動の変化がなかったかどうか思い起こしてみたけれど、何も思い当たらなかった。

　困こん惑わくしきった表情の柚弦に、逢坂は呆れを通り越こして驚おどろきを隠かくせない様子だ。

「マジで気づかねーのかよ！　お前、告白されたことくらいあるだろう。そんときはどうしてたんだ？」

「丁てい重ちように断らせてもらった。曖あい昧まいな態度を取るほうが失礼に当たるだろう？」

　友達でもいいと云いわれたこともあったけれど、女性が苦手な自分が告白をしてきた女性と自然な友人関係を築けるとは思えず、心苦しくあったけれど断りを入れた。

　そんな柚弦の答えに、逢坂は深々とため息を吐ついた。

「お前は得だよな。きっぱり断っても悪評立たなさそうだし」

「そんなものが立つものなのか？」

「女はこえーぞ。上手うまく断らないと、女子全員を敵に回すこともあるくらいだからな」

「そういうものなのか……」

　女友達の多い逢坂が云っていると思うと、重みのある言葉だ。

「ちょっと顔がいいから調子に乗ってるとか、酷ひどいこと云って泣かせたとかならまだいいほうだな。恋こい人びとだって騙かたられて修しゆ羅ら場ばになったり、手も握にぎってねーのに遊んでポイ捨てされたって噓うそ流されたこともある」

「噂うわさが真実でないなら、訂てい正せいすればいいだろう」

「簡単に云うなよ。そんなことしたら、火に油を注ぐだけだろうが」

　釈しやく然ぜんとしないが、実際に修羅場を潜くぐり抜ぬけてきた本人が云うのだから、そういうものなのだろう。本当に女心というものは難しい。

「ま、紆う余よ曲きよく折せつあって、いまの俺がいるわけだ───あ、そこのポストの先で停めて下さい」

「わかりました」

　逢坂は柚弦との会話を切り上げ、運転手に指示をする。タクシーはゆっくりと減速し、歩道の横に停車した。

「悪い、沖谷。一いつ旦たん降りてくれるか？」

　逢坂が降りるには、左側に座っている柚弦が先に一度降りなければならない。

「先に降りるんなら、こちら側に座っていればよかっただろう」

「そこまで考えてなかったんだよ」

　やむなく車の外に出て、逢坂が降りてくるのを待つ。何気なく車内に目をやると、逢坂が札を運転手に差し出し、釣つりを受け取っていた。

「ありがとうございました」

「どうもー」

　逢坂は料金を精算し、タクシーを見送ってしまった。夜道に残された柚弦は、いまが深夜なのも忘れて逢坂に詰つめ寄った。

「おい、何してるんだ！　俺はまだ乗っていくんだぞ!?」

「いいじゃん、さっきの店じゃ気ィばっか遣つかってたから飲んだ気がしないんだよな。ウチで飲み直そうぜ」

「まさか、お前……初めからそのつもりで……」

　普段は細かいところまで気配りの行き届く逢坂が、タクシーを降りる順番を考えていないはずがない。柚弦を一いつ緒しよに降ろすつもりで奥に座ったに違ちがいない。

「バレたか。でも、いいじゃん。親睦会の続きしよーぜ」

「嫌いやだ。俺は帰る」

　これ以上、逢坂と二人きりでいたら危ない。そんなアラームが頭のどこかで鳴っている。

「どうやって帰るんだよ」

「歩けない距きよ離りではない」

　ここに来るまでの間、見覚えのある建物をいくつか目にした。それを目印にして歩けば、三十分ほどで家に帰り着くことができるだろう。

　そう判断し、柚弦は踵きびすを返して、タクシーで来た道を戻ろうとした。運がよければタクシーを拾うこともできるはずだ。

「待て待て！」

「まだ何か？」

「こんな時間に一人で夜道を歩いて帰るなんて危ないだろう。俺が貞てい操そうの危機から助けてやったのに、帰りに痴ち漢かんに襲おそわれたりしたらどうするんだ」

　逢坂は真顔で、歩いて帰ろうとした柚弦の手を摑つかんで引き止めてくる。

「女の子じゃないから平気だ。大体、危機だったかどうかはわからないじゃないか」

　木村が何かを企たくらんでいたとして、柚弦が部屋に連れ込まれていたかどうかはいまとなっては定さだかではないことだ。逢坂に恩着せがましく云われる謂いわれはない。

「いいや、お前一人なら確実に連れ込まれてたね。そのまま酔よい潰つぶされて既き成せい事じ実じつを作られて、週明けには結けつ婚こんを前提につき合ってるってことにされてるに決まってる。責任感の強いお前には逃にげるって選せん択たく肢しはないだろうしな」

「そ…そういうものなのか……？」

　逢坂の語る詳しよう細さいなシミュレーションに、背筋がひやりとする。たしかに記き憶おくが曖昧な状態で責められたら、男としては責任を取るしかない。

「世の中、そんな女の子ばっかじゃないけどさ、喫きつ煙えん者のくせに煙草たばこ苦手だって噓うそ吐ついて、無む理り矢や理りお前の隣となりを陣じん取どるくらいなんだから、そのくらいは強したたかだろうよ」

「何で喫煙者だってわかるんだ」

「バッグの中にライターが入ってるのが見えた。猫ねこ被かぶるんなら、もっとしっかり被りゃいいのにな」

「…………」

　逢坂の観察眼の鋭するどさには舌を巻く。女友達が多い故ゆえだろうか。いまの仕事をやめて探たん偵ていにでもなれそうだ。

（いや、むしろホストか？）

　この口の上手さやフェミニストぶりを活いかせば、あっという間にナンバーワンの座を射止めることができるだろう。

「ってことで、俺の家で飲み直しな」

　懲こりずに柚弦の肩かたに腕うでを回してくる逢坂の手を叩たたき落とし、冷ややかな目を向ける。しばらく睨にらみつけていたけれど、結局は根負けした。

「……一杯ぱいだけだからな」

　深夜に外で押し問答をしているのも非建設的だと思い、やむなく折れることにした。










「おじゃまします」

「どうぞごゆっくり。あ、上着寄よ越こせよ。かけといてやるから」

「あ、ああ、悪いな」

　ジャケットを脱ぬぎ、逢坂に手て渡わたしながら室内を見み渡わたした。

（何で俺はこんなに緊きん張ちようしてるんだ）

　普ふ通つうにしていればいいだけなのに、何故なぜか手の平はじっとりと汗あせばんでいる。

　招き入れられた逢坂の部屋は、コンパクトな１ＬＤＫだった。ドアが閉まっている部屋が寝しん室しつなのだろう。リビングには大きな本ほん棚だながあり、そこに入りきらない本が床ゆかに積み上がっていたけれど、雑然としているのはその一角だけだ。

　逢坂は放置されていた新聞や雑誌を拾い上げ、その代わりに隅すみのほうへと追いやられていたクッションをテレビの前に敷しかれたラグの上に置いた。

「好きなとこ座ってろよ。座ざ布ぶ団とんとかないから、これ使って」

「……意外に綺き麗れいにしてるんだな」

「意外って何だよ。自じ炊すいもしてるし、掃そう除じも洗せん濯たくも得意だぞ」

「基本的にマメそうだしな。それも当然か」

　柚弦の知る限り、社内の女子社員の誰だれよりもマメな性格をしていると思う。大おお雑ざつ把ぱに見えて、細かいフォローは欠かさないし、想像していた以上に仕事ぶりは丁てい寧ねいだ。

　自己申告どおり、本当に朝は弱いようだが、柚弦との仕事で締しめきりに遅おくれたことはいまのところはない。

「そういうお前はどうなんだよ」

「……掃除と洗濯はきちんとしている」

　言葉を濁にごしたのに、逢坂は柚弦がはっきりと云わなかったことを見み抜ぬいてきた。

「へえ、料理は苦手なんだ。それこそ、意外だな」

「外で食べることは仕事の一いつ環かんだ」

　そもそも外食産業に興味を持つようになったのは、大学に進み、一人暮らしを始めた頃ころだ。

　一人で暮らし始めた当初、自炊もきちんとこなすつもりでいたのだが、思ったように上手うまくはいかず、結局は外食に頼たよることになったのだ。

　自宅では母親が全すべての食事を作ってくれていて、柚弦がキッチンに立つのは皿洗いのときくらいのものだった。

　毎日のように、外で食べていては金もかかる。そのため、行きつけの店でアルバイトをすることにしたのだ。

　そうすれば、金も稼かせげるし、賄まかないで一食ぶん浮うかせることができるという算段だった。

　あわよくば料理も覚えられればと考えていたけれど、致ち命めい的てきにセンスがないらしく、腕が上がったのは盛りつけだけだった。

　けれど、そのときの体験があったからこそ、いまの会社を受けようと思ったのだ。企き画かく課に配属されたのは予想外のことで、初めは戸と惑まどいもあったけれど、いまはやりがいを感じながら仕事をしている。

「そりゃそうかもしれないけど、外食ばっかだと体に悪いだろ。塩分の取りすぎで、高血圧になるぞ」

「そんなことは云いわれないでもわかっている。時間ができたらやるつもりだ」

　この言葉が云い訳だということは自覚している。しかし、苦手なものは苦手なのだ。仕事をしながら片手間でマスターすることは不可能だろう。

「俺が教えてやろうか？　沖谷の場合、最初から完かん璧ぺきにやろうとするからできないんだよ。基本からやれば誰でも作れるようになるって」

　逢坂は柚弦をからかうでもなく、逆に励はげましてくる。珍めずらしいと思いかけ、このところの逢坂の態度は以前とは違うものになっていることに気がついた。

　揶や揄ゆしてくるときもあるけれど、昔のような不快感を覚えるほどのことではない。

　柚弦が慣れたこともあるかもしれないが、逢坂のほうもそれなりに言葉を選ぶようになっているのだろう。

（お互たがいに大人になったってことか？）

　柚弦の、逢坂を見る目が少し変わったことも理由の一つかもしれない。以前は逢坂のことを理解不能な異星人のように感じていた。

　しかし、同性愛者というマイノリティな性せい癖へきを隠かくすために軽けい薄はくな女好きという仮面を被っているのだとわかり、逢坂も自分と同じように悩なやみを抱かかえる一人の人間だと知った。

「……って、いつまで立ち話してるつもりだよ。いま、飲み物とつまみ用意するから待ってろ」

「あ、ああ」

　逢坂も心なしか緊張しているように見えるのは気のせいだろうか。

　柚弦は乾かわいた口の中をごまかすように唾つばを飲み込み、提供されたクッションを尻しりに敷いてラグの上に座った。

　ふと目の前のローテーブルに目を遣やった柚弦は、そこに小さなサボテンの鉢はちが置かれていることに気がついた。これは逢坂が自分で買ってきたものだろうか。

　小さな鉢に彼が水をやっている姿を想像し、その似合わなさに思わず口元を緩ゆるめてしまったけれど、キッチンから逢坂が戻もどってくる気配を感じて、すぐに表情を引き締めた。

「お待たせ」

「ありがとう」

　ことりと音を立てて目の前に置かれたのは、熱々のマグカップだった。

「酒じゃなかったのか？」

「ホットワインだから、酒は酒だろ、アルコールはだいぶ飛んでるけど。無理に飲ませて倒たおれられても困るしな」

　ワインの香かおりの他ほかに、果物や香こう辛しん料りようの香りもする。一口啜すすると、ほんのりと優やさしい甘さが口の中に広がった。

（……美味おいしい）

　ショウガも入っているのか、体の芯しんから温まっていくようだ。誰かに温かい飲み物を淹いれてもらったのは久しぶりのことだ。

「甘すぎたか？」

「いや、ちょうどいい。普ふ段だんこういうものを飲むことはないが、悪くないな」

　素す直なおな感想を告げると、逢坂は嬉うれしそうに笑った。

「だろ？　〈Quartett〉のマスターに作り方教えてもらったんだ。風邪かぜのときにいいって」

「たしかに体が温まる」

　しばらくの間、言葉を交かわすことなく黙だまってホットワインを啜った。逢坂はテレビをつけるでもなく、柚弦の隣となりに静かに座っている。

　会社にいるときはのべつ喋しやべっているイメージがあるけれど、本当の逢坂は物静かな性格なのかもしれない。

　逢坂のような容姿をしていれば、否いや応おうなく目立ってしまう。周囲の期待に応こたえ、上手く立ち回っているうちにいまの逢坂ができ上がったのだろう。

　そう考えると、逢坂への見る目が少し変わった。いままでは苦手意識から上辺だけしか見てこなかった。柚弦はそんな自分を反省し、居住まいを正して迷った末に切り出した。

「───逢坂」

「ん？」

「正直なところ、お前のことはいまでも苦手だ。軽薄な物云いもあまり好ましくはない。だが、一いつ緒しよに仕事をしてみて見直した」

「へ？」

「口だけの男ではなかったとわかった。課長の云っていたとおり、お前と共に仕事をしていることが、俺にとっても刺し激げきになっているようだ───おい、聞いているのか？」

　ぽかんと間ま抜ぬけな顔をしている逢坂を睨ねめつける。

　人が真ま面じ目めな話をしているときに取る態度ではないだろうと注意しようとしたけれど、何度も目を瞬しばたたいているのを見て、逢坂が柄がらにもなく動どう揺ようしていることがわかった。

「いや、聞いてるけど……お前、俺のこと嫌きらいなんじゃないのか？　大学の頃だって、まるで汚きたないものを見るような目で見てただろ」

　はっきりと問われ、些いささか気まずさを覚える。だが、こうなったらこちらも腹を割って本心を告げるべきだろう。

「嫌いだったわけじゃない。目め障ざわりだっただけだ」

「それ、どう違ちがうんだよ……」

　柚弦のストレートな言葉に、逢坂ががっくりと項うな垂だれる。

「仕方ないだろう、俺は静かに大学生活を送りたかったんだ。それなのに、人の目の前をうろちょろされて、うるさくされたら迷めい惑わくに思って当然だろう」

　慣れない女子から話しかけられるだけでも大変だったのに、逢坂まであしらわなくてはならないという状じよう況きようは、精神力を削けずられる日々だった。

「だって、あんたのことをよく知りたかったんだよ。初めは勝手に比ひ較かくされてムカついてたんだけど、だんだん気になってきてさ」

「だったら、普ふ通つうに声をかければいいだろ」

「やけにツンツンしてるから、ついからかいたくなって。お前もウザいなら無視すりゃいいのに、いちいち相手してくれるからやめられなかったんだよな」

「ふざけるな！　俺がどれだけ迷惑したと思ってるんだ」

　釈しやく然ぜんとしない理由を告げられ、目を吊つり上げる。

「悪い悪い、反省してる。さすがにあれはガキっぽかったよな」

「本当に反省してるのか？……まあ、俺も過か剰じように反応しすぎたところもあったからな」

　悔くいているのかどうかわからないような軽い口調だったけれど、いまさら目くじらを立てるのも大人げない。胡う乱ろんな眼まな差ざしを向けるだけで留めておいた。

「やっぱ、酒飲もうかな。お前もちょっとつき合わないか？　もらいもののいい焼しよう酎ちゆうがあるんだけど、一人で飲むの勿もつ体たいなくて取ってあったんだよ」

「……じゃあ、少しだけ」

「よし！　せっかくだし、つまみも作るか」

「おい、俺はあまり長居はしないからな…！」

　逢坂は上じよう機き嫌げんで立ち上がり、またキッチンへと行ってしまった。

（まったく……）

　年ねん齢れいを重ねても強ごう引いんなところは変わらない。きっと、元々の性格なのだろう。逢坂の身勝手さに呆あきれながらも、以前のように不快には思わなかった。

　冷蔵庫や戸と棚だなを開ける物音が聞こえたかと思うと、逢坂はすぐに戻ってきた。

「すまん、このところ買い物行ってなかったから、ろくなもんなかったわ」

　そう云いいながら、焼酎の瓶びんとグラスを運んできた。

「それはかまわないが───おい、何明かり落としてるんだ」

　逢坂は柚弦の隣に座り、リモコンで室内の照明の明るさを半分ほどに落とした。そのせいでやたらとムードのある空間になってしまった。

　何とも云いがたい妙みような雰ふん囲い気きに、何故なぜかドギマギとしてくる。

「このほうが落ち着くし、酒が美味うまく感じるだろ」

「意味がわからん」

「深く考えんなって。ほら、乾かん杯ぱい」　>>>♥

　グラスを押しつけられ、カチン、と縁ふちをぶつけられる。上機嫌な逢坂に水を差すのもどうかと思い、黙って酒に口をつけた。

　逢坂の云うように、たしかに美味い酒だった。さっきの親しん睦ぼく会では、慣れない席で気を遣ってばかりいたので酒も料理も楽しむ余よ裕ゆうがなかった。

　一口飲むたびに、疲つかれで強こわ張ばった体が解ほぐれていくようだった。

「美味いだろ？」

「ああ」

「しかし、あの頃ころはこうして沖谷と一緒に飲める日が来るなんて思いもしなかったな」

「俺も逢坂の部屋に来ることになるとは思わなかった」

　普通に言葉を交わすようになっているだけでも、昔の自分から考えたら信じられないことだ。以前は顔を見ることさえ疎うとましく思っていた。

（羨うらやましかったのかもしれないな……）

　ムードメイカーで、その場にいるだけで空気が明るくなる。自分にないものをたくさん持っている逢坂への憧あこがれもあって、余計に意識してしまっていたのかもしれない。

　暖色の間接照明の明かりが、逢坂の横顔を照らす。グラスを傾かたむける物もの憂うげな表情に、柚弦は思わず見入ってしまった。

　会社員としては些か軽けい薄はくに映るのが欠点だが、逢坂の顔立ちは申し分ないほどに整っている。女性的ではないのだが、華はなやかで独特の雰囲気を持っている。

　私服を着ているときよりも、スーツ姿のほうがその端たん整せいさが引き立つように感じる。

　身長も一七〇センチをいくらか越こえたあたりから伸のび悩なやんだ柚弦には羨ましいほどの長身で、手足のバランスも完かん璧ぺきだ。

　大学の頃は街でスカウトされたという話をよく耳にしたけれど、モデルや俳優にならなかったことが不思議なくらいだ。

「何？」

「い、いや、何でもない」

　見み蕩とれていたなどと云えるわけもなく、慌あわてて視線を逸そらす。視線が合ったわけではないのに、どうして見ていたことがバレてしまったのだろうか。

（どうしたんだ、俺は）

　逢坂の顔など、いまさら珍めずらしくもないはずだ。これまで至近距きよ離りで見る機会があまりなかったとは云え、改めて見つめるようなものでもない。

　なのに、柚弦の心臓は早はや鐘がねを打ち、妙にそわそわとした気分になっている。これはきっと明かりのせいもあるに違いない。薄うす暗ぐらいほうが落ち着くなんて噓うそだ。

「……ずいぶん、たくさんの本があるんだな。ここにあるものは、全部読んだのか？」

　沈ちん黙もくをやりすごすことができず、とうとう柚弦は自分から話しかけた。

「何冊かは未読だけど、大体は読んでるかな」

「どんなジャンルが好きなんだ？」

「ミステリとかサスペンスとかが多いな。ああいうのって大たい抵てい、犯人が捕つかまって終わりだろ？　結末がわかってるほうが安心して読めるっていうかさ」

「わからないほうが面おも白しろいんじゃないのか？」

「そりゃ、筋までわかってたら面白くないけど、最後には安心したいっつーかさ。せっかく本の中に逃とう避ひしてるのに、バッドエンドで読後感悪いのは何か嫌いやなんだよ」

「意外だな」

「こう見えて、小心なんだよ」

「そうなのか。人は見た目によらないな」

「そうなんだよ。あーあ、あの頃もっと普通に沖谷に声かけてればよかった。そうしたら、とっくに親しくなれてたかもしれないのに」

「さあ、それはどうだろうな」

　とにかく、目につく逢坂の行動全すべてが鬱うつ陶とうしくてたまらなかった。あの当時はどんなふうに話しかけられても、拒きよ絶ぜつしていただろう。

「おいおい、そこは頷うなずいておくところだろう。……まあ、いいか。その代わり、いまはあの頃知らなかったことを色々知ってるしな」

「は？」

「普ふ段だんは涼すずしい顔してるくせに感じやすいこととか」

「何云って───……ッ」

　手の甲こうを指でなぞられ、全身に電流に似た震ふるえが走る。柚弦は咄とつ嗟さに手を自分のほうへと引き寄せた。

「何を考えてるんだ…！」

「多分、沖谷が想像してるようなことかな」

「なっ……」

　思わせぶりな笑えみに、息を吞のむ。この手のことには不慣れな柚弦だが、本能的に危険な空気を感じ取っていた。

（欲よく情じよう、してる……？）

　口元は笑っているけれど、見つめてくる眼差しはどこまでも真しん剣けんだ。熱っぽく潤うるんだ瞳ひとみには、戸と惑まどう自分の顔が映っている。

「ヤバいな、こんなに余裕ないの初めてだわ」

「お…逢坂……？」

　見つめられてるだけなのに、体が熱くなってくる。アルコールのせいだと自分に云い訳をしていたら、逢坂がポケットから何かを取り出した。

「……何だ、それは」

「怪け我がしたときに病院からもらってきたワセリンがあったから、潤じゆん滑かつ剤ざいにちょうどいいかなと思って」

「お前だって下心あったんじゃないか！」

　準備万ばん全ぜんの逢坂に目を剝むき、声を荒あららげる。木村のことをあれこれ云っていたが、逢坂に人のことを云えないだろうと責めると、逢坂は口の端はしを持ち上げて笑った。

「そんなの、とっくに知ってただろ？　わかってて逃にげなかったお前が悪い」

「……っ」

　咄嗟に反論できなかったのは、それが図星だったからかもしれない。冷静に考えたら、こうなる可能性は大いにあった。

　それでもついてきてしまったのは、以前よりも逢坂に対して心を許しかけていたからだ。

「お前は、こうやっていつも男を連れ込んでるのか…？」

「まさか。寝ねるだけの相手を自宅に連れてくるわけないだろう。そんなことして、入り浸びたられたら困るからな」

「はっ、俺なら入り浸ることもないから問題ないわけだ」

　逢坂の言葉を鼻で笑いながら、何故か胸が痛かった。初めて覚えるその痛みを不思議に思っていると、逢坂は真ま面じ目めな顔でぽつりと呟つぶやいた。

「沖谷は特別だよ」

「何が───」

　問いが途と中ちゆうで途と切ぎれたのは、口をキスで塞ふさがれたからだ。頭の後ろをがっちりと押さえつけられ、この間と同じように舌を捻ねじ込まれる。

「んん…ッ、ン、んー…っ」

　侵しん入にゆう者を追い出そうとした舌を逆に搦からめ捕とられてしまう。甘嚙がみされ、吸い上げられて、体の力が抜ぬけていく。

　逢坂にキスをされていると、ふわふわとした気分になってくる。この行こう為いがそういうものなのか、それとも逢坂が特別なのかわからない。

「ぅん、はっ……んん……っ」

　腰こしを抱だき寄せられ、口づける角度を変えられる。一いつ旦たん離はなれたその瞬しゆん間かんが逃のがれることのできる唯ゆい一いつのチャンスだったのに、黙だまって受け入れてしまった。

　執しつ拗ように唇くちびるを貪むさぼられ、全身が発熱したみたいに熱くなる。ようやく口づけを解いてもらえた頃には、頭の中は霞かすみがかっていた。

「……あ……」

　ちゅ、と音を立てて離れていく唇を視線で追う。肩かたで息をしながらぼんやりとしていると、逢坂がしたり顔で訊きいてきた。

「お前、俺とキスするの好きだろ」

「だ、誰だれがっ……」

　臆おく面めんもない問いにカッと顔が熱くなり、我に返った。逢坂の腕うでの中にいるという状じよう況きように気づき、反射的に後方へと飛び退のいた。

「そうじゃなかったら、キスだけでこんなになんねーと思うけど？」

「……っ！　勝手に触さわるな！」

「触らなくても一いち目もく瞭りよう然ぜんだな」

　股こ間かんに触ふれようとしてくる手を振ふり払はらうと、逢坂は小さく噴ふき出し、笑いながら指し摘てきしてきた。隠かくしようのない体の変化に目を泳がせながら、云いい訳を口にする。

「それは………お前が上手うまいから……」

「お褒ほめに預かり光栄です」

「褒めたわけじゃない！」

　柚弦のせいではないという意味で云ったにも拘かかわらず、逢坂はまんざらでもなさそうな顔をしているのが腹が立つ。

「でも、上手いって思うってことは、嫌ではないってことだよな？」

「それは───」

「噓が吐つけない性格はこういうとき困るよな」

「……っ」

　ニヤニヤとだらしのない表情をしている逢坂に苛いら立だちを覚えるけれど、反論もできない。ぐっと押し黙っていると、息がかかるほど近くまで顔を寄せてきた。

「今日はずいぶん飲まされてたろ？　酔よってることにして、俺に任せろよ」

「そんなこと、できるか……っ」

「そのほうが楽だと思うけど。お前みたいな堅かた物ぶつは、自分に云い訳できたほうがいいんじゃないか？　自分でするより気持ちいいって、もう知ってるだろ」

「な……ッ」

　耳元で甘く囁ささやかれ、ぞくぞくと背筋が震えた。奥歯を嚙かみしめ、その震えを押し殺したけれど、逢坂には見み抜ぬかれてしまったかもしれない。

「図星を指されましたって顔してるぞ」

「だ、誰が───」

「隙すきあり」

「うわっ…!?」

　いきなり押し倒たおされたかと思うと、頭の上で両手首をひとまとめに縫ぬい留められた。

「いい加減にしろ、逢坂」

「これからが楽しいんだろ。普段、ストイックな顔してる沖谷みたいなやつの服を脱ぬがすのって燃えるな」

　逢坂は柚弦のネクタイをしゅるりと引き抜き、遠くへ放り投げた。そして、一番上まで留めてあったボタンを一つ一つ外していく。

「……この変態が」

　睨ねめつけながら悪態をついたけれど、そんな言葉すら逢坂は嬉うれしそうに受け止めている。

「俺が変態なら、俺に責められて感じてるお前も変態ってことになるな」

「い……っ」

　ワイシャツの上から乳ち首くびを探さぐり当てられ、指先でキツく摘つままれる。痛みに顔を顰しかめた隙に、裾すそを捲まくり上げられた。

「沖谷だって、気持ちいいのは嫌きらいじゃないだろう？」

「あっ……」

　今度は直じかに触れられる。乾かわいた指先に捕らえられ、抓つねるようにして捏こねられると、痛いた痒がゆさに似た感覚が生まれる。

「いい加減に…しろ……っ」

「俺が嫌いやだって云われるともっとしたくなる性格なのは、お前がよく知ってるだろ？」

「ん……っ、ぁ、く……」

「何も考えずに力抜いてろよ。所しよ詮せん、一夜の過あやまちなんだからさ」

「冗じよう談だんじゃ───んん、んぅ……っ」

　逢坂はずるい。自分に都合が悪くなると、すぐにキスで柚弦の口を塞いでくる。さっきも執拗に嬲なぶられた唇は心なしか腫はれぼったくなっているような気がする。

　触れ合う舌は蕩とろけそうに気持ちよくて、逢坂の云うように何も考えられなくなっていく。撫なで回されている腰や胸むな元もとは汗あせばみ、触れられてもいない中心部には血液が集まってきていた。

「ん……っ!?」

　半ば意識を飛ばしていたら、下着の中で嵩かさを増していた自身を膝ひざ頭がしらで撫でられる。不意打ちの刺し激げきに、反射的に腰が跳はねた。

　逢坂は無意識に逃げを打つ柚弦の体を押さえ込み、ぐいぐいと膝ひざを押し込んでくる。柚弦の昂たかぶりは、あっという間に張り詰つめてしまった。

　切せつ羽ぱ詰まった感覚がもどかしいのに、どうすることもできない。戸と惑まどっているうちにウエストを緩ゆるめられ、ズボンを押し下げられた。

「……ッ、おい、待っ……」

　逢坂は制止も聞かず、下着の中に手を差し込んでくる。勃たち上がりかけた昂ぶりに指を絡からめられ、ぎくりと下か肢しを強こわ張ばらせた。

「力抜いてろ。すぐによくしてやるから」

「やめ、ぁ…や……っ」

　自身を緩く扱しごかれ、上うわ擦ずった吐と息いきを零こぼす。啄ついばむような口づけに四し肢しが緩んでいくのは、どうしてなんだろう。

　逢坂は根本の膨ふくらみをまとめて揉もみしだき、反り返る屹きつ立りつの括くびれを擦る。

　浅い呼吸を繰くり返すうちに、巧たくみに動く指に意識が攫さらわれていく。押し出される声を嚙み殺そうと歯を食い縛しばるけれど、吐息が零れてしまう。

「はっ……」

　弄いじられているうちに、先せん端たんが潤うるんできたのが自分でもわかる。張り詰めたそれはドクドクと脈打ちながら、欲よく望ぼうを解放されるのを待ち望んでいた。

「も…ダメだ……っ、放せ……っ」

「何、もうイキそう？　いいぜ、このまま出しちまえ」

「ぁあっ、あ、あ……っ」

　力を込めた指先に促うながされ、柚弦は逢坂の手の平に欲望の証あかしを吐はき出してしまった。膨れ上がった欲望を爆はぜさせたことで頭の中が冷え、俄にわかに理性が戻もどってくる。

　それと同時に、云いようのない羞しゆう恥ち心しんが込み上げてきた。あまりの恥はずかしさに、ざくざくとボックスからティッシュを引き抜き、手を拭ぬぐっている逢坂から目を逸そらす。

　まともな抵てい抗こうすらできずにイカされてしまった事実から、目を背そむけたかったのだ。

「ずいぶん呆あつ気けなかったけど、もしかしてこの間してから自分でもしてなかった？」

「……ッ」

　逢坂の問いかけに、小さく息を吞のむ。

　元々、自己処理はあまり行わないほうだが、あれから触れることがなかったのは、快感に引き摺ずられて、あの夜のことを詳しよう細さいに思い出してしまいそうだったからだ。

「そんなわかりやすい顔してるから、つけ込まれるんだぞ」

「お前が云うことか…！」

「そりゃそうだな」

　逢坂も自らのネクタイを引き抜ぬき、ワイシャツのボタンをいくつか外した。

「！」

　そこから覗のぞいた鎖さ骨こつや胸元に思わず視線が引き寄せられる。触れてみたいという欲よつ求きゆうが込み上げてくるのは、自分がゲイだからなのだろうか。

　当然、そんなことを云い出すことなどできるわけもなく、視線を逸らすのが精せい一いつ杯ぱいだった。逢坂はそんな柚弦の顎あごを摑つかんでまた口づけてくる。

「……っ、ぅん……っ」

　口こう腔こうを搔かき回され、頭の中までぐちゃぐちゃになっていく。キスが深くなるに従って、理性が瓦が解かいしていくのが自分でもわかった。










　気がついたときにはワイシャツを一枚羽織っただけの姿にされていた。

　休みなく与あたえ続けられる快感から逃のがれる術すべはなく、柚弦にできることはひっきりなしに喘あえぐことだけだった。

「も……やめ……っ」

　抗あらがおうとするたびに、逢坂はキスしてくる。そうすれば、柚弦の体から力が抜けてしまうのを知ってのことだろう。

　一度イカされたあとだというのに、呆気なく高められてしまった柚弦は、まともに文句を云いう余よ裕ゆうもないほど翻ほん弄ろうされていた。

　早く終わりにして欲しいのに、なかなか許してもらえない。極きわめそうになるたびに責め立てを緩められ、曖あい昧まいにごまかされてしまう。

　柚弦の体はいま、細さい胞ぼうの一つ一つまで逢坂に支配されているかのようだった。

「あ、はっ……」

「そろそろいいかもな」

「あ……っ!?」

　後ろを念入りに搔き回していた指が引き抜かれる。ずっと体の内側を探られる違い和わ感かんを耐たえていたけれど、しつこく弄いじられていたせいでそこに喪そう失しつ感かんを覚える。

　早く、と思いながら、逢坂に縋すがるような目を向けてしまう。その瞬しゆん間かん、もう一人の自分がその思考に待ったをかけた。

　自ら欲しがってしまうなんてありえない。柚弦は完全に快感に溺おぼれかけていた自分を叱しつ咤たし、消えかかっていた理性を手探りで集めようとした。

　しかし、正常な思考が戻ってきたところで、昂ぶった体をどうすることもできない。ジンジンと疼うずく下腹部と屹立は放っておいてどうにかなるとは思えなかった。

「悪い、いまゴム切らしてるんだよな」

「え…？」

　唐とう突とつな逢坂の謝罪に、目を瞬しばたたく。

「このところ全く遊ぶ気もなかったから、買い置きがなくてさ。本当はつけといたほうがいいんだけど、あとで洗ってやるから勘かん弁べんな」

「どういう───…っあ、ぁあ……っ」

　逢坂は柚弦の足を左右に押し開くと、蕩けてしまいそうなほどしつこく指で解ほぐしていた窄すぼまりに、直に昂ぶりを押し当て、一息に押し込んできた。

　指とは比べものにならないほどの大きさだが、体温で溶とけたワセリンのお陰かげで引き攣つれることもなく、すんなりと奥まで入ってしまった。

　狭せまい場所を無む理り矢や理り押し開かれている苦しさはあるけれど、痛みはさほど感じない。

「……はっ……」

　この間の夜と感かん触しよくが違ちがうのは、避ひ妊にん具を着けていないせいかもしれない。薄うすい膜まく一枚だけなのに、直じかに触ふれる粘ねん膜まくから逢坂の鼓こ動どうや熱が生々しく伝わってくる。

（───熱い）

　人間の体なのだから、一定以上の温度になるはずがない。それなのに、溶け落ちてしまいそうなほどの熱さを感じるのは何故なぜだろう。

「やっぱ、お前ん中すげーいい。入れただけで持ってかれそうだもんな」

「黙だまれ……っ」

　逢坂の明け透すけな言葉が恥ずかしくて、力なく睨にらみつける。　>>>♥

「俺のを締しめつけてるのが自分でもわかるだろ？」

「あっ……や、あ……っ」

　深い場所まで穿うがたれたまま、ゆっくりと体を揺ゆすられる。吞み込んだばかりの屹立への締めつけが一層酷ひどくなるけれど、律動が続くうちに下肢から力が抜けていく。

　他人の屹立に体を貫つらぬかれ、激しく揺さぶられるこんな行こう為いが気持ちいいなんて噓うそみたいだ。

「くっ、う、あ……っ」

　何度も何度も突つき上げられ、搔き回される。そうしているうちに、自らの境目がわからなくなってくる。

　まるで体が蕩とろけて混じり合っているような錯さつ覚かくに陥おちいった。それは律動に合わせて聞こえてくる水音のせいもあるかもしれない。

　ラグに爪つめを立てて押し出されそうになる嬌きよう声せいを押し殺していると、腕うでを引っ張られ、深く繫つなげられた体を無理矢理起こされた。

「あ……っ!?」

　腰こしを抱だき寄せられたまま体勢を入れ替かえられ、柚弦は逢坂の上に乗せられた。

「……いっ……」

　自分の重みで体が沈しずみ、より深い場所に逢坂のそれが届いてしまう。その衝しよう撃げきに繫がっている部分をより意識してしまう。

「そんな締めつけんなって」

「知る…か……っ」

　逢坂は嫌いやらしい手つきで太ふと腿ももを撫なで回す。弄られて赤くなっていた乳ち首くびに吸いつかれ、柚弦は思わず背中を撓しならせた。

「あ……っ」

　逢坂は小さな粒つぶを舌の上で転がし、歯を立てる。そこを弄もてあそばれている間、放っておかれていた自身がもどかしく、思わず腰を揺らしてしまった。

　屹きつ立りつの先が逢坂の腹部に当たって擦こすれる感触に吐と息いきを零こぼす。生理的な欲求は止めることができず、柚弦はさらなる刺し激げきを求めて体を寄せた。

「あ、んん……っ、ん……」

「何だ、弄って欲しいならそう云えよ」

「あ…っ！　あ、あ、あ……っ」

　絡からみついた指が巧たくみに柚弦の欲望を扱しごいてくる。溢あふれた体液が纏わりつき、ぬるぬるとした感触が快感をより一層酷くした。

　柚弦は、自分のことをもっと理性的な人間だと思っていた。しかし、いまはただ快楽に流され、気に食わない男に体を許してしまっている。

　微かすかに残る理性が死にたくなるほどの羞しゆう恥ちを覚えているけれど、柚弦の体はそれ以上の行為を求めていた。自分の中にこんなにも貪どん欲よくさがあるなんて知らなかった。

「や、あ……っ」

　尻しりを鷲わし摑づかみにされ、体を大きく揺さぶられる。肩かたに摑まっているだけでは心こころ許もとなく、柚弦は逢坂の頭を抱かかえ込むようにしがみついた。　>>>♥

「こら、そんなにくっついてたら動かせねーだろ」

「誰だれが…好きで、こんな……っ」

　自分の意思でこんな反応をしているわけではない。そもそも、これは意に染まない行為なのだ。逢坂の指示に従う必要はないはずだ。

「ひゃっ」

　耳の中に舌を差し込まれ、思わず悲鳴を上げた。

「あれ、耳も弱いんだ。いいこと知ったな」

「ふざけ……っあ、こら、や、め……っ」

　耳じ殻かくを舐なめ、耳みみ朶たぶを甘嚙がみしてくる逢坂から離はなれようと肩に手を置き、腕を突っ張らせる。しかし、逢坂は柚弦のそんな反応を待っていたようだった。

　耳へのイタズラから逃のがれられたと思った矢先、逢坂は柚弦の腰をしっかりと摑つかみ、上下に揺さぶってきた。

「あ……っ!?」

　穿たれた昂たかぶりに荒あら々あらしく擦られ、内ない壁へきが小刻みに痙けい攣れんする。摩ま擦さつが起こるたびに、体の中心を甘い痺しびれが駆かけ抜ぬける。

　それは爪つま先さきから頭の天てつ辺ぺんまでくまなく伝わり、柚弦の体を蕩けさせていった。

「や、ぁ、あ……っ」

　最奥を突かれるたびに自分のものとは思えない嬌声が、仰け反らせた喉のどから上がる。首筋を伝い落ちる汗あせを舐め取られ、鎖さ骨こつに歯を立てられる。

　与あたえられる全すべての感覚が快感に変わる。終わりの見えない行為に、柚弦はおかしくなってしまいそうだった。

「はっ…あ、あ……っ」

　言葉を交かわすことなく、お互たがいの熱だけを意識で追った。本当に一つに混じり合ってしまいそうな錯覚を覚えてしまう。

「───柚弦」

「ぁあ……っ」

　追い上げられる最中、不意に名前を呼ばれ、意識が飛んだ。

「……っ、あ───」

　我に返ったときには下腹部を痙攣させながら、白はく濁だくを吐はき出していた。自分を搔かき抱いだく逢坂も息を詰つめ、柚弦の中で終わりを迎むかえていた。
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「くし……っ」

　印刷した書類を手に自分の席へと戻もどる途と中ちゆう、思いかけず大きなくしゃみが出た。それと同時にぞくりと微かな悪お寒かんを覚える。

（風邪かぜか……？）

　昨日からあまり食しよく欲よくが湧わかない上、心なしか喉もいがらっぽい気がする。

　もしかしたら一昨日おととい、風ふ呂ろ場ばで長々と考え込んでいたせいで湯冷めしてしまったのが体調不良の原因かもしれない。思い返してみれば、あの日の夜からなんとなく怠だるさが続いているような気がする。

　一人になって考えてしまうのは、逢坂のことだ。思い出さないように心がけているにも拘かかわらず、気を抜くと頭にはあの顔が浮うかんでくる。触ふれてくる手の平の感かん触しよくや鼓こ膜まくが蕩けそうな囁ささやき、そして重ねた肌はだの熱さはいまでも生々しく蘇よみがえってくる。

　恋れん愛あい経験が一いつ切さいないにも拘わらず、全ての段階を飛び越こして体の関係を結んでしまったのだ。意識せずにいられるわけがない。

（また、あんなことになるなんて……）

　先週末の親しん睦ぼく会の帰り、逢坂の家に連れて行かれ───抱かれてしまった。

　最初のときのように、挑ちよう発はつに負け、意地になっていたわけではない。今回は完全に『快楽』に流されてしまった。

　逃れるチャンスはいくらでもあったのに、結果的に自分から罠わなに嵌はまったようなものだ。自己嫌けん悪おや後こう悔かいは山のようにあったけれど、二度目ともなると意外と冷静な自分がいた。

　終わったあと、初めてのときのように部屋を飛び出さなかったのは、逢坂の甲か斐い甲が斐いしさに毒気を抜かれてしまったせいもある。

　後始末をしてやると云いって聞かない逢坂から逃にげるように風呂に入り、上がったときにはタオルと着き替がえが用意されていた。リビングには客用の布ふ団とんも敷しかれていて、泊とまるつもりなどさらさらなかったのに、結局、一泊ぱくする羽目になった。

　翌朝起きたときには朝食がすでに用意されていて、帰りは自宅の前まで車で送って行かれた。いったい、どういうつもりなのかと訊ききたくてたまらなかったけれど、最後まで切り出すタイミングを計ることができなかった。

（ああいうことは、普ふ通つうは恋こい人びとにすることじゃないのか？）

　一いつ般ぱん的な事例は、テレビドラマや映画などで目にするようなことしか知らない。けれど、柚弦の友人の中には、逢坂のように細かいところまで気を遣つかうタイプは一人もいない。皆みなそれぞれに思いやりはあるけれど、同性の友人は接し方も大おお雑ざつ把ぱだ。

　逢坂は基本的に誰に対しても親切だ。その中での特例が柚弦だったのだろう。優やさしくされることに慣れていなかったため、どうしても戸と惑まどいを覚えてしまう。

（……けど、あいつばっかり責められないよな）

　雰ふん囲い気きを作って迫せまられ、拒こばみきれずに流されてしまったのは、柚弦の意志の弱さ故ゆえだ。

　もっとはっきりと拒きよ絶ぜつの態度を取れていれば、逢坂だって最後まではしてはこなかっただろう。強ごう引いんではあったけれど、乱暴なことはしてこなかった。むしろ、柚弦を傷つけることがないようにと、ことさら丁てい寧ねいだった気もする。

　気持ちの伴ともなわない性せい交こう渉しようは、本来望ましくはないものだ。

　しかし、男である以上、快楽に弱いのも事実なのだろう。そうでなければ、あんなにもあっさり受け入れてしまうはずがない。

　経験の浅い柚弦には比ひ較かくできる相手はいないけれど、確かに体の相あい性しようはいい気がする。インターネット上で探したハウツーでは、最初から気持ちいいと感じるものではないらしい。

　体の機能として感じるようになっている場所はともかく、肌に触れられただけで全身がおののくように震ふるえるのは普通ではない。

　普ふ段だんからあれだけで感じてしまうのなら、満員電車にすら乗れなくなってしまうだろう。

　元々、逢坂に対して苦手意識を持っていたせいで過か剰じよう反応をするようになっているのか、それとも、彼が絶ぜつ妙みような触れ方をしているのかはわからないけれど、どちらにしろ逢坂は『特別』だということだ。

（でも、このままじゃ、逢坂の思う壺つぼじゃないか）

　初めて体を重ねてしまった夜、逢坂にセフレになろうと云われた。あのときは怒おこって部屋をあとにしたけれど、結果的にそれに近い関係になりかけているように思える。

　きっと、逢坂にとってはそういった曖あい昧まいなつき合いが一番都合がいいのかもしれない。恋人という束そく縛ばくは望むところではないのだろう。

　そんなふうに考えた瞬しゆん間かん、ずきりと胸のあたりが痛んだ。

「？」

　たしかにいま、心臓に鈍にぶい痛みを感じた。

　これまでの健けん康こう診しん断だんでは心臓に問題があったことは一度もないが、もしかしたら、仕事の疲つかれと風邪が重なり、体が参ってしまっている可能性はある。

（カフェインの取りすぎがよくないのか？）

　胃の調子も思わしくないし、しばらくは仕事の合間に飲むコーヒーや差し入れの栄養ドリンクを飲むのを少し控ひかえたほうがいいかもしれない。

　考えごとをしているせいで、睡すい眠みんも充じゆう分ぶんに取れていない。今日は残業をせず、早めに帰宅し、体を休めたほうがいいだろう。

　喉のどに覚えた違い和わ感かんを軽い咳せき払ばらいでごまかしながら、自分の席に着く。刷り出した書類の文面をチェックしていると、誰だれかに肩かたを叩たたかれた。

　相手が誰なのかは、無ぶ遠えん慮りよなその叩き方で振ふり向かなくてもわかってしまう。

「何か用か？」

「暇ひまなときにチェックしてもらえないかと思って。ちょっと文章に自信がなくてさ」

　そう云って、逢坂は何かの書類を差し出してきた。

「それはかまわないが、いまの段階で確かく認にんの必要なものがあったか？」

「一通り、目を通してくれるだけでいいから」

　頼たのむよ、と拝むように頼まれ、クリアファイルを受け取る。その中に入っていたのは、今月の健康診断の日程を知らせる書類と風邪かぜ薬ぐすりだった。

「これは───」

　どうやら、文章の確認というのは、ただの出任せだったようだ。くしゃみや咳せきをしているのを見て、柚弦が体調を崩くずしていることに気づいたのだろう。

　逢坂の真意に気づいて顔を上げると、逢坂は気き障ざな仕草で片目を瞑つぶってみせた。

「！」

「何か問題があったら、メールでよろしく」

　まるでアイドルのグラビアのような笑え顔がおにつられるようにして顔が熱くなっていく。柚弦はその背中を見送り、大きく息を吐はいた。

（本当にマメな男だな……）

　顆か粒りゆうタイプの風邪薬のパッケージには付ふ箋せん紙が貼はられており、『食後に飲めよ！』とメモ書きがしてあった。細かな気配りに、呆あきれを通り越していっそ感心してしまう。

　こんなふうに優しくされたら、普通の女性なら自分に気があるのではないかと誤解してしまいそうだ。そんな言動が誤解を生み、心当たりのない噂うわさ話ばなしを生むのではないだろうか。

　最近は無む駄だなちょっかいを出してこなくなった。その代わりに、柚弦に対しても無駄な愛あい嬌きようを振りまいてくる。

（調子が狂くるう……）

　逢坂の家に行ってから、逢坂の態度が少し変わった気がする。人前では以前と同じなのだが、二人きりになると途と端たんに優しくなるのだ。

　優しくされるたびにドギマギしてしまう自分にも、違和感を覚えていた。

　揶や揄ゆが減ったことで気は楽になったけれど、あまり細やかな気き遣づかいをされると、むしろ調子が狂ってしまう。売り言葉に買い言葉がこれまでの遣やり取りだったため、逢坂の親切にどう反応していいのか悩なやんでしまうのだ。

　もちろん、厚こう意いは素す直なおに受け取るようにはしているけれど、未いまだに違和感は拭ぬぐえない。急にわかりやすくなった優しさにどう対処すべきか、柚弦の中にはまだ迷いが残っていた。

「はあ……」

　柚弦は逢坂にもらった風邪薬をポケットに入れながら、無意識のため息をついた。










「もうこんな時間か……」

　ふとＰＣの画面の右下に目を遣り、とっくに昼休みになっていたことを知る。仕事に集中していたため、同どう僚りようたちが出ていく気配にも気づかなかった。

　プロジェクトが始動してから、昼休みは逢坂が強引に誘さそいに来るのが恒こう例れいになっていたが、今日は外に出ていて社内にはいない。

『昼飯食ったら、風邪薬を飲むのを忘れるなよ』というメモを柚弦のデスクに滑すべらせ、後ろ髪がみを引かれた様子で会社を出ていった。

（そういえば、薬を飲んでなかったな……）

　空腹を感じるけれど、我が慢まんできないほどではない。しかし、薬の服用は食後となっている。

　引き出しを開け、数日前に同僚からもらったクッキーを一つ口の中に放り込み、朝買っておいて封ふうも切っていなかったミネラルウォーターで薬を胃に流し込んだ。

　こんなところを逢坂に見られたら、だから風邪を引くんだと嫌いやみを云われそうだが、一区切りつくまで集中力を途と切ぎれさせたくない。

　疲れを感じる目元を指で揉もみ解ほぐしたあと、自分に気合いを入れ直し、再びモニターへと向かい合う。そうして、休みなくキーボードの上で指を動かし続けた。

「あのぅ……」

「…………」

「あのっ、沖谷さん！」

「ん？　あれ、君は───」

　初めは気のせいかと思った呼びかけに振り返ると、そこには木村の姿があった。彼女と顔を合わせるのは、数日前の親しん睦ぼく会のあとに自宅まで送っていったとき以来だ。

　彼女の部署はフロアも違ちがうため、なかなか顔を合わせることがないのだが、何故なぜ今日はこんなところにいるのだろうか。

「この間はご迷めい惑わくをおかけしてすみませんでしたっ」

　木村はもじもじとしていたかと思うと、勢いよく頭を下げて謝ってきた。どうやら、親睦会のときに酔よい潰つぶれたときのことを云いっているようだ。

「あのときのことなら気にしなくていい。あれから、体調が悪くなったりはしていないか？」

「あの日はちょっと風邪気味だったみたいなんですけど、もう全然大だい丈じよう夫ぶです！」

「それならよかった。アルコールを摂せつ取しゆするときはほどほどにしておいたほうがいい」

「はい、これからは気をつけます」

　柚弦の忠告に、木村は殊しゆ勝しように頷うなずいた。逢坂は木村が酔ったふりをしていただけだと云っていたけれど、あまり穿うがった見方をするべきではないだろう。

　こうして謝罪に来てくれたのだから、本人もあの日のことを反省しているということだ。

（証しよう拠こもないのに、失礼だったな……）

　逢坂はきっと、これまでに女性で痛い目に遭あいすぎて、些さ細さいなことでも警けい戒かいするようになっているのだろう。その気持ちは理解できるけれど、あまり考えすぎるのもよくない。

「わざわざ来てくれてありがとう。何ともなくてよかったよ」

　用件は終わったのだろうとＰＣに向き直ろうとしたけれど、木村が立ち去る様子はない。

「───まだ、何か？」

　仕事を続けたい焦あせりを抑おさえ、静かに問う。見上げた木村は柚弦の微かすかな苛いら立だちには気づかないのか、恥はじらうような面おも持もちで訊たずねてきた。

「あの……今日のお昼は一人で取られるんですか…？」

「ああ、そのつもりだが……それが何か？」

　逢坂は好意を向けられているときは、相手の態度に出ると云っていた。それを思い出し、木村の表情や仕草を観察する。

　何か察して欲しそうな態度ではあるけれど、柚弦に好意を抱いだいているようには到とう底てい見えない。続く言葉を待ち続けていたら、もじもじとしながら自分から切り出してきた。

「だから、その、もしお邪じや魔まじゃなければ、ご一いつ緒しよしてもいいかなって……」

　どうやら、柚弦をランチに誘いたかったらしい。だったら、初めからもっとはっきり云ってくれればいいものを。しかし、昼休みはすでに半分ほどが過ぎてしまっているし、いまは社員食堂に行く時間すら惜おしい。

「すまない、いまやっている仕事を先に一区切りつけたいんだ。あとどれくらいかかるかわからないから、他ほかの人を誘ってみてくれ」

　どう云えば角が立たずにすむか思案しながら言葉を選ぶ。しかし、木村はさらに食い下がってきた。

「だったら、今夜は空いてませんか？」

「今夜？」

「実は……沖谷さんに相談に乗ってもらいたいことがあるんです」

「相談なら、俺は多分役には立たないだろう。あまり、考え方が一いつ般ぱん的ではないようだからな。俺よりも同性の社員のほうがいいんじゃないのか？」

　女性から相談をしたいと持ちかけられたのは初めてのことだ。自分でも適任には思えないし、仁美にも柚弦は相談相手には向かないとよく云われている。

　申し訳なく思いながら断りを入れると、木村は上うわ目め遣づかいで縋すがるような眼まな差ざしを向けてくる。

「私は沖谷さんがいいんです！」

「しかし、俺は君のことをよく知らないし、君も俺のことを知らないだろう？　友人でもない相手に大事な相談をするのはやめておいたほうがいい」

「でも、私は沖谷さんみたいに真ま面じ目めで信しん頼らいできる人に、聞いてもらいたいんです」

　どう云っても退ひこうとしない木村に質問する。

「どうしてそんなに俺にこだわるんだ？　君とは社内でもほとんど接点がないし、話をしたのは先日の親睦会で相席したのが初めてだが」

　曖あい昧まいに濁にごしたままでは気持ちが悪い。そのため、根本的な理由を問うことにした。

「えっと、この間、話をしてみたときに、考え方とかが真面目で尊敬できる方だなって思ったんです。あんなに迷惑をかけてしまったのに、家まで送って下さって、それで……」

「しかし、あの日君を送っていったのは俺だけではなく、逢坂も一緒だっただろう？」

　薬や水を用意したのも逢坂だ。柚弦は傍そばについていただけで、何の役にも立っていない。

「そ、それはそうなんですけど……。逢坂さんもいい人ですけど、何となく口が軽そうな感じで相談相手には向かないかなって」

「そんなことはない。見た目はやや軽けい薄はくで誤解を受けがちだが、真しん剣けんな相談内容を他言するようなやつじゃない」

　まさに柚弦はずっと誤解していた。それは逢坂の態度にも責任があるけれど、いまは見た目どおりの男ではないと知っている。

（……そういえば、逢坂にも云い寄っていたんじゃなかったか？）

　逢坂の自己申告のため、気のせいだったという可能性もあるけれど、柚弦よりは接点が多かったはずだ。そう考えると、木村の逢坂に対するマイナス評価に違い和わ感かんを覚える。

「あの、逢坂さんを悪く云うつもりはなくて、沖谷さんなら信頼できるってことを云いたかったんです」

　柚弦の反論に自分の言葉は失言だったと思ったのか、木村はフォローを入れてきた。

「そう云ってくれるのはありがたいが、相談ならやはり他を当たるべきだ。俺では力になれないだろうからな」

　気の利きいた助言ができればいいのだが、いまは自分のことで手て一いつ杯ぱいだ。こんな状態で、誰だれかの悩なやみに意見するなんて大それたことなどできない。

　人生経験も乏とぼしく、人の気持ちを察することも苦手な柚弦が建設的な意見を云えるとも思えず、再度断りを入れた。

　すると、木村は唇くちびるを嚙かみしめて黙だまり込んだあと、急に前言を撤てつ回かいしてきた。

「───すみません、相談ってのは口実なんです。どうしても、沖谷さんと二人になりたくてつい……」

「口実？」

　つまり、相談したいことがあったわけではなく、食事に行くことが目的だったということだろうか。わざわざそんな噓うそを吐ついた意味を計りかねていると、木村は胸の前で手を組み、早口で告げてきた。

「好きなんです……っ」

「───は？」

　云われた言葉が俄にわかに信じられず、訊きき返してしまう。驚おどろきを隠かくせない柚弦に対し、木村はもう一度気持ちを口にした。

「私、沖谷さんのことが好きになっちゃったんです！」

「そ、そうか……」

　間ま抜ぬけな返事だとわかっていたけれど、他に返す言葉もなかった。もしかしたら、相談があるからと設けた食事の席で切り出すつもりだったのかもしれない。

　しかし、そんな駆かけ引きに微み塵じんも気づくことのない鈍にぶい柚弦に焦じれ、この場で云うことにしたのだろう。

「いきなりこんなこと云われても困りますよね？　でも、どうしても沖谷さんに知っててもらいたくて……」

　本人が好きだと云うのなら、そうなのだろう。しかし、いったい何がきっかけで自分に好意を持ったのかが疑問だった。

　これまでの人生において、何度か告白を受けたことがある。それぞれ、様々なシチュエーションだったけれど、彼女たちの眼差しは一様に真剣で熱の籠こもったものだった。だからこそ、柚弦は同じくらい真剣に向き合い、不器用ながらも誠実に返事をした。

　柚弦の性格上、それまでどおりの友達づき合いができなくなった子もいたけれど、決して嫌きらいになったわけではないし、幸せになって欲しいと思っている。

　しかし、改めて見てみても、木村の瞳ひとみからはそういった何かを感じ取ることができなかった。表情こそ、気き恥はずかしそうにしているけれど、どことなく作り物めいているように見える。

　柚弦のことが好きなのではなく、好きになっていると思い込んでしまっているだけなのではないだろうか。

（考えすぎだろうか…？）

　そんなふうに感じてしまうのは、逢坂から聞かされた彼女に対する評価や考察のせいで、先入観を持ってしまっているからだろうか。

　穿って見るのは失礼だと思いながら、無意識で斜ななめに捉とらえているのかもしれない。

「もしよければ、まずはお友達になってもらえませんか？　いますぐつき合って欲しいなんて云いいません。少しでもいいから私のことを知って欲しいんです」

　まるで、自分のことを知れば絶対につき合う気になると云っているように聞こえ、柚弦は少し鼻白んだ。

　木村の好きだという気持ちが真実にしろ、思い込みにしろ、柚弦の返事には変わりはない。

　もし本当に友達としてつき合っていくのなら、彼女のいいところを知り、いい関係を築いていけるかもしれない。

　だが、木村が抱いているのは『友達として親しくなったあと、恋こい人びとになって欲しい』という期待だ。初めから友情を育はぐくむつもりのない相手と友達にはなれそうにない。

「……申し訳ないが、それは無理だ。食事もこの間のようにみんなでならかまわないが、二人で行くことはできない」

「どうしてですか？　この間、私が迷めい惑わくをかけたからですか？」

「そうじゃない。俺には君の期待には応こたえられないからだ。俺のような融ゆう通ずうの利かない男より、もっと君に合った人がいると思う」

「どうして私じゃダメなんですか？　沖谷さんの好みに合わせます！　どんなふうになれば好きになってもらえますか？」

　健けな気げな発言に聞こえるけれど、根本的に間ま違ちがっている気がする。

　偽いつわって作り込んだ自分を好きになってもらっても、悲しいだけではないのかと思うのは、柚弦がまともに恋こいをしたことがなく、恋れん愛あい自体にまだ夢を見ているからだろうか。

「君とは価値観が違ちがっているように感じる。君のことを好きになれるとは思えない。本当に申し訳ない」

　これ以上、言葉を重ねても平行線を辿たどるだけだと判断し、柚弦は木村に対して深く頭を下げた。説得できる材料を持ち合わせていない自分には、こうすることしかできなかった。

「…………」

　木村が押し黙り、フロアに重苦しい沈ちん黙もくが漂ただよいかけたそのとき、何かが床ゆかに落ちた物音が聞こえてきた。

　二人でそちらに顔を向けると、昼食を買って戻もどってきた同どう僚りようたちが気まずそうな顔で立っていた。

「ご、ごめん、お邪じや魔ましちゃって……。でも、大だい丈じよう夫ぶ！　誰にも云わないから！」

「いえ、話は終わったから問題ありません」

　どうやら、木村との話を終えるのを待っていてくれたらしい。

　恐きよう縮しゆくしている面々がこれ以上気にしないように返したのだが、柚弦のその発言に、木村はそれまでのしおらしい表情から鬼おにのような形相に変わった。

　柚弦は、そのあまりの豹ひよう変へんぶりにぎょっとする。

「失礼します！」

　言葉をかける間もなく、木村は力の籠もった足音を立てながら、企き画かく課のフロアから去っていった。

　残された空気が気まずいことくらい、鈍い柚弦にだってわかる。しかし、自分の言動のどれが悪かったのかまでは見当がつかなかった。

「……いまのはまずかったねぇ」

　思わずといった様子で呟つぶやいた一人に、柚弦は問いかける。

「すみません、何がいけなかったんでしょうか？」

　自分としては、できる限り誠実に答えたつもりだ。曖あい昧まいに濁にごすのは性格的にできなかった。

「何って、そりゃあ……ねえ……？」

「うん、だよね……」

　同僚たちはお互たがいに顔を見合わせるばかりで、はっきりとした言葉では云ってくれない。

「お願いします。教えて下さい」

　しつこく食い下がると、柚弦の先せん輩ぱいである小お野のがおずおずと教えてくれた。

「ちょっと、沖谷くんの云い方がまずかったかなって……」

「云い方、ですか」

「沖谷くんの気持ちもわかるし、ああ云うしかなかったっていうのもわかるんだけど、もうちょっとオブラートに包んだほうがよかったんじゃないかなあ。沖谷くんに傷つける意図がなかったとしても、彼女としてはこういうオープンな場所ではっきり断られるなんて思ってもいなかったと思うし」

「ちょっと待って下さい。この場であんな話をしてきたのは、彼女のほうなんですが」

　状じよう況きようを見ろと云われても、一方的に話を続けてきたのは木村だ。あの場合、他ほかに何と云えばよかったのだろう。

　彼女の要求には応えられないことは明白だったし、かと云って濁した云い方では納なつ得とくしてくれなさそうな雰ふん囲い気きがあった。

「だから、きっと断られるなんて思ってなかったんだと思うよ。相当の自信がなかったら、わざわざ職場なんかで告白しないでしょ。脈があると思われてたんじゃないの？」

「は？」

「私たちも最初から話を聞いてたわけじゃないけど、沖谷くんが鈍いから業ごうを煮にやしてはっきり云ってきたんじゃないかなぁ」

「…………」

　その指し摘てきには、何となく心当たりがあった。木村が『好き』だと云ってきたのは、やや唐とう突とつなタイミングだった。自分では気づかなかったけれど、察しの悪い柚弦に内心苛いら立だっていたのかもしれない。

　そこまでは理解できるけれど、脈があると思われていたのだとしたら、その経けい緯いには見当がつかない。木村とまともに言葉を交かわしたのは、親しん睦ぼく会のときが初めてだ。

　小野の考察によれば、さっきの柚弦の返事は木村の想定したものとは違い、尚なお且かつ彼女に恥はじをかかせるようなものだったということだ。やはり女心は難しい。

「……もし、そうだったとすると、どうすればよかったんでしょうか？」

　好意を持たれたきっかけがわからない以上、彼女を傷つけずにすんだ返事の仕方の正解を導くこともできない。困り果てて教えを乞こうと、小野も同じように困った顔になった。

「どうって……そうだなぁ、もうちょっと逃にげ道のある云い方で……」

　小野の云いたいことは、何となくは理解できる。柚弦の言葉は直ちよく截せつすぎて、思いやりが足りなかったのだろう。しかし、あのときはああ云いう他なかった。

　もっと柔やわらかな物云いができればよかったとは思うけれど、実際にどんなふうに云えばよかったのか、いくら考えても思いつかない。

「すみません、具体的な例を挙げてもらえないでしょうか」

「ぐ、具体的に？　でも、私たちも全部聞いてたわけじゃないし───あっ、そうだ、こういうことは逢坂くんに訊きくのが一番いいよ！」

「え？」

　最高の解決案が見つかったとばかりに表情を明るくした小野に、周囲もうんうんと力強く頷うなずいている。

「今日の帰りでも飲みに行って、相談したらどうかな？　最近、前より仲よくなってきたみたいだし！　ね？」

　笑え顔がおで同意を求められ、柚弦も頷かざるを得なかった。小野の云うように、逢坂なら何かしらの妙みよう案あんを授さずけてくれそうな気はする。

「……考えてみます」

　当然、気乗りはしなかったけれど、確かにそれが一番いい方法に思えた。










「話があるから飲みに行こうぜ」

　柚弦が声をかけあぐねているうちに、そんなふうに逢坂のほうから誘さそってきた。

　タイミングのよさに驚おどろいたけれど、もしかしたら誰だれかが昼の一件を逢坂に話したのかもしれない。『沖谷くんの相談に乗ってあげて』などと云いわれたら、逢坂は断らないだろう。

　どう切り出せばいいか悩なやんでいた柚弦としては、少しだけ気負いを減らすことができたけれど、逢坂がどんなふうに話を聞いているのか気になるところだった。

（呆あきれているんだろうな……）

　木村に関しては、前以もつて忠告されていた。今回のことは、それを本気に取らなかった柚弦に大きな原因がある。小野にも、脈があるように見えたのではないかと指摘された。自分でも気づかないうちに、期待させてしまうような態度を取ってしまったのかもしれない。

「どこに行く気だ？」

「落ち着いて話ができるところ」

　初めはまた自宅に連れて行かれるのではないかという疑いが拭ぬぐえなかったけれど、乗り込んだ電車が帰路とは反対方向だったので、その可能性はなくなった。

　二人きりにならずにすんだことにほっとしたのも束つかの間、だんだんと本来の目的について悩み始めた。

（しかし、何をどう相談すればいいのか……）

　もしも、木村への返事をする前なら、どう告げれば角が立たないかということを教えてもらえばよかったのだろうが、すでにはっきり断り、そして、怒おこらせてしまった。

　あの様子では二度と接せつ触しよくしてこないだろうが、また同じようなできごとが起こらないとも限らない。模も範はん解答を得たからと云って、今後に活いかせるかどうかは定さだかではないのだ。そう考えると、わざわざ逢坂に時間を取らせる意義があるのかどうか、悩ましいところだった。

「ついたぞ」

「ここは───」

　連れて来られたのは、あの夜に逢坂と出で会くわしてしまった件くだんのバー〈Quartett〉だった。こんなことなら、誘いを断って帰宅すればよかった。最近の自分は、どうも脇わきが甘すぎる。

「どうしたんだよ」

「帰る」

「何云ってんだよ、こんなとこまで来て」

「どんな顔で入ればいいのかがわからない」

「こないだのことなら、別に誰も気にしてないって。あんなの、しょっちゅうあることだからさ。誰もあのときのことなんて覚えてねーよ」

　ビギナー向けの店と紹しよう介かいされていたこともあり、先日の柚弦のように自分の性せい癖へきを確かく認にんする目的で足を運ぶ者も少なくないのだろう。

　しかし、よくあろうがなかろうが、迷めい惑わくをかけてしまったことは消しようのない事実だ。逢坂にとっては取るに足りないことなのかもしれないけれど、柚弦にはそんなふうには思えない。

「そういう問題ではない。合わせる顔がないと云っているんだ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ここのマスターは基本的に優やさしい人だから。つーか、あの人に紹介しようと思って連れてきたんだ」

「紹介？」

「俺が知ってる中で、一番信用できる人だよ。聞き上手だし、基本的に口の堅かたい人だから、相談したいことがあれば親身に聞いてくれるから。俺も昔、相当世話になった」

「どうして紹介してくれるんだ？」

　不思議に思って訊いてみた。

「いまのところ、同じ性癖の知り合いが俺しかいないわけだろ。俺には話しにくい悩みもあるんじゃないかと思ってさ」

「！」

　逢坂は考えなしに柚弦を連れてきたわけではなかったようだ。誤解してしまったことを内心で反省する。

「怒られたら、一いつ緒しよに謝ってやるよ。気まずかったら、すぐ出てくればいいんだからさ」

「おい、まだ心の準備が……っ」

　逢坂に腕うでを摑つかまれ、強ごう引いんに引っ張られる。まだ足を踏ふみ入れる覚かく悟ごが決まってもいないのに、問答無用で重たい扉とびらの向こうに引き摺ずり込まれた。

「いらっしゃいませ───あれ、朋弥？」

「どうも」

「このところご無ぶ沙さ汰ただったけど、仕事が忙いそがしかった？」

「まあ、そんなとこ。今日は俺のせいで捕つかまえそこなった客を連れてきた」

「ちょっ……逢坂！」

　目立たないよう体を小さくしていたのに、逢坂は柚弦を無む理り矢や理り前へと押し出した。カウンターの内側にいるバーのマスターの視線が自分に向き、反射的に俯うつむいた。

「君は……」

「……っ」

　やはり、マスターは柚弦のことを覚えていたようだ。まじまじと顔を見つめられ、羞しゆう恥ちに頰ほおが熱くなっていく。顔から火が出るというのは、いまのような感覚を云うのだろう。

「こういうとこ慣れてないんだから、そんなふうに見んなよ。また逃にげられたらどうするんだ」

「逃げられたのは朋弥のせいじゃなかった？　大丈夫、そんなに硬かたくならないでいいから。今夜はゆっくりしていって下さい。僕はここの店長の類です」

　柔らかな物云いに、少しだけ緊きん張ちようが解ける。恐おそる恐る顔を上げると、優しい表情で柚弦のことを見つめていた。

　どれくらいの年ねん齢れいなのかは外見からは見当もつかないけれど、語り口や物もの腰ごしから考えて、少なくとも柚弦よりは年上だろう。逢坂が信しん頼らいしているくらいなのだから、きっと内面も尊敬に値あたいする人なのだろう。

　逢坂とは違ちがったタイプの美形だった。同性であることはわかっているけれど、『美人』という言葉が相応ふさわしい佇たたずまいの人だった。

「先日は大変ご迷惑をおかけしました」

　腰こしを折って店長に謝ると、類は涼すずやかな笑い声を立てた。

「いいよ、全然気にしてないから。それよりむしろ、心配してたんだ。追いかけて行った朋弥も戻もどってこないし、無事だったのかなって」

「え？」

「君、朋弥の好みのタイプだし、もしかしてって───まさか、こいつに引っかかったわけじゃないよね？」

「そっ…そんなことあるわけないじゃないですか…！」

　マスターの問いかけに、思わず大きな声を出してしまう。関係は持ってしまったけれど、決して一方的に引っかけられたわけではない。一応は、自分の判断で行動したのだから。

「それならよかった。ほら、朋弥って顔だけはいいし、口も上手うまいだろう？　だから、泣かされた子も多いんだよね。誘われれば誰とでも寝ねるけど、本命が別にいるから絶対に恋こい人びとにはならないって」

　顔を寄せられ、耳元で内ない緒しよ話ばなしを囁ささやかれる。

「本命……？」

「そう。ノンケで絶対落とせない相手なんだって」

「おい、余計なこと云うなよ。こいつには関係ないだろうが」

　柚弦に告げ口のような真似まねをしている類に、逢坂は珍めずらしく怖こわい顔で口止めをした。

　普ふ段だんなら、冗じよう談だんめかして話を流すはずだ。こんなにも必死な顔をしているということは、よほど他人には聞かれたくないことなのだろう。

「何をいまさら。脈がないってわかってるのに、ずっと片かた想おもいしてるなんてよっぽど好きだってことだろ？　だからって、他ほかの子を泣かせていいってことにはならないよね」

「類さん！」

「はいはい、もう黙だまるよ」

　逢坂がこんなにも慌あわてているところなんて、初めて見た。

（本命がいるのか……）

　逢坂のような男は、どんな相手を好きになるのだろう。気にはなったけれど、それ以上訊ける雰ふん囲い気きではなかった。

「奥の席使うからな！　あと、カクテルてきとうに二つ」

「はいはい、お好きにどうぞ」

　逢坂は類の話を強引に打ち切り、邪じや魔まの入らない奥の席に柚弦を連れていった。

　店内を見み渡わたせる場所だが、明かりを落としてあるため、周囲の視線を気にせずにすむようになっている。

（……近い……）

　テーブルが小さいため、スツールに腰かけるとお互たがいの距きよ離りが近くなってしまう。この席は、いわゆるカップル席なのかもしれない。

　逢坂のことをヘンに意識してしまうのは、類に云いわれた言葉のせいだろう。

　余計なことを考えないよう静かに流れるＢＧＭに集中し、できるだけ逢坂とは顔が近づかないよう、背筋を伸のばして座った。

　逢坂と視線が合わないようにと何気なくカウンターのほうへと顔を向けた柚弦は、視界に飛び込んできた光景にぎょっとした。

　薄うす暗ぐらいためそれぞれの表情まではわからないけれど、隅すみの席に座っている二人組は一目で恋人同士だとわかるくらいに寄り添そっていた。時折、耳元に囁く仕草が艶なまめかしく、見ているこちらがドキドキしてしまう。

　いけないことをしている気分になり、慌てて目を逸そらす。正面に向き直った柚弦は、逢坂が気まずげな顔をしていることに気がついた。

「……さっきのは、全部信じなくていいからな」

「は？」

「類さんが云ってたことだよ。あれは大おお袈げ裟さに云ってただけだから」

「そうなのか？」

「そうなんだよ！　マジで普段は口の堅い人なんだって。さっきのは俺が慌ててるのを見て、わざとあんなふうに云ってきただけで───って、何で俺が類さんのフォローしてるんだよ、くそっ」

　逢坂と類がお互いに信頼を寄せ合っているのは雰囲気でわかったし、類の態度にも悪意のようなものは感じなかった。さしずめ、やんちゃな時期を知っている兄が弟をからかっているようなものだったのだろう。

　逢坂が類を紹介しようとしてくれた厚こう意いにも、何ら疑いは抱いだいていない。

「泣かせたってのは、別に俺が酷ひどいことしたわけじゃないからな。好きにはなれないけどそれでいいならって、何度か寝た相手に本気になられただけで……。まあ、やっぱ俺が悪いのかもしれないけど。ヘンな期待持たせちまったんだから」

　こんなに必死に云い繕つくろう逢坂は珍しい。それだけ、『本命』の人に対して、本気だという証しよう拠こだろう。

　そもそも、逢坂が遊び慣れていることは、本人を見ていればわかる。柚弦にすら優しいのだから、一夜を共にするような相手に対してはもっと細やかに接するに違いない。

（『本命』にはどんな顔を見せるんだろう？）

　柚弦を抱くときでさえ、あんなに熱い眼まな差ざしを向けてくるのだ。本当に好きな人を見つめるときは、もっと熱の籠こもった瞳ひとみをしているに違いない。

　そう考えた瞬しゆん間かん、また胸のあたりが鈍にぶく痛んだ。冷たい鉛なまりを吞のみ込んだかのような重苦しい感覚がする。

　もしかしたら、本格的に風邪かぜが酷くなってきたのかもしれないが、また逢坂を気き遣づかわせるわけにはいかない。不快感を押し隠かくし、逢坂の云い訳に対しての所見を述べた。

「正直なところ、どちらが悪いのかは俺にはわからない。お前も相手を騙だましたわけではないのだから、俺に云い訳する必要はない。そうだろう？」

「まあ、それはそうだな……」

　柚弦なりの精せい一いつ杯ぱいの慰なぐさめの言葉のつもりだったのだが、逢坂は微び妙みような顔をしていた。やはり、自分は一いつ般ぱん的な感覚からはズレたところにいるようだ。

　これ以上何か口にすると、見けん当とう違ちがいのことを云いかねない。そう判断し、自ら話題を変えた。

「それより、俺に話があるんだろう？」

「あ、そうだった。俺のこと話してる場合じゃなかったよな。……怒おこらないで聞いて欲しいんだけど、実は───」

「話とは昼間の件か？」

　云い淀よどむ逢坂にずばり訊きいてみた。もやもやとしているのは、本来性に合わない。柚弦の問いに逢坂は一いつ瞬しゆん目を瞠みはり、小さく息を吐はいた。

「何だ、バレてたのか」

「やはりな。小野さんあたりから云われたんだろう？　俺の相談に乗ってやってくれって」

「まあ、そんなとこだ」

「どこまで聞いているんだ？」

　小野は面めん倒どう見みのいい先せん輩ぱいだが、少々お節せつ介かいの気がある。きっと、彼女が見聞きしたことは全すべて逢坂に伝わっているだろう。

「昼休み、お前が一人でいるところに木村が告白しに行って玉ぎよく砕さい、それをウチの課のやつらが目もく撃げきってくらいかな。しかし、油断も隙すきもねえな。お前を狙ねらってるのはわかってたけど、まさか俺がいないとき狙って、真っ昼間に突とつ撃げきしてくるとは」

「突撃はされていないが……」

「言葉の綾あやだよ。詳くわしい状じよう況きようまでは聞いてないんだよな。実際、何があったんだ？」

　詳しよう細さいを語るのは気乗りしなかったけれど、何があったのかを知らせなければ的確な助言も受けられないだろうと判断し、順を追って説明することにした。

「昼休みに残って仕事をしていたら、急にやってきて先日のことを謝ってきた。用件はそれだけかと思ったんだが、俺が昼食がまだだと云うと、一いつ緒しよに行かないかと云ってきた」

「それで？」

「仕事に集中したいからと断りを入れたら、相談があるから仕事のあとに食事につき合ってくれと云われた」

「お前は何て云ったんだ？」

「俺では相談相手に向かないから、親しい友人に聞いてもらったほうがいいと進言した」

「それは尤もつともだな。そうしたら何て返してきた？」

「順を追って話してるんだから、大人しく聞いていろ」

「わかったよ。それで？」

「…………」

　合いの手が鬱うつ陶とうしくて釘くぎを刺さしたけれど、逢坂は次を待っていられないらしい。テーブルに乗り出すようにして、尚なおも話を催さい促そくしてくる。

　まったくわかっていないだろうと云いたい気持ちを抑おさえ、柚弦は説明を続けた。

「力になれずすまないと断りを入れたんだが、そうしたら、相談は口実で俺が好きだと云ってきた」

「おい、ずいぶんいきなりだな……」

　自分でも途と中ちゆう経過を省いているような気分になるけれど、間ま違ちがいなく順を追って話している。突とつ然ぜん告白されたときは、聞き間違いかと思い自分の耳を疑ったものだ。

「俺もかなり驚おどろいた。いますぐつき合って欲しいとは云わないから、まずは友達になって自分のことを知って欲しいと云われた」

「つまり、しばらくお友達づき合いすれば、自分のことを好きになるはずだってことか？」

「そこまではわからない。……だが、俺にもそう云っているように受け取れた。少し穿うがちすぎかもしれないが」

　考えすぎだった可能性もあるけれど、あのときの木村の言葉には引っかかりを覚えた。逢坂が同じような印象を持ったのは、先入観のある柚弦の説明のせいかもしれないが。

「二人きりで相談に乗って欲しいってのは、気があるから食事に行きませんかってことだからな。さしずめお前の察しが悪すぎて、ストレートに云うことにしたんだろ」

「小野さんにもそう云いわれた……」

　逢坂からも同じ指し摘てきをされたことに落ち込む。人の気持ちを汲くみ取ったり、空気を読むことが苦手だとは自覚しているけれど、思っている以上に自分は鈍いのかもしれない。

「それに対して、お前は何て返事したんだ？」

「君のことを好きになれるとは思えない、と告げた」

「お前も直球すぎるだろ！」

　柚弦の答えに、逢坂は額を押さえた。深いため息をつく姿に、柚弦は肩かたを落とす。

「やはり、まずかっただろうか……」

「いや、気持ちはわかる。わかるけど、もっと相手の出方を見た答えを返したほうがよかっただろうな」

「そうは云われても、あのときは他ほかに方法がなかったんだ」

　反省はしているけれど、いまさらどうすることもできない。

　そんな器用な真似まねができていれば、あんなに困ることはなかったし、いまこうして逢坂に相談もしていない。

「まあ、そうだよな。多分、あっちはお前が一人になるタイミングを見計らってたんだろうし。何度もエレベーターとか駅とかで待ち伏ぶせしてたの、お前は全然気づいてなかっただろ」

「あ、ああ、それは知らなかった……」

「俺が一緒にいるときは、絶対に寄ってこないんだよな。俺にはもう手の内明かしてるからだろうけど。俺が外に出てるって聞いて、今日がチャンスだと思ったんじゃないか？」

「なるほど……」

　そんな駆かけ引きめいたことがあったなんて、まったく気づかなかった。期せずして逢坂の存在に助けられていたようだ。

「このあとが面めん倒どうくさくならなきゃいいけどな」

「どういうことだ？」

「ああいうタイプはきっぱり拒きよ絶ぜつされるとプライドが傷つけられたと思って、逆さか恨うらみをしてくる可能性があるんだよ。現場を見てた子たちがいたから、ヘンに話を盛ることはできないだろうけど、尾お鰭ひれがつかないとも限らない」

「────」

　そんなことはあり得ない、そう否定したかったけれど、険しい表情で立ち去った木村の様子を思い返すと、逢坂の云うような可能性がないとは云い切れなかった。

「週明けにはお前が彼女を振ふったことは、女子全員が知ってると思っておけよ。女子を敵に回すとマジで怖こわいからな。下手へたすると仕事がやりづらくなるから気をつけろよ」

「どうしてだ？」

「お前にまったく悪気がなかったとしても、無神経だったことは事実だからな。お前への評価が下がったことには変わりはないわけだ。とりあえず、過ぎたことはどうしようもないから、今後はもうちょっと女子に気ぃ遣つかうようにしとけ。そうすりゃ、根も葉もない噂うわさなんてスルーしてくれるだろうからさ」

　強く云い含ふくめられ、柚弦は神しん妙みように頷うなずいた。

「……肝きもに銘めいじておく。しかし、どうやれば印象がよくなるんだ？」

「そうだな。お前、基本的に真ま面じ目めだし、贔屓ひいきもしないし、普ふ段だんの態度は悪くないからな。礼を云うときとかにちょっと笑ってみろよ。それだけで全然違ちがうぜ」

「笑うのは苦手なんだが……」

　逢坂は簡単に云うが、柚弦の表情筋は元々活発には動かない。親からも喜き怒ど哀あい楽らくがわかりにくいと云われるほどなのに、心がけたくらいで明日からできるものだろうか。

　怒っているときは比ひ較かく的てきわかりやすいらしいが、悲しいときや嬉うれしいときはあまり顔が変わらないらしい。

　自分では笑っているつもりでも、「つまらない？」と訊かれることもある。

「心がけが大切なんだって。もっと意識して笑ってみろよ。いま練習してみるか？」

「笑う理由もないのに笑えるわけがないだろう」

「そういう意識はよくないな。指で口角を上げてみろよ、ほら、こうやって」

「ちょっ…触さわるな！　自分でできる！」

　逢坂は柚弦の頰ほおを摘つまんで、強ごう引いんに持ち上げようとしてくる。

「何恥はずかしがってるんだよ、笑い方を教えてやるって云ってんのに」

「口頭で伝えてくれれば問題ない……っ」　>>>♥

　しつこく伸のびてくる手を必死に振り払はらっていると、類がカクテルをテーブルに滑すべらせながら釘を刺してきた。

「いちゃつくのもいいけど、あんまりうるさくしないようにね」

「……！」

　決していちゃついていたわけではないのだが、騒さわがしかったのは事実だ。大きな声を出してしまったことを反省して押し黙だまる。

　自分たちのことを知らない人から見たら、あのカウンター席で寄り添そっている二人のようにカップルに見えたかもしれない。そんなふうに考えたら、じわじわと顔が熱くなってきた。

「黙ってるってことは、いちゃついてたって件に関して異論はないと受け取っていいわけ？」

　類がいなくなった途と端たん、声を潜ひそめてからかうように訊きいてきた逢坂の臑すねをテーブルの下で思い切り蹴けり飛ばしてやった。
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　最近の自分はおかしい。

　些さ細さいなことで動どう悸きが激しくなり、体温が上がる。以前よりも落ち着きがないし、ぼんやりとしてしまうことも多い。

　責任を転てん嫁かするつもりはないが、どの反応においても引き金となるのは逢坂だ。

　さりげなく腕うでを触られたり、不意に指がぶつかったりするだけで、過か剰じように反応してしまう。初めは気のせいかと思っていたけれど、度たび重なるうちに自分をごまかしきれなくなっていった。

　初めのうちは、関係を持ってしまったことで意識してしまっているせいだと思っていた。

　しばらくすれば、逢坂と顔を合わせることに慣れるだろう───そう思っていたのに、時間が経たてば経つほど柚弦の反応は過剰になっていった。

　自分は何かの病気なのだろうか。時折、胸が刺さすように痛んだり、運動をしたわけでもないのに呼吸が乱れたりすることを考えると、心臓に疾しつ患かんがあるのかもしれない。

　過労やストレスは心肺機能にダメージを与あたえることも多いと聞く。近いうちに人間ドックに行ってみたほうがいいだろうか。

　───しかし、どうして逢坂は柚弦にこんなにも絡からんでくるのだろう。

　同じプロジェクトを進めている以上、接点は多くなって当然だけれど、毎日のように昼食を共に取る必要はないし、揃そろって退社し、一いつ緒しよに帰る必要もない。

　柚弦のほうも以前のようには避さけてはいないのだから、敢あえて接せつ触しよくを増やす必要は感じられない。ことさら親身になってくれるのには、何かしら理由があるのではないだろうか。

　柚弦の体が目的ということはないだろう。逢坂なら探そうと思えばいくらでも相手が見つかるはずだ。

　むしろ、逢坂は罪悪感を覚えているのかもしれない。雰ふん囲い気きと勢いで柚弦を抱だいたことを後こう悔かいしているのだとしたら、幾いく分ぶんは納なつ得とくがいく。

（俺が初心者だからか？）

　ビギナーを導かなくてはならないという義務感を覚えているのかもしれない。

　基本的には面めん倒どう見みのいい性格のようだし、一度手を出してしまったことで責任があると思っている可能性はある。

「沖谷」

「な、何だ？」

　急に名前を呼ばれて、ドキリとする。仕事に集中することで何とか落ち着きかけていた心臓がまた不整脈を刻み始めた。

「ちょっと休きゆう憩けい行かないか？　さすがに目が疲つかれてきた」

「そうだな、一息入れるか」

　今日は朝から会議室に籠こもり、提出する企き画かく書しよの仕上げを行っていた。各かく項こう目もくごとにメールで遣やり取りするよりも、直じかに顔を合わせて煮に詰つめたほうが早いということになったのだ。

　店内のレイアウトやコンセプトの詰つめはチームの女性陣じんに任せたのだが、思っていた以上にいいものになった。

　女性のほうが、男では気づかない細やかなところまで目が行くだろうとの判断は正解だった。隅すみ々ずみまで行き届いた気配りはさすがだと感じる。

　そういった意味では、自分はほとんど役に立っていない。頭が固いため、柔じゆう軟なんな想像力を持ち合わせていないのだ。その代わりにデータの収集や分ぶん析せきなど、数字に関することは柚弦が引き受けた。

　使用中の札をかけたまま会議室をあとにする。

　休憩室には飲み物の自じ動どう販はん売ばい機きだけでなく、エスプレッソマシンが置いてある。運営しているファミリーレストランのドリンクコーナーを模してあるのだ。

「この会社、コーヒーが美味うまいのはありがたいよな」

「食に関かかわっている会社で不味まずいものを出すわけにはいかないだろう」

　休憩室に置いてあるマシンは傘さん下かのコーヒーチェーン店でも使用しているものだ。研究班が実験の意味も兼かねて設置しているため、常に最新のものが置かれている。

「そんなことねーぞ。合がつ併ぺいする前の職場じゃ、煮詰まった泥どろ水みずみたいなコーヒーしかなかったからな」

「それは酷ひどいな」

「外食っつっても、居酒屋がメインだったからな。だからって、職場にビール置いとくわけにもいかないしな」

　雑談を交かわしながら向かった休憩室からは、先客がいるのか話し声が聞こえてきた。女性社員が多いため、ここは昼下がりになるとカフェのように賑にぎやかになる。

「コーヒー淹いれたら、会議室戻もどるか」

「そのほうがよさそうだな」

　男性社員が少ないため、どうしても共有スペースだと些いささか肩かた身みが狭せまくなる。

　彼女たちの邪じや魔まをしないよう、そっと中へ入ろうとしたそのとき、唐とう突とつに自分たちの名前が話題に上り、思わず足を止めた。

「ねー、そういえば、前から思ってたんだけど、逢坂さんと沖谷さんって怪あやしくない？」

　そっとガラス戸から中を窺うかがうと、発言者は木村だった。話を振ふられたほうも、話題の脈みやく絡らくのなさに驚おどろいていた。

「何、いきなり」

「だって、いつも二人でいるし、もしかしてホモだったりして。最近、そういうの流行はやってるっていうし、すっごく気になってたんだよね」

「あはは、何それ」

「ねえ、みんなもそう思わない？」

「そんなわけないでしょ、逢坂さんいっつも女の子大好きって云いってるし。いま二人で行動することが多いのは同じプロジェクトに関わってるんだから、当たり前じゃない」

　冗じよう談だんだと思い笑っている同どう僚りように、木村は真ま面じ目めな声こわ音ねで即そく座ざに返した。

「じゃあ、沖谷さんがホモで逢坂さんを狙ねらってるのかも」

　木村は冗談や軽口のつもりで云っているのかもしれないけれど、核心を突つかれた柚弦は顔を強こわ張ばらせた。震ふるえそうになる手を握にぎりしめると、指先は氷のように冷え切っていた。

　もし、確証を持っているのだとしたら、自分でもつい最近自覚したばかりの事実に、彼女はどうして気づいたのだろう。社内で怪しまれるような行動を取ったことは一度もないはずだ。

「何であんなこと……」

　柚弦の零こぼした呟つぶやきに、逢坂は慰なぐさめの言葉をかけてくれる。

「あれはただの負け惜おしみだ。お前に振られた腹いせだろ？」

「負け惜しみ？」

「自分の魅み力りよくがわからないのはゲイだからって云いたいんだろうよ。周りに云い訳しなきゃ、自分のプライドを保ってられないんだろ。別に証しよう拠こがあって云ってるわけじゃねーだろうから心配すんな」

　逢坂はそうフォローしてくれるけれど、続けられる言葉にどんどん血の気が引いていった。

「あの二人、急に親しくなったよね？　前は一緒にお昼行ってるところなんて見たことなかったのに、このところべったりだし」

「たしかに前はあんまり仲よくなかったっけ」

「沖谷さんって、全然女に興味ないって顔してるじゃない。合コンに誘さそったって、全然顔出さないし、浮ういた話一つないし。こんなに女子社員いるのにおかしいと思わない？　ウチって全体的に女子のレベル高いのに、絶対におかしい」

「それは、まあ、そうかもしれないけど……」

　木村以外の社員は、困った様子で苦笑いを浮かべ、曖あい昧まいな返事をしている。これ以上、彼女たちの話は聞きたくないのに、足が竦すくんで立ち去ることもできなかった。

　逢坂の云うように、気にしないのが一番だ。しかし、頭でそう理解していても、心は動どう揺ようしてしまう。

　木村は自分のプライドを守るために、てきとうなことをでっち上げているつもりなのだろう。自分の言葉の中に真実が混じっているなんて考えもしないに違ちがいない。

「でも、ほら。職場恋れん愛あいはしない主義なのかもしれないし、社外の子とつき合ってる可能性もあるんじゃない？」

「だったら、金曜に早く帰ってるはずでしょ。あんなに毎日残業してて恋こい人びとがいると思う？」

　他ほかの子が挙げた可能性を木村は強い口調で否定する。だんだんテンションが上がってきたのか、声が大きくなってきた。

「さ、さあ……そこまではちょっと……」

　木村が自分の帰宅時間までチェックしていたことを知り、鳥とり肌はだが立った。ランチに誘いに来た日も、柚弦の行動を見張り、タイミングを見計らって声をかけに来たのかと思うと怖こわくなる。

　柚弦が青ざめていると、逢坂も心配げな表情で耳打ちしてきた。

「部署違うのに、ずいぶん詳くわしいな。自宅までつけられてるってことないよな？」

「多分、ないと思うが……」

　それこそ、確信が持てない。自分があんなふうに監かん視しされていたことにすら気づいていなかったのだ。身の回りで何も起こっていないと断言はできなかった。

　いまの話だけでも充じゆう分ぶんショックが大きいのに、木村の話はこれで終わらなかった。

「そういえば、この間合コンで聞いたんだけど、ウチの社員の中で体で契けい約やく取ってる人がいるんだって」

「えー、そんなのありえないって！　ウチの会社で、わざわざ枕まくらする必要あるような契約先ってある？」

「ほら、個人経営のところはなかなか大口契約してくれないでしょ？　そういうところだと、やっぱり関係の深い担当者のところに融ゆう通ずう利きかせるんじゃないの？」

「まあ、そういう可能性はなくはないだろうけど……」

　こじつけとしか云いようのない理由づけに周囲も呆あきれた様子だった。さっきまでの賑やかさはもうなく、木村の独どく壇だん場じようとなっていた。

「でね、その社員の特とく徴ちよう訊きいてみたら、若手のイケメンって云ってたから大体見当つくよね」

「それって……沖谷さんと逢坂さんのこと云ってるの……？」

　誘ゆう導どうして同僚から引き出した名前に、木村は満足そうに声を弾はずませた。

「そうかもしれないな～ってだけ。名前まで聞いたわけじゃないから、はっきり誰だれとはわからないけど」

「ねえ、その話自体、本当にウチの会社のことなの？」

「あんまりいい加減なことは云わないほうが……」

「友達の友達から聞いたから、本当だと思うよ。わざわざ、そんな噓うそ吐つくとは思えないし」

　訝いぶかしげに問われた木村は、まるで他人ひとごとのように答えている。個人を攻こう撃げきしているだけのつもりかもしれないが、自社も貶おとしめているということまでは気づいていないらしい。

「逢坂さんもバイヤーだったときは若手なのに相当やり手だったんでしょ？　そういうのって、それなりに理由があるんじゃないかな」

「でも、逢坂さんはああいう性格だから担当が女だったら気に入られるって可能性はあるけど、沖谷さんに限ってありえなくない？　たしかに顔は綺き麗れいだけど、そういう小器用なことできる人には見えないけど……」

「相手から持ちかけられたら、断れないでしょ。いつでも仕事優先って感じだし、仕事のためなら何でもしそう。それに本当にホモだったら、取引先の人が男でもむしろ大だい歓かん迎げいって感じじゃない？」

「……ッ」

　腹いせの憶おく測そくだとしても、あまりに失礼な物云いだ。言葉にならないほどの憤いきどおりを感じたけれど、訂てい正せいのために踏ふみ込む勇気は持てなかった。

　噓うそやごまかしが苦手な柚弦では、反論しても墓ぼ穴けつを掘ほりかねない。体で仕事を取ったことなど一度もないが、ゲイであることは本当だ。

「……行こう、逢坂。コーヒーなら、俺が外で買ってくるから」

　小声でそう告げ、来た道を引き返そうとしたけれど、逢坂が踵きびすを返すことはなかった。

「───悪い、ちょっと黙だまってられねーわ」

「は？」

　気にするなと云っていた逢坂のほうが、よほど険しい表情になっている。逢坂でもこんな顔をするのかと驚きを隠かくせなかった。

「お、おい、何をする気だ」

「一言云ってくる」

「逢坂!?」

　引き止めようとしたけれど、逢坂はそれよりも速く休きゆう憩けい室のドアを開け、木村たちの前に姿を見せる。思わず追いかけてしまい、柚弦まで足を踏み入れてしまった。

「逢坂さん…!?」

　柚弦たちが姿を現すと、かしましいお喋しやべりで満たされていた室内が一気に静まり返った。

「本人がいないところで陰かげ口ぐちは感心しないな。陰口ってそういうもんだけど、さすがに内容が酷ひどすぎないか？　何の証拠もない出任せ並べて本当のことみたいに云うのは、性格悪いだろ」

　逢坂が女性に対してキツい物云いをするのを見るのは、これが初めてだった。この場にいるほとんどの社員が気まずげに俯うつむいている。その中で、木村だけは強気に反論してきた。

「立ち聞きするほうも性格悪いんじゃないですか？」

「聞くつもりはなかったけど、休憩室であんな大声で話してたら誰にだって聞こえるだろ。少しは場所を考えろよ。それとも、会社中にいまのでっちあげた噂うわさをばらまきたかったとか？」

「……っ」

　木村は逢坂の問いに、顔を真っ赤にして押し黙った。無言なのは、逢坂の指し摘てきが図星だった証拠だろう。

「やっぱり、それが目的だったんだ。よくもまあ、あんなてきとうなことを聞いてきたみたいに話すよな。沖谷に振ふられたことへの復ふく讐しゆう？」

「わ、私は本当に聞いたんです！　それが噓かどうかなんて、私には関係ありませんから」

　往生際ぎわ悪く責任転てん嫁かしようとする木村を、逢坂はさらに追つい及きゆうした。

「じゃあ、誰に聞いたの？　会社名と名前を教えてよ。本人に確かめるから」

「個人情報は他言できません」

「誹ひ謗ぼう中傷は簡単にするくせに、そういうことは気にするんだ。自分には関係ないことなら、面おも白しろおかしく人を貶めるようなこと云いっていいわけ？」

　逢坂の冷ややかな指摘に、負け惜おしみのような言葉を返してくる。

「そっちこそそんなにムキになるなんて、本当にホモなんじゃないんですか？　沖谷さんが黙ってるのも何だか怪あやしいですよね」

「……っ」

　蔑さげすむような眼まな差ざしと嘲あざ笑わらうような口調に、小さく息を吞のんだ。

　ここにいるのは、本当に自分に「好き」だと云ってきた木村なのだろうか。悪意すら感じる声こわ音ねに、背筋が寒くなった。

　マイノリティな性せい癖へきを恥はじているわけではないけれど、大っぴらに宣言できることでもない。返答に詰つまっていたら、逢坂が代わりにしれっと答えた。

「そうだな、根も葉もない噂を流すような女よりは、男の沖谷のほうがいいかもね。そこらへんの女の子よりも綺麗な顔してるし、性格も歪ゆがんでないし、意外とイケるかもな」

「！」

　木村に向けられた冷れい徹てつな眼差しは、柚弦から見ても怖かった。張り詰めた空気の中、逢坂は乾かわいた笑いを零こぼした。

「だって、そうだろ？　俺たちにだって選ぶ権利はあるんだからさ」

「な……っ」

　逢坂が投げつけた言葉に、木村は顔を真っ赤にして、先日と同じように勢いよくこの場を去っていった。

　残されたのは気まずく重い沈ちん黙もくだった。微び妙みような雰ふん囲い気きになった場を取り持つために、逢坂はその場に残っていた社員たちに深々と頭を下げる。

「お騒さわがせして、申し訳ありませんでした」

「お前が悪いわけじゃない。全部、俺の責任だ。頭を上げてくれ。本当に悪かった！」

　木村があんなことを云い出したのは、柚弦の対応がよくなかったことが原因だ。柚弦は逢坂の頭を上げさせ、腰こしを折って謝った。

「勝手にケンカを売ったのは俺だ。沖谷はただの被ひ害がい者しやだろ」

　二人で押し問答していたら、その場に残っていた女子社員たちが揃そろって謝ってきた。

「ごめんなさい！」

「私たちもすみませんでした！　本当なら私たちが諫いさめるべきだったのに」

「わかってたんです、あの子があんなこと云い出した理由……」

「彼女の言葉を信じてたわけじゃないんです。ただ、ああいう話をして気が治まるならいいかって思って。惚ほれっぽくて移り気な子だから───」

「本当にごめんなさい！　逢坂さんたちの気持ちを全然考えてませんでした」

　どうやら、逢坂が云っていたとおり、柚弦が木村の告白を断ったことは女子社員のほとんどに知られていたようだ。

　失しつ恋れんして機き嫌げんが悪くなっている木村の気が晴れるならと、過激とも云える噂うわさ話ばなしを聞き流していたのだろう。

　申し訳なさそうな顔をしている面々に、逢坂は柔やわらかな笑え顔がおを向ける。　>>>♥

「彼女の云ったことが真実じゃないってわかってくれれば、それでいいよ。こんなに真ま面じ目めに仕事してるのに、ズルしたなんて思われたら俺たち浮うかばれないよ」

「逢坂さん、それは亡なくなった人に遣う言葉ですよ」

「あれ？　そういえばそうだな」

　一様に表情を強こわ張ばらせていた彼女たちに笑いが起こった。逢坂は空気を変えるのが本当に上手うまい。

「沖谷も気にしてないよな？　そりゃ、ちょっとびっくりしたけどさ」

「あ、ああ、もちろん」

　逢坂に目配せされ、先日云われた注意を思い出す。

（笑顔……）

　ぎこちないながらも口元をどうにか綻ほころばせると、皆みな、目を丸くして驚おどろいていたけれど、感かん触しよくは悪くないようだった。

「木村さんの取った行動はともかく、気持ちは理解できなくもない。こいつも無む駄だにバカ正直だからな。現場を見てたわけじゃないけど、大体想像はつくよ」

　逢坂は、わざとらしくため息を吐つきながら、肩かたを竦すくめてみせる。柚弦からしたら演技が入りすぎているように見えるけれど、周囲の子たちは真しん剣けんな顔で耳を傾かたむけていた。

「彼女に俺らが何か話してもやぶ蛇へびになるだけだから、申し訳ないけどフォローしておいてくれないかな？」

「はい、任せて下さい」

「ありがとう。助かる」

　逢坂は張り詰めた空気を一変させ、鮮あざやかに皆の気持ちを摑つかんでしまった。こんなふうに頼たのまれたら、誰だれだって嫌いやだとは云わない。

（……真実も混じってたんだけどな）

　心の中で、自じ嘲ちよう気味に呟つぶやく。彼女たちに噓を吐いていることに少し胸が痛んだけれど、柚弦は何とか笑みを浮かべてごまかした。










「……すまない」

「何が？」

　コーヒーを淹いれて戻もどった会議室で、柚弦は改めて逢坂に頭を下げた。

「俺のことで矢面に立たせてしまって……」

　情けないことに、場の雰囲気に吞のまれてまともに発言できなかった。その上、気まずくなった社員たちのフォローまで逢坂にしてもらってしまった。

　悄しよう然ぜんとしている柚弦に対し、逢坂は事もなげに云い放つ。

「別に。あの女が胸くそ悪かっただけだ。俺が我が慢まんきかなかっただけだよ。云いたいこと云って、すっきりした。お前を巻き込んじまって悪かったな」

　飽あくまで自分のためだと嘯うそぶく逢坂に、胸が締しめつけられる。逢坂のことも云われていたけれど、主なターゲットは柚弦だった。

「しかし、今度は逢坂が恨うらまれることになるんじゃ……」

　告白の返事が意に染まないものだったからと云って、あんな噂話を社内で云いふらそうとしてきたくらいだ。

　正面切って云い負かされてしまったいま、柚弦以上に逢坂を恨んでいるに違ちがいない。今度はいったい何をしかけてくるかと思うと平静ではいられなかった。

「俺にケンカ売ってくるなら、そのほうがありがたい。受けて立ってやるよ。今回ばかりはこっちに分があるんだ。さっきの子たちは事情を知ってるわけだし、俺が一方的に悪者になることはないはずだからな」

「しかし……」

「気にすんなって。俺のほうがこういうことには慣れてるんだから、沖谷が心配する必要はねーよ。つーかさ、どうせ云ってくれるなら、詫わびじゃなくて礼がよかったな」

　逢坂の言葉に、はっとした。申し訳なさが先に立ち、謝罪をしなければという気持ちばかりだったけれど、逢坂の云うように告げる言葉が違っていた。

「……そうだな、訂てい正せいする。ありがとう。本当に感謝してる」

「どーいたしまして。さっきのことはもう忘れちまえ。お前が気にしてたら、他ほかの子たちだって気き兼がねする」

「……ああ」

「さてと。余計なところで時間食っちまったからな。これ飲んだら、さっさと再開すっか」

　そう云って、逢坂はさっきと同じ席に座り、淹れてきたばかりのコーヒーに口をつける。猫ねこ舌じたなのか、熱さに顔を顰しかめていた。

　柚弦も何食わぬ顔で腰を下ろしたけれど、胸の内は嵐あらしの海のように激しく揺ゆれていた。

　木村の言葉を気にしていないなんて噓うそだ。

　こんなにも動どう揺ようしているのは、彼女の憶おく測そくが的を射ている部分があったからだろう。

　もし本当に、彼女がずっと自分を見張っていたのだとしたら、自分でも気づかない無意識の行動を見られていたのかもしれない。

　───沖谷さんがホモで逢坂さんを狙ねらってるのかも。

　あの言葉が柚弦の耳から離はなれない。いま、自分は逢坂にどんな顔を見せているのだろう。彼女の云いうように、不純な気持ちを抱いだいているのだろうか。

　こんなにも自分の心がわからないのは、初めてのことだった。

「どうしたんだ、沖谷。ぼうっとしてるけど、大だい丈じよう夫ぶか？　やっぱり、気にするなって云っても無理だよな。もう少し休きゆう憩けいしてるか？」

「いや、大丈夫だ。始めようか」

　頭の中に渦うず巻まく考えを無む理り矢や理り脇わきに避よけ、目の前の仕事に意識を向ける。

　この気持ちは誰にも知られるわけにはいかない。気づかれないように隠かくし続けていれば、いつかなかったものにできるだろう。

　スリープ状態にしていたノートＰＣを立ち上げ、強ごう引いんに気持ちを切り替かえた。
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「……早すぎたか」

　今日の待ち合わせの相手は、仁美だ。今日会う目的は近きん況きよう報告と相談だ。

　悩なやみを相談できる相手など、柚弦の知る中では仁美を置いて他にはいない。

　本来なら逢坂が適任なのだろうが、悩みの種である本人に打ち明けるわけにもいかず、仁美を呼び出すことにしたのだ。

（……驚くだろうか）

　仁美の指し摘てきどおり、異性には興味を持てない性質だったということまでは、連れん絡らくを取ったときに報告してあるけれど、好きになってしまったかもしれない相手がいるところまでは話していない。

　しかもそれが、大学生のときからの天敵である逢坂だと知ったら、仁美はどんな顔をするだろう。逢坂についての不満や愚ぐ痴ちは、何度か告げたことがある。きっと、何があったのかと根ね掘ほり葉は掘ほり訊いてくるに違いない。

　もちろん、体の関係を持ったことは黙だまっているつもりだ。接近するきっかけになった夜の話をしたら、いらぬ心配をさせてしまいかねない。

　駅の改札前、人の流れの邪じや魔まにならないような場所に立ち、腕うで時ど計けいで時間を確かく認にんしようとしたとき、ポケットの中の携けい帯たい電話が震ふるえた。

　画面に表示された名前が仁美だと確認し、通話をオンにする。

「いま、どこだ？」

『ごめん！　今日は仕事が終わらなくて間に合わなそうなの』

　前置きなく、勢いよく謝られた。昼、連絡を取ったときには定時に上がれると云っていたのだが、目算が狂くるったか不意の仕事が増えたかしたのだろう。

「そうか。なら、どうする？　どこかで時間を潰つぶしていればいいか？」

『うーん、どのくらいで終わるかわかんないから、また今度で大丈夫？』

「そうか、わかった」

　仕事だというなら、仕方がない。とくに急ぐ内容でもないし、日を改めて相談するしかないだろう。ただ、柚弦が一人思い悩む時間が長くなるというだけで。

『ホントにごめんね！　今度、埋うめ合わせするから！』

「気にしなくていい。あまり無理するなよ」

『わかってる、ありがとう。柚弦も気をつけて帰ってね』

　本当に忙いそがしいのか、仁美は早口で捲まくし立て、柚弦の返事を待たずに通話を切った。

　柚弦は通信の切れた携帯電話をしばらく見つめたあと、ため息を一つ吐ついてそれをポケットに押し込んだ。

「……帰るか」

　相談相手がいなくなった以上、一人で食事に行っても仕方がない。デパートの地下で惣そう菜ざいを買って帰宅しようと足を踏ふみ出しかけ、ふと思い直した。

「そうだ」

　相談できそうな人がもう一人いた。〈Quartett〉の店長の類だ。きっと、彼なら恋れん愛あい相談は受け慣れているだろう。

　逢坂があれだけ信しん頼らいを寄せているのだから、彼のことは信じることができる。ただ、突とつ然ぜん悩み相談をされるほうは迷めい惑わくかもしれないが。

　二度しか顔を合わせたことがない相手だけれど、今回ばかりは背に腹は替えられない。気は引けたけれど、思い切って足を運んでみることにした。










　初めて来たときのように深呼吸を繰くり返し、重たい金属の扉とびらに手をかけた。暖かな空気の満ちた店内に恐おそる恐る足を踏み入れる。

「いらっしゃいませ。あれ、君はこの間の……」

「沖谷です」

　姿勢を正し名前を告げると、先日と変わらない優やさしげな笑えみを向けられた。

「そうそう、沖谷くん。今日は一人なの？」

「……はい」

　逢坂と一いつ緒しよにいないことを不思議に思っているのだろう。

　カウンターに座り、相談を切り出すタイミングを見計らいたかったけれど、今日は常連客と思おぼしき数人が真ん中に陣じん取どり、盛り上がっていた。

「今日はちょっとうるさいけどゆっくりしていって下さい。飲み物はどうしますか？」

「あ……この間と同じものをお願いします」

「はい。じゃあ、好きな席でお待ち下さいね」

　カウンター席は諦あきらめ、仕方なく壁かべ際ぎわのスツールに腰こしかけた。何ごとにおいても間が悪い日というものはある。きっと、今日がそういう日だったのだろう。

（一杯ぱい飲んで無理そうだったら、今日のところは帰るか）

　ウェイターが運んできたカクテルをゆっくり飲んでいると、通りすぎようとした客の一人がふと足を止めた。驚おどろいた様子で振ふり返り、柚弦の名前を呼んできた。

「沖谷？」

「え？」

　この手の店に来るような知り合いは、逢坂の他ほかにはいないはず。そう思って顔を上げた柚弦は、初めてここへ来た日のことを思い出した。

　あの日、鉢はち合わせた知り合いは逢坂だけでなく、その友人の芳賀も一緒にいた。

「驚いたな、沖谷がまたここに来るなんて思わなかった。今日は一人？」

「ああ、そうだ。君は───」

　大学の同期ということで顔は知っているけれど、言葉を交かわしたことはほとんどない。

「芳賀でいいよ。同い年なんだし呼び捨てで」

　何と呼べばいいかわからずに言葉を選んでいたら、彼のほうからそう云ってきた。そして、まるで数年来の友人のように当たり前の顔をして、柚弦の正面に座った。

「実はずっと前から、沖谷と話をしてみたいと思ってたんだ」

　話をしたいと云われても、どんな話をすればいいのか何も思いつかない。芳賀は微笑ほほえみを浮うかべながら、柚弦を見つめるばかりだ。終わりの見えない沈ちん黙もくが居たたまれず、さっき柚弦に対して投げかけられたのと同じ質問を口にする。

「芳賀は一人で来ているのか？」

「うん、恋こい人びとと別れたばかりだから、新しい出で逢あいを求めてね」

「そうだったのか……。すまない、無神経な質問をしてしまって」

「ああ、気を遣つかわなくていいよ。別に引き摺ずってはいないから。ただ、一人でいるのが淋さびしくて、ついこうして飲みに来ちゃうんだ」

「どうして別れたのか訊きいてもいいだろうか？」

「一言で云いえばすれ違ちがいかな。職種が違うせいで生活リズムが合わなくて、いつの間にか気持ちもズレていってダメになってた。最初のうちはお互たがいにがんばって合わせようとしてたんだけどね」

「つまり、嫌きらいになって別れたわけではないんだな」

「嫌いじゃないよ。でも、もうダメだって思ったんだ。恋人を長く続けるのって難しいよ。そう考えると、朋弥みたいに一夜限りの相手と遊んでるほうがいいのかもな」

「……っ」

　急に逢坂の名前が出て、ぎくりとした。動どう揺ように気づかれないよう、無む理り矢や理り表情を取り繕つくろう。しかし、続けられた指摘に目を泳がせてしまった。

「沖谷はどうして今日〈Quartett〉に？　もしかして、類さんに相談に乗ってもらいに来たとか？」

「どうして、それを……」

　図星を指されて驚いていると、芳賀は肩かたを震わせて笑った。

「そんなに悩ましい顔してたらわかるって。そんなんじゃ、すぐに悪いやつに騙だまされるよ」

「き、気をつけるようにする」

　感情がわかりにくい顔だと云われることは多いけれど、考えていることが顔に出ていると云われたのは初めてだ。

（逢坂にも気づかれているんだろうか……）

　今日は用事があると云って、逢坂の誘さそいを断って退社してきたのだが、いま思えば訝いぶかしげな眼まな差ざしを向けられていた気もする。

　自分の言動を思い返し、反省していたら、芳賀はさらに核かく心しんを突ついてきた。

「相談って、朋弥のこと？」

「！」

「やっぱりね。一人で来てるから、そうじゃないかと思った。でも、今日はちょっと無理そうだね。あの人たち、飲み始めたら長いから。あ、そうだ。よかったら、僕が相談に乗ろうか？」

　息を吞のんだ柚弦に、芳賀は得心したと云わんばかりの顔で頷うなずいた。ろくに話をしたこともなかった相手に見み抜ぬかれてしまったことには困こん惑わくしつつも、芳賀の申し出は丁てい重ちように断った。

「いや、けっこうだ。人に話してどうにかなるようなことではない」

「話すだけで気が楽になることもあるよ。朋弥とはつき合いも長いし、アドバイスできるかもよ？　類さんが知らないようなことも知ってるし、興味ない？」

「君からそういった話を聞くつもりはない」

　柚弦の悩なやみは、逢坂に対しての気持ちが何なのかということだ。逢坂自身の過去は関係ない。

　興味がないと云えば噓うそになる。しかし、本人が積極的に語らないプライベートを他人から聞くのはいいことではない。

「本当に気にならない？　どんなタイプが好みだとか、『本命』がどういう人なのかとか」

「逢坂の『本命』を知ってるのか？」

　芳賀からは聞くべきではないと思っているのに、反射的に問い返してしまった。

「まあね、伊達だてにつき合いは長くないからね。大学のときから、ずっと同じやつのことが好きみたいだな。僕たちとは違ってノンケだから、告白もできないって云ってた。最近はその話しないけど」

「……そうか」

　先日、類が話していたのは本当のことだったようだ。

　あのとき、逢坂はやけに慌あわてた様子で取り繕っていた。一いつ瞬しゆんだけ見せた素すの表情は、『本命』への純じゆん粋すいな気持ちの表れだったのだろう。

「前に『いっそ当たって砕くだけたら？』って云ってやったんだけど、砕けるのがわかってるのにそんなことできるかって、柄がらにもなく弱音吐いてたな。それだけ本気ってことだろうけど」

「────」

　逢坂の恋こいの話を聞くと、落ち着かない気分になる。やりきれない気持ちをごまかしたくて、カクテルを一気に飲み干した。

「すいぶん、飲みっぷりがいいね。───あ、すみません、同じのをお願いします───あんなにモテるのに勿もつ体たいないよな。振り向いてもくれない男に恋し続けるなんて不毛だと思わない？」

「……そう…だな……」

　逢坂に向けての言葉だとわかっているのに、柚弦の胸にも深く突き刺さった。血の気が引き、首の後ろが冷えていく。

「顔色が悪いよ。体調悪いんじゃない？」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「無理しないほうがいいよ。ほら、こんなに手も冷たくなってるし」

　テーブルに乗せていた手をさりげなく握にぎられる。芳賀の手の温かさで、自分の指先が冷えきっていることに気づかされた。

（……あれ……？）

　逢坂に触ふれられると、微かすかな接せつ触しよくにさえ動揺してしまうのに、芳賀に強く手を握られても何も感じなかった。

　何も感じないからと云って、芳賀に手を握られたままでいるのは気まずい。柚弦はやんわりと自分の手を引き抜ぬき、会計のために財さい布ふを取り出した。

「今日はもう帰るよ」

　スツールから下り、通りかかったウェイターにカクテルの代金を支し払はらう。お釣つりは断り、まっすぐ出口へと向かった。

「少し休んでいったほうがいい。そんな顔色で外に出て、どこかで倒たおれたらどうするんだ」

「店に迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。具合が悪くなるようなら、タクシーを捕つかまえて帰るよ。今日は色々とありがとう」

　心配してくれるのはありがたいが、柚弦ももう子供ではない。引き止めてくる芳賀に礼を告げ、店をあとにした。駅に向かおうとしていたところ、芳賀が柚弦を追いかけてきた。

「ちょっと待った。せめて、駅まで送っていくよ。このへん、質たちの悪いやつも多いからね。それに僕も同じ方向だからついでみたいなものだし一いつ緒しよに帰ろうよ」

　芳賀の言葉に、先日遭そう遇ぐうした話の通じない男のことを思い出した。あのときは逢坂に助けてもらったが、また同じような目に遭あわないとも限らない。

　同じ方向へ帰るのなら、と芳賀の申し出を受けることにした。

「……わかった。それならば構わない」

「じゃあ、行こうか。近道を知ってるから、ついてきて」

　芳賀は柚弦の腰こしに手を回し、どこかへ導こうとしてくる。撫なでるような触さわり方が何となく嫌いやで、さりげなく体を引く。

　芳賀のほうもそれ以上強ごう引いんに触れてくることはなかったけれど、妙みように近い位置を歩いている。すれ違う人ひと影かげもほとんどない道だというのに、何度も肩が触れる。

　そうこうしているうちに、周囲の雰ふん囲い気きが怪あやしくなってきた。どう考えても駅に向かっているようには思えない。

（ここって、いわゆるホテル街か……？）

　以前、逢坂に連れて行かれたところとは違うけれど、立ち並ぶ建物はそういった宿しゆく泊はく施し設せつだろう。疑いの気持ちが込み上げてくるたびに、通りすぎるだけだと自分に云い聞かせる。

「……どこに向かってるんだ？」

「ちょっと休めるところを知ってるから、そこに連れてってあげようと思って。静かでゆっくりできるところだし、体調がよくなってから帰ればいいんだから」

「休む必要はない。もう気分もよくなった」

　いま自分がどこにいるのかはわからないが、来た道を戻もどれば人ひと気けのある場所に出られるはずだ。さりげなく離はなれようとしたけれど、穏おだやかな笑えみで肩に手を置かれ、後あと退ずさる足が止まってしまった。

「無理しないでいいよ。まだ顔色がよくないよ？」

「…………」

　顔色が冴さえないのは、芳賀に対しての疑いが晴れないからだ。しかし、彼は逢坂の友人だ。わざわざ柚弦を騙だましてホテルに連れ込むような真似まねをするはずがない。

　不安が込み上げてくるたびに、何度も打ち消していたけれど、やがて芳賀は立ち並ぶ建物の一つの前で足を止めた。

「じゃ、ここに入ろっか」

　いわゆるラブホテルといった外観ではなく、一見瀟しよう洒しやな旅館のように見えるけれど、さりげなく掲けい示じされている料金表に確信した。

「───帰らせてもらう」

「さっきよりも顔色悪いよ。大丈夫何もしないから。少しだけ休んでいけばいい」

「放してくれ」

　普ふ段だんは察しの悪い柚弦にも、自分の身に危険が迫せまっていることはわかった。芳賀の表情に悪意が見えないのは、悪いことをしているつもりがないからなのだろう。

「そんなに身構えなくていいのに……って云いっても無理か。君の場合、正直に云ったほうがいいかな。僕としてみない？」

「遠えん慮りよする」

「そう云わずに、試ためしてみてよ。何が怖こわいの？」

「怖いわけでは───」

　感じているのは恐きよう怖ふではなく困こん惑わくだ。簡単に騙されてしまった自分に対しての憤いきどおりはあったけれど、それ以上に性的な対象として扱あつかわれていることに戸と惑まどっていた。

　男の体は、気持ちが伴ともなわなくても反応することもある。それは生まれつき持ち合わせた本能だ。そのため男同士の場合、体だけの関係を結ぶことが多いと、どこかの記事で読んだ。

　それについては理解はできる。しかし、理解できるのと自分が同じように行動するかは別問題だ。快楽を求めて、不特定の人間と触れ合うなんて考えられない。

「勿体ぶらなくてもいいのに。朋弥とはもう寝ねたんだろ？」

「あいつから聞いたのか!?」

　反射的に訊きき返してしまった柚弦に、芳賀は笑みを深くする。

「やっぱりね。この間とは全然雰囲気が違ちがってたから、そうかなと思って鎌かまをかけてみたんだ」

「……っ」

　どうやら、芳賀に鎌をかけられたらしい。容易に引っかかってしまった自分に恥はじ入り、歯は嚙がみする。

「経験は多いほうが実りある人生になると思わない？　相あい性しようが悪かったら一度でやめればいいんだし、もし気持ちよかったらたまに遊ぶ仲になればいいし」

「それはセフレというやつか？」

「へえ、そういう言葉も知ってるんだ。話が早い」

　初めての夜、逢坂にもそういう関係にならないかと誘さそわれた。当然のように断ったのだが、芳賀にまで同じようなことを云われるとは思わなかった。

「もしかして、あいつとはいまそういう関係？」

「────」

　否定も肯こう定ていもできなかった。逢坂とは二度関係を持った。一度目は自分を試す意味で、そして、二度目は抗あらがいきれない快感に流されて。

　逢坂との関係は同どう僚りよう以上、友人未満でしかない。そんな相手とは普ふ通つう、肉体関係を持つことはない。柚弦の感覚では、気持ちの伴わない性せい行こう為いは不ふ謹きん慎しんなものだ。

　だからこそ、こうして戸惑っているのだろう。彼に対しての気持ちがどんなものなのか、自分でも知りたかった。

「じゃあ、僕ともしてみようよ。朋弥とするより気持ちいいかもしれないし、相性いいかもよ」

「しかし……」

　逢坂以外とは経験のない柚弦は、自信に満ちた芳賀の言葉を否定する材料を持ち合わせていなかった。

「とりあえず、一口だけ味見してみる？」

「え？」

　告げられた意味がわからず、瞬まばたきをした次の瞬しゆん間かん、芳賀に唇くちびるを塞ふさがれていた。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろき、呆ぼう然ぜんとしていたけれど、口こう腔こうに入り込んできたぬるりとした感かん触しよくに背筋に悪お寒かんが走り抜けた。それは一秒も我が慢まんできないほどの嫌けん悪お感かんだった。

「やめろ……ッ」　>>>♥

　柚弦は芳賀を力一杯突つき飛ばした。唇に残る不快感を手の甲こうで何度も拭ぬぐう。

　舌が触ふれた瞬間、吐はき気すら込み上げてきた。芳賀に対しては何の感情も抱いだいていない。逢坂の友人という意識しかないにも拘かかわらず、体が拒きよ否ひ反応を起こした。

　逢坂に触れられると背筋が震ふるえ、キスされると全身が蕩とろけたようになる。あれは彼が『特別』であるが故ゆえの反応だったのだろう。

（……やっと、わかった）

　たったいま、唐とう突とつにわかってしまった。最近、ずっと柚弦を悩なやませていた感情の正体に。

　この気持ちは、恋こいだ。

　胸が苦しくて、痛くて、切なくて───無性に焦こがれるようなこの想おもいはきっと恋れん愛あいのそれなのだろう。

　生まれて初めて関係を持ってしまった相手だから、そのせいで意識しているだけかもしれない。そんなふうに考えたりもしたけれど、それだけではこの胸の高鳴りの理由にはならない。

　初めはあんなに苦手で毛け嫌ぎらいしていた相手だったはずなのに、いったいいつの間に正反対の感情に変化してしまったのだろうか。

　恋愛に対しての漠ばく然ぜんとした憧あこがれのようなものはあったけれど、逢坂に対してこんな気持ちを抱くようになるなんて、想像もしていなかった。

「キスは嫌きらい？」

「そうではない。君とはしたくないだけだ」

　正確に云うなら、『逢坂以外とは』したくない。何度も拭っているのに、唇に残る感触はまだ気持ちが悪い。

「朋弥とは寝たのに？　そんなに朋弥としたのは気持ちよかった？」

「……っ」

　赤せき裸ら々らな問いかけに顔が赤くなる。そんな柚弦の反応に、芳賀はやや鼻白んだ表情になった。

「ふぅん、そんなによかったんだ。でも、僕もかなり上手うまいと思うけどな。朋弥より僕がいいっていう子もいたし」

「え……？」

「こういう世界も狭せまいから。沖谷は朋弥が初めてだったんだろ？　たまたま相性よくて気持ちよかったのかもしれないけど、もっと経験してみてもいいんじゃない？」

　逢坂が遊んでいたことはわかっている。けれど、友人である芳賀の口から聞くリアルな話は重みが違った。

　血の気が引き、砂を嚙かんだような不快感が胸に広がる。自分の中にこんなに黒い感情が存在していたなんて知らなかった。

　強こわ張ばった体が動かせない。芳賀は呆然と立ち尽つくす柚弦の肩かたを抱だき寄せ、囁ささやいてくる。

「じゃあ、行こうか」

「────」

　ホテルの入り口へと促うながされているにも拘わらず、ショックが拭えずに抗うことができない。もう少しで敷しき地ちに足を踏ふみ入れてしまうというところで、背後から剣けん吞のんな声が聞こえてきた。

「その手を放せ」

「……！」

　よく知っているその声に振ふり返ると、息を切らせた逢坂がそこに立っていた。状じよう況きようが読めずに目を瞬いていたら、芳賀から引き剝はがされ、逢坂の後ろへと押しやられた。

「お、逢坂…っ」

「まさか同意の上じゃないだろうな？」

「ちがっ……！」

　柚弦の答えに逢坂は少しほっとした表情になったが、すぐにまた厳しい顔をして芳賀を睨ねめつける。

「こんなところで奇き遇ぐうだな、朋弥」

　逢坂の登場に、芳賀は少しも驚いていない。

「何が奇遇だ。お前が沖谷を連れて出ていったって、類さんから連れん絡らくもらって追ってきたんだよ。絶対に食うつもりだろうって」

「え……？」

「類さんにはバレバレか。あーあ、もうちょっとだったのに。残念。でも、よく見つけられたな」

　わざとらしく肩を竦すくめてみせる芳賀に、逢坂はいつになく怖こわい顔で凄すごんだ。

「お前の常宿はわかってんだよ。章介、こいつには手ぇ出すなっつっただろ」

「一人で来てたから、お前とは上手くいかなかったのかと思ったんだよ。手を出されたくないんなら、とっとと決着つけとけよ」

「うるせえ、お前に口出しされたくない。沖谷には二度とちょっかい出すんじゃねーぞ！」

「はいはい、わかった。わかりましたよ」

　本気で威い圧あつする逢坂に、芳賀は降参とばかりに両手を挙げる。その態度に溜りゆう飲いんが下がったのか、柚弦の手を引いて早足で歩き出した。

「行くぞ、沖谷」

「行くって……おい、どこに行くんだ？」

「どこでもいい、あいつがいないところならな」

　一刻も早く、柚弦を芳賀から引き離はなしたいらしい。再び危機を救ってもらったことには感謝しているけれど、今日は複雑な気持ちもあった。

　ずんずんと前を歩く逢坂の顔は見えない。いま、何を考えているのだろうか。少なくとも、何も知らない子供のように騙だまされ、ホテルに連れ込まれそうになった柚弦に呆あきれているに違ちがいない。

（でも、どうして逢坂に連絡が行ったんだろう？）

　今日のことは、云いうなれば自じ業ごう自得だ。柚弦が襲おそわれようが、類にも逢坂にも関係がない。

「───何故なぜ来たんだ？」

「お前の身が危ないと思ったからだよ！」

「そうではなくて、理由を訊きいているんだ。そもそも、どうして俺のことでお前に連絡が行くんだ？」

「類さんに頼たのんでおいたからに決まってるだろ」

「いや、だから……」

　柚弦が知りたいのは、そういうことではない。しかし、苛いら立だった様子の逢坂に訊いても、望む答えは返ってこないだろうと諦あきらめた。

「……ったく、少し目を離すとすぐこれだ。何もされてないだろうな？」

　どうして逢坂にそんなことを詰きつ問もんされなければならないのかと思いながらも、正直に告げた。

「……キスをされた」

　柚弦の答えに、逢坂はぴたりと足を止めた。そして、さっき以上に怖い顔で振り返り、詰つめ寄ってくる。

「いま、何て云った」

「芳賀にキスをされたと云ったんだ」

「あンの野や郎ろう……っ」

　歯ぎしりの音が聞こえてきそうなほど、逢坂は怒いかりに顔を歪ゆがめた。逢坂が怒おこっている理由がわからず戸と惑まどっていると、抱き寄せられ、嚙みつくように口づけられた。

「ん……!?」

　捻ねじ込まれた舌が口の中を搔かき回し、芳賀の感触を消していく。

　やはり、逢坂のキスは気持ち悪くない。触れているところから蕩けていくような感覚───初めてのときから、噓うそみたいに気持ちよかった。

（……やっぱり、そうだったのか）

　さっき自覚したばかりの感情を再さい確かく認にんする。好きだから、だったのだ。

　キスにもセックスにも嫌悪感を抱くことがなかったのは、とっくに惹ひかれていたからだったのだろう。逢坂の揶や揄ゆに無む性しように苛立ち、一挙一動が目について仕方なかったのも、そのせいだったに違いない。

　今日の逢坂は、いつもより荒あらっぽかった。息いき継つぎをする間も与あたえてはもらえず、酸欠で頭がぼうっとしてくる。息苦しさに耐たえきれなくなり身み動じろぐと、ようやく唇くちびるを解放してもらえた。

「……っは……」

「───悪い、こんなところで。つい、頭に血が上った」

　気まずそうな表情で謝罪と云い訳を口にする。人ひと気けがなかったのは幸いだが、いま自分たちがいるのは公道だということを柚弦もすっかり忘れていた。

「いや……」

　どうして逢坂は、自分にキスをしたのだろう。

　芳賀の口車に乗ってホテルに連れ込まれそうになった浅はかさに憤いきどおる気持ちはわかるけれど、だからと云ってキスをしてくる理由にはならない。

　衝しよう動どう的にと云われればそれまでだが、柚弦の心は嵐あらしの海に浮うかぶ小こ舟ぶねのように心こころ許もとなく、激しく翻ほん弄ろうされていた。

（本命がいるくせに）

　逢坂が何年も想おもう相手とは、どんな人なのだろう。片想いのまま、諦めきれずに想い続けているということは、それだけ深い愛情を抱いだいているということだ。

「帰ろう。今日は家まで送っていく」

「……っ」

　握にぎられた手が熱かった。

　こんなふうに触ふれられていたら、どんなに隠かくしていても気持ちが伝わってしまうのではないだろうか。そんな不ふ安あんに駆かられ、柚弦は逢坂の手を振り払はらった。

「沖谷？」

　柚弦の行動に驚おどろいている様子の逢坂に、気持ちとは逆の言葉を音にする。

「───もう俺には構わないでくれ」

「は？　いきなり、何なんだ」

　怪け訝げんな顔をしている逢坂から目を逸そらし、収しゆう拾しゆうのつかない感情を投げつけるように吐はき出していく。

「逢坂にとっては遊びでも、俺にはそんなふうには思えない」

「ちょっと落ち着け。何の話をしてるんだ？　遊びってどういうことだ？　章介に何か云われたのか？」

「そうじゃない、わからなかったことが、やっとわかっただけだ」

「どういう意味だ？」

「ずっと、自分の気持ちがわからなくて不安だった。だから、誰だれかに相談したくて〈Quartett〉に行ったんだ。結局、相談はできなかったけど……さっきわかった」

「わかったって何が」

　要領を得ない柚弦の話を、逢坂は辛しん抱ぼう強く聞いてくれる。

「何とも思っていない相手に触れられて、あんなふうに感じるはずがないって」

　芳賀に手を握られても何とも思わなかったし、腰こしを抱かれたときは不快感さえ覚えた。胸が高鳴り、震ふるえるのはやはり逢坂が柚弦にとって『特別』だからだ。

「いつの間にか───いや、初めて会ったときから───」

　思わず目で追ってしまうのも、からかいの言葉に過か剰じように反応してしまうのも、そういった意味で気になっていたからだろう。

　唇を濡ぬらし、呼吸を整え、一息に告げる。

「俺はお前が好きだ。だから、俺にはもう関かかわらないでくれ」

　───云ってしまった。

　気持ちを告げたところで、どうなるわけでもない。けれど、失しつ恋れんがわかっているのなら、早く当たって砕くだけてしまいたかった。これが初めての恋こいである柚弦にとっては、叶かなわない想いを一人抱かかえ続けることなんてできるわけがない。

　啞あ然ぜんとしている逢坂を残し、踵きびすを返して歩き出す。明日の朝までに気持ちの整理をしなければ。明日からは同じプロジェクトに関わる同どう僚りようとして接さなくてはならないのだから。

「おい、こら！　一方的に告白しといて、勝手に結論を出すな！」

　慌あわてて追いかけてきた逢坂に腕うでを摑つかんで引き止められる。

「聞かなくてもわかっている。お前には『本命』がいるんだろう？」

「その『本命』がお前だ！　俺がずっと好きなのはお前なんだよ！」

「え───？」

　衝しよう撃げき的な言葉を告げられ、反射的に振ふり返る。またからかっているのだろうと思ったけれど、逢坂の表情は真しん剣けんそのものだった。

「大学のときからずっと、沖谷のことが好きだった」

「俺を……？」

「そうだよ！　くそっ、何でこんなところでこんなこと云わなきゃなんねーんだ！　もっと、ちゃんとしたとこで告白するつもりだったのに」

　今度は柚弦が驚く番だった。逢坂はバツの悪い表情でぶつぶつと文句を云っている。けれど、その素すの顔で本当のことを云っているのだと信じることができた。

「冗じよう談だんで云ってるわけじゃないからな！」

「……わかってる」

　ドラマチックとは云いがたいシチュエーションに気が抜ぬける。さっきまで悲ひ壮そうな気持ちでいた自分が、おかしく思えてくる。

「信じてくれるのか？」

「信じていいんだろう？」

　間の抜けた問いかけをしてくる逢坂に問い返す。

　逢坂は一度口を開きかけて閉じ、改めて語り始めた。

「───一ひと目め惚ぼれだった」

「え？」

「大学の入学式の日、お前、噂うわさになってたろ。ものすごい美形の一年がいるって」

「そんな噂があったのか？」

　世間話には疎うとく、自分のことに関してはもっと鈍にぶい。話しかけてくる女子が多いことは鬱うつ陶とうしく思っていたけれど、逢坂の耳に入るほどの噂になっていたとは知らなかった。

「当時、図に乗ってた俺は、この俺を差し置いて噂になるなんてどんなやつなんだとやっかみ半分で見に行ったわけだ。いま思うと、生意気なクソガキだよな。けど、お前を見た瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になった。あの頃ころのお前は美少年って云いっても通るくらい華きや奢しやで、透とう明めい感かんがあって、凜りんとしてて……周りの空気がそこだけ違ちがってた」

「……それは云いすぎだろう」

　逢坂の手放しの賛美にむず痒がゆくなる。たしかに当時は男らしさの欠片かけらもなく、大学生にすら見えないような体格だったけれど、美少年は云いすぎだ。

「いいや、俺の表現力じゃ足りないくらいだ。同い年の男って云ったら、バカでうるさくて下品なやつばっかりだった。なのに、お前は見た目を裏切らないまっすぐな性格で、頭もよくて聡そう明めいで。気がついたときにはお前から目が離はなせなくなってた」

「そ、そうか」

　逢坂はお世辞を云っているわけではないらしい。本心からの言葉だとわかり、余計に落ち着かない気分になる。

　目が離せなかったのは、柚弦も同じだ。わけもわからず、逢坂のことが気になっていた。

　同性に恋れん愛あい感情を抱いているなんて考えもしなかったから、勝手に目が行ってしまうのは、逢坂が気に食わないせいだと思い込んでいた。

「けど、どうにかして近づこうとしてもとりつく島はないしお前には美人の彼女がいるって話だったし、俺を毛け嫌ぎらいしてるのはわかってたからな。一度は諦あきらめようと思った。諦めたと思ってた───あの日、再会するまでは」

「あの日？」

「会社が合がつ併ぺいして、同僚になった日だよ。あのときは奇き跡せきだと思った。〈Quartett〉で鉢はち合わせたときは、柄がらにもなく運命だと思ったよ。あの日、あの瞬間、生まれて初めて神様に感謝した」

「ちょっと大おお袈げ裟さすぎるだろう」

　奇跡だの運命だの、思春期の少女が口にするような言葉を真ま面じ目めに発している逢坂に呆あきれてしまう。

「うるさいな、そのくらい嬉うれしかったんだよ」

　柚弦のツッコミに、逢坂は唇くちびるを尖とがらせる。

　逢坂は何度か咳せき払ばらいをし、姿勢を正して柚弦にまっすぐ向き直る。

「お前が好きなんだ。だから、俺のものになって欲しい」

　ずいぶんと偉えらそうな告白の言葉だったけれど、柚弦に異論はなかった。しかし、慣れないシチュエーションに気の利きいた言葉が出てこない。

「……俺でいいのか？」

「お前がいいんだよ！」

　払ふつ拭しよくしきれない不安を滲にじませて問うと、逢坂は柚弦をまっすぐ見つめながら力強く云いきってくれた。










「ま、待て」

「無理、待てない」

　タクシーで連れて行かれたのは、逢坂の家だった。二度目に訪おとずれたその部屋で、靴くつも脱ぬぐ間もなく背後から抱だきしめられた。

「ここでは、嫌いやだ……っ」

　忙せわしなく体をまさぐってくる手から逃のがれようと身を捩よじったけれど、結局、唇まで塞ふさがれてしまう。絡からまる舌を自分から解くことはできず、翻ほん弄ろうされてしまう。

「ん……っ、んん……待てと云ってるだろう…！」

　キスの合間に逢坂を引き剝はがすと、あからさまに不満そうな表情を浮うかべた。柚弦とて、続けたくないわけではない。しかし、ここは玄げん関かんだ。お互たがい、靴すら脱いでいない。

「俺も待てないって云っただろ」

「ンぅ、んん、ん……っ」

　口づけが深くなるにつれて、頭の芯しんが蕩とろけていく。搦からめ捕とられた舌を吸い上げられ、甘嚙がみされる。口こう腔こうが搔かき回されるたびに、混じり合った唾だ液えきが濡れた音を立てる。

　柚弦のささやかな抵てい抗こうなど、あっという間に消え去った。逢坂の腕の中は心地ここちよく、理性は霧む散さんしていく。キスに溺おぼれかけた頃、不意に唇が離れていった。

「あ……っ」

　思わず、解けた唇を目で追ってしまう。柚弦の無意識の反応に、逢坂が小さく笑う。

「ここでするのは嫌なんじゃなかったのか？」

「！」

　柚弦がさっき告げた言葉で揚あげ足を取り、からかってくる。瞬しゆん時じに我に返ったものの、云い訳の言葉すら見つからない。

　逢坂は笑いながら、玄関脇わきの扉とびらを無造作に開ける。

「来いよ。この部屋なら構わないだろ」

「……ああ」

　廊ろう下かから差し込む明かりで、そこが逢坂の寝しん室しつだということがわかった。掛かけ布ぶ団とんが乱れているのが、妙みように生々しい。

　気き恥はずかしさをごまかそうと、蹴けるように靴を脱ぎ、先に部屋に入った逢坂を追いかける。

「抱だいていいか？」

「……いまさら訊きくな」

「わかるだろ？　お前の口から聞きたいんだよ」

「お前の好きにしろ」

　この言葉が、精せい一いつ杯ぱいの譲じよう歩ほだった。

　小さな声で告げると、顎あごを掬すくわれ、また深く口づけられた。絡まり合う舌が蕩けていくような錯さつ覚かくを覚える。キスを続けながら、お互いのコートやジャケットを脱がせていった。

　部屋のドアが開いたままだったけれど、いまさら離れられそうになかった。

「ぅん……っ、んん」

　唇を貪むさぼり合い、抱き合いながらベッドにもつれ込む。

　やっぱり、逢坂とのキスは気持ちがいい。特別上手うまいのか、それとも、相あい性しようがいいのか───その理由は定さだかではなかったけれど、いまとなってはどうでもいいことだった。

　呼吸をするのも忘れて、キスに夢中になる。口づけが解けたときには、お互いに息が上がっていた。

　ネクタイを引き抜ぬかれ、ワイシャツのボタンを一つずつ外されていく。薄うす暗ぐらい中、目を凝こらして逢坂の指の動きを追っていると、逢坂がぽつりと呟つぶやきを落とした。

「あー、このベッドでは抱きたくなかったんだけどな」

「どうしてだ？」

　行こう為いでベッドが乱れるのが嫌なのだろうか。不思議に思って問うと、想定していなかった理由を告げられた。

「だって、一人で寝ねるときもお前のことを思い出して悶もん々もんとするに決まってるだろ。ただでさえおかずにしてるってのに。でも、本物は想像してた以上にエロくて参った」

「なっ……」

　思わぬ告白に顔が熱くなる。逢坂の頭の中で、自分はいったいどんなふうにされていたのだろうか。

「すげぇ感じやすいし、意外に素す直なおだし、マジ可愛かわいくてどうしようかと思った。お前があんなにやらしい顔して、可愛い声出すなんて誰だれも知らないんだって思うだけで興奮する」

「そういうことを口にするな…！」

　想像されているだけでも恥はずかしいのに、

「本当のことなんだから仕方ないだろ？　沖谷が奥手で本当によかった。お前の初めてになれてマジで嬉しい」

「黙だまれ！」

　耳元で恥ずかしいことを云いわれて顔を見せられるわけがない。ベッドの上で身を捩り、逢坂の匂においのする布団に顔を埋うずめる。

「それにしても、よくあんなこじつけの理由で抱かせてくれたよな」

「あ、あれは俺もよくわかってなかったから……！」

　いま考えると、自分でもどうかしていたとしか思えない。相手が逢坂でなければ、ホテルの部屋にまでついていくことはなかっただろう。

「まあ、俺も必死だったし？　死んでも他ほかの男には触ふれさせるものかって。章介にだけは邪じや魔まされないように、沖谷にはちょっかい出すなって念を押しておいたんだけど、それが仇あだになったかもしれないな」

「だが、お陰かげで逢坂に対する気持ちを確かく認にんできた」

　芳賀にキスされなければ、逢坂へ抱いている感情が何なのか、未いまだにわからないままだったかもしれない。

「それでもムカつく。二、三発殴なぐっとくんだったな」

「気持ちが伴ともなわなければ、あんなのはただぶつかったようなものだろう」

「ダメだ。沖谷の全部は俺のものなんだから」

「……バカ」

　遊び慣れているぶん、恋れん愛あいにはスマートなのかと思いきや、逢坂は嫉しつ妬と深い質たちのようだ。子供のような独どく占せん欲よくを向けられ、嬉うれしいと感じてしまう自分も相当だが。

「本当はどこかに閉じ込めておきたいくらいだ」

「ん……っ」

　逢坂は柚弦の項うなじに吸いつき、首筋を唇で探さぐる。

　後ろから回ってきた手が平らな胸を撫なで回し、やがてそこにある二つの尖りを捕らえた。形を確かめるかのように丸くなぞられ、くすぐったさに息を詰つめる。

「……く……」

「声聞きたい。気持ちいいのも痛いのも我が慢まんしなくていいから」

「あ……っ!?」

　尖りを摘つまみ上げられ、高い声が漏もれる。痛いた痒がゆい刺し激げきが腰こしを震わせ、体の中心に熱が集まっていく。張り詰めていく自身を何かに擦こすりつけたい衝しよう動どうを堪こらえていると、ウエストを緩ゆるめられ、下着の中に手が差し込まれた。

「や、あ、あ……っ」

　とっくに張り詰めていた自身に指が絡みつき、やんわりと扱しごかれる。巧たくみに高められ、あっという間に限界が迫せまってきた。

「あ、く……放せ……っ」

「いいよ、出しちゃって」

「……っ」

　歯を食い縛しばって耐たえようとしたけれど、我慢しきれずに逢坂の手の平と下着を汚よごしてしまった。濡ぬれた手の平に包まれた自身が、絶頂の余よ韻いんに震ふるえている。

　荒あらくなっていた呼吸を落ち着けているうちに、何とも云えない恥ずかしさが込み上げてくる。とくに生温かい感かん触しよくがいたたまれず、顔を枕まくらに埋める。

　そんな柚弦に、逢坂は不ぶ躾しつけな問いを投げかけてきた。

「気持ちよかった？」

「訊くな…！」

　わかりきったことを訊たずねてくる逢坂に、つい声を荒らげてしまう。そんな恥ずかしいことをそうそう容易たやすく言葉にできるわけがない。

　そう文句を云おうとして、密着している下半身に硬かたいものが当たっていることに気がついた。逢坂自身もすでに昂こう揚ようし、芯を持ち始めているようだった。

　柚弦はぶつけようとしていた文句の代わりに、頭に浮かんだ疑問を口にする。

「俺はしなくていいのか…？」

「何を？」

「だから、お前のを……」

　はっきりとは云えず、言葉を濁にごした。自分ばかりしてもらっているのは気が引ける。初めてで上手くできるとも思えないけれど、何ごともチャレンジしなければ上達しない。

　それに正直なところ、好こう奇き心しんもあった。自分が触れたら逢坂がどんな反応をするのかが気になる。自分の中にそんな欲よつ求きゆうが生まれるなんて、いままで微み塵じんも考えたこともなかったけれど、逢坂のことなら何でも知りたかった。

「あー、そういうことか。いいよ、無理しないで。そういうのは追い追いな。ていうか、いまはちょっとまずい。沖谷に触さわられたら、それだけでイッちまうだろうし」

「何がまずいんだ？」

　柚弦の手で感じることの何がいけないのだろうか。むしろ、イカせることが最終的な目的なのだから、そうなってくれなければ困る。

「あんまり呆あつ気けないとカッコ悪いだろ。お前にみっともないところは見せたくないんだよ」

　バツが悪そうに告げられた逢坂の懸け念ねんは、柚弦には理解しがたいものだった。タイミングがどうであれ、それをみっともなく思うわけがない。

「お前をカッコ悪いと思ったことは一度もないが」

　正直な気持ちを伝えると、逢坂は小さく息を吞のみ、慎しん重ちように問いかけてきた。

「……褒ほめ殺しのつもりじゃないよな」

「本心で云っている」

　基本的にお世辞は苦手だ。思ってもいないことを口にするなんて高度な技わざは使えない。真実に聞こえなかったとしたら、云い方が悪かったのかもしれない。

「どう云えば、信じてもらえるんだ？」

「マジで天然だよな、お前って。信じられないわけじゃない。ストレートに褒められてびっくりしただけだよ」

「そうか。それならばよかった」

「よくねーよ、お前のせいでもうこんななんだからな」

「！」

　腰に押し当てられた塊かたまりは、さっき以上に張り詰めていた。どれほど切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようなのか、同性であるが故ゆえにわかってしまう。

「今夜は覚かく悟ごしとけよ。容よう赦しやしないからな」

　冗じよう談だんめいた言葉だったけれど、逢坂の声こわ音ねは本気が滲にじんでいた。










　前以もつて告げられた忠告どおり、逢坂は少しも手加減してくれなかった。

　体中くまなく探られ、まるで形がなくなってしまいそうなほど蕩とろけさせられた。もうすでに頭の中は霞かすみがかり、意識は快感ばかりを追ってしまう。

　あられもない格好をさせられるのは恥はずかしかったけれど、それ以上に次の刺激が欲しかったし、欲ほつしてもらえることが嬉しかった。

「あ、ぁあ……っ」

「……っ、全部、入った」

　逢坂は柚弦の体を押し開き、ゆっくりと自身を捻ねじ込んでいった。零こぼれる声を押し殺すこともできず、甘ったるく喘あえいでしまう。

「ん……っ」

「……沖谷……」

　根本まで埋め込まれた欲よく望ぼうは凶きよう暴ぼうに猛たけっていて、これ以上ないほどに張り詰めていた。柚弦の体は限界まで押し開かれ、圧あつ迫ぱく感かんに息苦しさすら覚える。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫なわけ、ないだろう……」

　心臓はばくばくとうるさく鳴り響ひびいているし、呼吸も荒くなったまま治まる気配もない。逢坂に深く貫つらぬかれた体はジンジンと熱く疼うずき、銜くわえ込んだそれをキツく締しめつけていた。

　恨うらみがましく見上げると、柚弦の顔を気き遣づかわしげに覗のぞき込んでくる逢坂も、余よ裕ゆうのない表情をしていた。

（こんな顔で俺を抱だいていたのか）

　柚弦の顔が見たいと云いって、途と中ちゆうで枕まくら元もとの明かりをつけたのは逢坂だった。

　そのときは自分の乱れた表情を見られることへの羞しゆう恥ち心しんから嫌いやでしかなかったけれど、いまはよかったと思う。

　感じている顔を見られるのは恥ずかしいけれど、柚弦も逢坂の顔を見ることができる。

　微かすかに眉まゆ根ねを寄せ、吐と息いきを零すその表情に、逢坂も感じているのだとわかって嬉しかった。柔やわらかな暖色の明かりで浮うかび上がる肉体にも目を奪うばわれる。

「痛いのか？」

「痛くはないが……」

　滴したたるほどにローションで濡らされ、執しつ拗ように指で解ほぐされたお陰かげで挿そう入にゆうに痛みは感じなかった。むしろ、次の刺激を待ち望んでいるのに、今日の逢坂はやけに慎重だった。

　体を気遣ってくれるのはいいが、焦じらされすぎるのも辛つらい。

「動いていいか？」

「早く、どうにかしろ……っ」

　屹きつ立りつに絡からみつく粘ねん膜まくが待ちきれずに震えている。本来は受け入れる場所ではないはずなのに、快感を得た記き憶おくのせいで貪どん欲よくになっているようだ。

「了りよう解かい」

　事務的な返事と共に、緩ゆるやかに腰こしを揺ゆすられる。

「あ……っ、ん……」

　体の内側で起こる摩ま擦さつに、甘い感覚が生まれる。初めは埋うめ込まれたものの大きさに違い和わ感かんばかりを覚えていた。しかし、絶え間ない律動を与あたえられているうちに、繫つながり合った場所が馴な染じんできた。

「はっ……あ、ぁ……っ」

「少し緩んできたな。ほら、自分でもわかるだろう？」

「やっ……ぁあ……っ」

　腰を摑つかまれ、最奥まで捻じ込まれていた屹立を引き抜ぬかれる。外れてしまう、と思ったその瞬しゆん間かん、再び勢いよく穿うがたれた。

　逢坂はそうやって、背中を仰け反らせて喘ぐ柚弦を何度も何度も貫いた。突つき上げられるたびに、塗ぬりたくられたローションが嫌らしい音を立てる。

「ひぁ…っ、あ…あ……っ」

　体の中を擦こすられて、感じてしまう自分の体には未いまだに戸と惑まどいを覚える。

　何もわからないまま抱かれたときも、わけがわからないほどに乱れてしまった。二度目のときも、抗あらがえないほどの快感だった。

　けれど、好きだと気づいてから───お互たがいに想おもい合っているとわかってからの行こう為いはそれ以上の感覚だった。

　言葉にできないほどの快感と胸に迫せまる感情で、無む性しように瞳ひとみの奥が熱くなってくる。堪こらえきれずに涙なみだを零すと、逢坂はぎょっとした顔で訊きいてきた。

「痛いのか？」

「……違ちがう、そうじゃない」

　力なく首を横に振ふり、その問いを否定する。すると、逢坂は安あん堵どの表情になった。

「なら、泣くほど気持ちいい？」

「わからない」

　胸がいっぱい、というのはこういう気持ちのことを云うのだろう。込み上げてくる愛いとしさが次から次にあふれてしまう。

「泣くなよ、柚弦」

「！」

　涙を唇くちびるで拭ぬぐわれると同時に、不意に名前で呼ばれ、柚弦は大きく目を瞠みはった。口にした逢坂のほうも、気き恥はずかしそうな顔をしていた。

「二人でいるときくらい、名前で呼んでもいいだろ？」

　ファーストネームを呼ばれることが、こんなにも恥ずかしいことだったなんて、いまのいままで知らなかった。小さく頷うなずいた柚弦に、逢坂は同じようにしろと要求してくる。

「俺の名前も呼んでみろよ。まさか、わからないとか云わないよな？」

　当然、名前は知っている。しかし、何故なぜかそのたかが三文字がなかなか出てこない。情事の恥ずかしさとは違ういたたまれなさに耐たえながら、蚊かの鳴くような声で名を呼んだ。

「……と、朋弥……？」

　たったこれだけのことで身み悶もだえそうになる。自分を見下ろす逢坂の顔を正視できずに顔を背そむけると、苦く悩のうに満ちた声が降ってきた。

「ヤバい、可愛かわいくて死ぬ。やっぱり、いまは呼ぶな。終わってからにしてくれ」

「は？」

　云わせたのは誰だれだと云いたかったけれど、苦情は全すべて云わせてもらえなかった。

「いいから、黙だまって」

「んむっ、んん、んー…っ」

　キスで口を塞ふさがれたかと思うと、ぐっと腰を突き上げられた。押し出された嬌きよう声せいも口づけに吞のみ込まれ、荒あら々あらしく搔かき乱される。

　快感に震ふるえる舌を嬲なぶられ、頭の中までぐちゃぐちゃにされていくみたいだった。

「ぁああ…っ、あ！　ぁあ……っ」

　唇が外れると同時に、自分のものとは思えないほどの甘く蕩けた声が上がる。声を嚙かみ殺すことなどもうできず、責め立てられるがままに喘ぎ続けた。　>>>♥

「や、あ…そこ、や、ぁあ……っ」

「わかってる。ここがいいんだろう？」

「あ…！」

　口の端はしを上げて意地の悪い笑えみを浮かべた逢坂に深い場所を抉えぐられ、頭の天てつ辺ぺんに駆かけ抜けていった衝しよう撃げきに息が止まりかける。

「はっ、あ……っ、もう、やめ……っ」

「もっとって云えよ」

「あ、あ、あ……ッ」

　逢坂は、柚弦が過か敏びんに反応する場所ばかりを責めてくる。それなのに、イキそうになるたびに自身をキツく握にぎり込まれ、終わりを迎むかえさせてもらえない。

「や…あ、あ……っ」

　逃にげ場のない熱が、柚弦の中で暴れ回る。柚弦は逢坂の剝むき出しの背中に爪つめを立て、終わりの見えない快感をひたすら堪え忍しのんだ。

　早く終わりにして欲しいという気持ちとうらはらに、ずっとこうして繫がっていたいという願いもあった。

「あっあ、あ、あ───」

「く……っ」

　激しく追い立てられ、高みへと上り詰つめる。ほぼ同時に終わりを迎え、覆おおい被かぶさるように落ちてきた逢坂の体を受け止めた。
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　ぱち、と目を覚ましたときに飛び込んできた光景は、見慣れない天てん井じようだった。一いつ瞬しゆん戸と惑まどい、すぐに逢坂の部屋に泊とまったことを思い出す。

　帰宅してすぐに寝しん室しつにもつれ込み、それからずっとベッドで過ごした。はっきりとした時間は覚えていないけれど、眠ねむりについたのは空が白み始めた頃ころだった。

　何度も抱だかれ、最後のほうは自分からねだってしまった。

「逢坂……？」

　隣となりに寝ねていたはずの逢坂はどこにもいない。姿を探そうとおもむろに起き上がると、すでにスーツに着き替がえた逢坂が寝室に入ってきた。

「おはよう。まだ寝ててよかったのに」

「寝ててって───何でこんな時間になってるんだ!?」

　時計を見ると、とっくに家を出なければならない時間になっていた。現実を認にん識しきし、一気に覚かく醒せいした。

　いつもならアラームが鳴る前に目が覚めるのに、疲つかれ果てていたせいか、逢坂がベッドから抜ぬけ出したことにも気づかず、ぐっすりと眠っていた。

「何でって寝てたからだろ」

「どうして起こしてくれなかったんだ！」

　いまから支し度たくして向かっても、完全に遅ち刻こくだ。生まれてこのかた、遅刻をしたことは一度もない。こんなことでその記録を破るわけにはいかない。

「あんなに気持ちよさそうに寝てるのに、起こせるわけないだろ？　今日は体辛つらいだろうから休んどけ。風邪かぜで熱出したって云いっておくから。どうせ、有給いっぱい溜たまってるんだろ？」

「ふざけたことを云うな！　そんな簡単に休めるわけが───」

　ベッドを抜け出そうとしたけれど、前のめりに倒たおれてしまった。床ゆかにくずおれそうになったところを逢坂に受け止められる。

「だから云ったろ」

「な、どうしたんだ…？」

　力の入らない体に戸惑っているうちに、ベッドに戻もどされてしまった。どうしてこんな状態になっているのだろうと不思議に思っていると、逢坂がその理由を教えてくれた。

「まあ、ぶっちゃけると……やりすぎ？」

「……ッ」

「悪かった！　昨日は嬉うれしすぎて手加減できなかったんだよな」

　手を合わせて謝りつつも、悪びれた様子のない逢坂に返す言葉もない。

「まさか、沖谷に『もっと』って云われると思わなかった。あのときの顔、すげー可愛くて見上げられただけでイキそうになってヤバかった」

「忘れろ！　いますぐ記き憶おくから消去しろ！」

　逢坂の言葉に憤いきどおりと羞しゆう恥ちが綯ない交まぜになり、全身の血液が沸ふつ騰とうする。曖あい昧まいになりかけていた昨夜の記憶が次から次へと蘇よみがえり、顔が熱くなっていく。

　理性が飛んでいたとは云え、あんなことを口にしてしまうなんてどうかしていた。

「そんな勿もつ体たいないことできるか。むしろ、録画しておきたいくらいだったっていうのに」

「ふざけるな…っ！」

　殴なぐりつけたくても、拳こぶしにすら力が入らない。繰くり出したパンチを受け止められ、やんわりと押し戻されてしまう。

「お前の仕事も俺がやっとくよ。だから、頼たのむ。今日は休んでくれ。そんな色っぽい顔を他ほかのやつらに見せるわけにいかないだろ」

「だ、誰のせいだ…っ」

「俺のせいだよな」

　真ま面じ目めに憤る柚弦に、逢坂は締しまりのない表情を浮うかべる。その顔に柚弦はさらに怒おこって枕まくらを投げつけた。しかし、逢坂は難なくそれを受け止める。

　元の位置へと枕を戻すと、さりげなく柚弦の耳元に顔を寄せ、吐と息いきを吹ふき込むように囁ささやいてきた。

「いい子にしてろよ、柚弦」

　鼓こ膜まくと共に全身が甘く震ふるえる。昨夜の記憶だけでなく、感覚まで蘇ってきそうになった。きっと、柚弦の動どう揺ようを見て楽しんでいるのだろう。

「さっさと会社行け！」

　ささやかな仕返しに、逢坂の耳みみ朶たぶを引っ張って怒ど鳴なりつけてやった。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　だんだん春めいた陽気になってきていますが、皆みな様さまいかがお過ごしですか？　私は、すでに今年も四分の一が過ぎ去ってしまったことに気づき、ちょっと呆ぼう然ぜんとしています。

　問題の花粉ですが、今シーズンは飛散量が少ないと云いわれていたわりに、やたらと目にきます。せっかく気持ちのいい季節になったのに、本当に恨うらめしいです（泣）。

　でも、花粉に負けず、お花見には完全防備で行こうと思ってます！　今年こそお弁当を作ってのんびり見に行けたらいいなあ。

　そういえば、腰よう痛つう対策に通い始めたジムは、まだ細々と続いています。おかげで、肩かたこり・腰痛は以前に比べてずいぶん軽くなりました。

　ただ、体たい脂し肪ぼうを消費するほどの運動をしているわけではないので、ご飯ばかりが美味おいしくなってしまって、体重の変化のほうは捗はか々ばかしくありません……。とりあえず、薄うす着ぎになる季節に向けて、もう少しがんばろうと思います。







　さて、拙せつ作さく『お前が好きで何が悪い！』をお手に取って下さいましてありがとうございました！　今回は、遊び人を装よそおった一いち途ずな攻×堅かた物ぶつで天然な受のお話です。

　私が書く受は鈍どん感かんなタイプが多いのですが、今回の主人公である沖谷も、天然気味の鈍感なキャラになってます。素す直なおになれず意地を張ってすれ違ちがうのも萌もえますが、自覚がないせいで行き違ってしまうのも美味しいですよね。

　意識してしまうのは気に食わないからだと思い込んでいた受が、内心では必死な攻に追い詰つめられていく様子を書くのはとても楽しかったです！　両想おもいになってからの逢坂は、きっと「うざい」と云われるくらい、でれでれになるんじゃないでしょうか（笑）。

　紆う余よ曲折あって決着した二人ですが、少しでもお気に召めしていただけたら幸いです。







　今回も素敵なイラストを描えがいて下さった陸裕千景子先生には、心よりお礼申し上げます！

　沖谷の凜り々りしい可愛かわいさと、逢坂のエロかっこよさが眼福ものです。透とう明めい感かんのある華はなやかな表紙もありがとうございました！

　担当さまにも大変お世話になりました！　お忙いそがしいことと思いますが、あまり無理はなさらずご自愛下さい。今後ともよろしくお願いします。




　感想のお手紙や、誕生日にメッセージを下さった皆様、ありがとうございました！　思わず挫くじけてしまいそうなとき、いただいた言葉が励はげみになっています。

　よろしければ、今作もご感想を聞かせていただけると嬉うれしいです！




　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇一二年陽春


藤崎　都　　
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カバー・口絵・本文イラスト／陸裕千景子

デザイン／須貝美華










お前まえが好すきで何なにが悪わるい！








藤ふじ崎さき　都みやこ
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